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お見合いのお相手は




「いらっしゃいませ。重しげ森もりさまですね」

　料亭『味み楽らく』の数す寄き屋や門をくぐると、若草色の着物を纏まとった仲居さんが、振袖姿でガチガチに緊張している私、重森紬つむぎを迎えてくれた。

　ここは政治家も利用するという格式の高い料亭で、庶民の私には縁遠い場所なのだ。

　しかも、着物の帯がきつく締められていて深い呼吸ができないせいか、先ほどから苦しくてたまらない。

「こちらへ」と指の先まで神経が行き届いた美しい所作で私を案内する仲居さんは、口角を上げてから口を開く。

「お連れさまはすでにお越しになられています」

「は、はい」

　絶対に転ばないようにと足下ばかりが気になり、左右に広がる立派な日本庭園をじっくり観察することもできない。

　こんなに余裕がない姿を見たら、がっかりするだろうな。まあ、それでもいいか、と頭の片隅で考えていた。

　今日は、二十六歳にして初めてのお見合いなのだ。

　私がフローリストとして勤務するフラワーショップ『ル・ブルジョン』の店長に、上得意さんに頼まれたからどうしてもと拝おがみ倒されて、気乗りしないがやってきた。引き受けたはいいけれど、その会場がかの有名な味楽だと聞き、慌てて着物をレンタルする羽目になった。

　着物を着る機会などあまりないため、どんなものがいいのかさっぱりわからない。レンタル店の店員のアドバイスを聞きつつ、鮮やかな朱色の正絹の生地に椿つばきをはじめとした様々な花がちりばめられた振袖を選んだ。当初は仰ぎょう々ぎょうしくならないように色留袖くらいにしたいと申し出たのだが、『振袖を着られるのは若いうちだけですよ』とささやかれてその気になったのは黙っておこう。

　胸のあたりまである髪をアップにしてもらった私は、フローリストとしてのこだわりで、生花の椿を飾った。いい香りがして、緊張のこの場で唯一の安らぎとなっている。

「こちらのお部屋です」

　長い廊下を歩き、一番奥の部屋で立ち止まった仲居さんは、膝ひざをつき「お連れさまがいらっしゃいました」と声をかけてから障子を開けた。

　いよいよ対面だ。

　店長は、お相手が私より四歳年上の三十歳の男性ということ以外教えてくれず、写真すら見ていない。とにかくお見合いに行ってほしいの一点張りで、なにかわけでもあるのかなと首を傾かしげている。

　障子が開いた瞬間、お相手の顔を見る前に深く腰を折った。

「初めまして。重森紬と申します」

　一、二、三。

　心の中で数えてからゆっくり体を起こし始めると、お相手が立ち上がって近づいてきたのがわかった。

「お越しいただけてうれしいです。宝ほう生しょう太た一いちと申します」

「あ……」

　間が抜けた声が出てしまい、慌てて口元を押さえる。

「申し訳ありません」

「いえ。そういう反応になりますよね」

　彼がクスッと笑うので、小さくうなずいた。

　彼とは一度会ったことがあるのだ。会ったというか、助けてもらったというか……。

　それから再会を願っていたというのに、不意打ちだととっさに言葉が出てこない。

　身長が百八十センチを超えているだろう彼は、とんでもなく足が長く、細身だが肩幅はしっかりとある男らしい体つき。サラサラの黒髪が切れ長の目に軽くかかり、それを払う仕草にくぎづけになってしまうほど整った顔立ちをしている。

　濃紺のスリーピーススーツをビシッと着こなしていて、できる男の雰囲気が漂っていた。

「お着物、よく似合いますね」

「とんでもないです。着慣れていないので、違和感がありますよね」

　自分の姿を鏡で見て、借り物感がありありと出ているなと感じた。まったくなじんでいないのだ。

「そんなことはありません。着物で来てくださるとは思ってもいなかったので、とてもうれしいです。それにこれ……」

　彼は髪に挿してある椿の花を目ざとく見つけた。

「生花です。一応花屋なので」

　そう伝えると、彼は顔を近づけてくる。

　な、なに……？

「いい香りだ」

　身構えてカチカチになっていたら、彼は椿の花の香りを楽しんだだけだった。

　ひとりでなにを勘違いしているのだろう。恥ずかしすぎる。

「とにかく、座りましょうか」

「は、はい」

　事態がよく呑み込めていない私とは対照的に落ち着いた様子の彼は、私を席に誘導してから対面に腰を下ろした。

　すぐに先ほどとは別の仲居さんがやってきて日本酒や料理を並べだす。

　こんな格式高い料亭でのマナーがわからない私は、器を置かれるたびに頭を下げ続けていた。

　たくさんの料理が座卓にずらりと並び仲居さんが出ていくと、視線を感じて宝生さんのほうを向く。すると彼はなぜか優しい笑みを浮かべながら私を凝視していた。

　あれっ、なにかおかしかった？　作法が間違っている？

　花についてならなんでも答えられるくらい詳しいけれど、料亭での振る舞いなんて知らない。

「も、申し訳ありません。宝生さんに恥をかかせてしまったでしょうか？」

「私に？　とんでもない。かわいらしい方だなと思って見ていただけですよ。あっ、こちらこそ見すぎていましたでしょうか？」

　み、見すぎて？

「い、いえっ」

　冷や汗が出る。そんなに見たって、ボロしか出ないと思うけど。

　でも、『かわいらしい』なんて初めて褒められたかも。わりとサバサバした性格をしているからか、フローリストの後輩に『かっこいい』と言われたことはあるけれど。

　なんとなく気まずくなってふと窓の外に視線を移すと、庭に梅の花が咲き始めていて目を奪われた。

「わぁ、きれい」

　大きな声が出てしまい、ハッとした。

　しまった。花を見るとどうしても素に戻り、はしゃいでしまう。

「すみま――」

「ですよね。私も先ほどから見入っていたんです。まだ気温が低いのに健けな気げに花を開いて、冬の景色に彩りを添える。見ているこちらが頑張ろうと思えます」

『すみません』と謝罪しようとしたのに、彼がそう口にするので驚いた。

「はい」

「まるで、あなたのようだ」

　彼が私に視線を絡ませて真剣な表情でささやくので、息が止まりそうになる。

「私？」

　どういう意味？

「なんでもありません。重森さん、お酒は飲める口ですか？」

「はい。多少なら」

　なんて猫をかぶった。強いと自慢できるほどではないけれど、アルコールは結構好きなのだ。

「でしたら、ぜひどうぞ。この純米大吟醸、本当においしいんですよ」

「私が……」

　彼がお酌しゃくをしようとするので慌てる。どう見ても年下の私からすべきだ。

「気を使わないでください。誰も見ていませんから」

　私が礼儀作法にドギマギしていると気づかれている？

「ありがとうございます」

　私は素直にお猪口ちょこにいただき、注ぎ返した。

「それでは、再会に乾杯」

　彼の声に合わせて軽くお猪口を持ち上げてから口に運ぶ。

　この日本酒、本当においしい。雑味がまったくなくてまろやかで、どこかお米の甘みも残っていて最高だ。

「おいしい」

「それはよかったです」

　優しく微笑ほほえむ宝生さんにつられて、私も笑みがこぼれる。

「お食事もどうぞ」

「はい。でも……」

　お見合いが初めての私には、どんな進行が当たり前なのかわからない。まともに自己紹介もしていないので戸惑った。

「失礼しました。緊張していらっしゃるようなので、お食事を先にどうかと思いまして」

　私への気遣いだったのか。それはかえって申し訳ない。

「ごめんなさい。お見合いは初めてで、どうしたらいいのかわからないんです」

「あはは、正直な人だ。私もお見合いは初めてです。だから適当でいいんですよ。食事をしながらお話ししましょう」

　適当って……。でも、彼の言葉のおかげで少し気が緩んだ。

「はい。それではいただきます」

　私が箸を手にすると、彼も同じようにしている。

「あっ！　あのときは本当にありがとうございました」

　鯛たいのお刺身に手を伸ばしたとき、お礼がまだだったと気づいて慌てふためく。緊張しているとはいえ、いきなり失態だらけだ。

「いえいえ。これまで花を買う習慣なんてなかったのですが、家に花があると安らぐものだと知りました。忙しくてなかなか買いに行けないのですが……」

　実は以前、彼に仕事中の窮地を救ってもらったことがあり、そのときに売り物にならなくなった花束を買い取ってもらったのだ。初対面の私にとんでもなく親切にしてくれた彼がお見合い相手だったことに驚いている。

「生活に絶対に必要なものではないですからね。でも、たとえ一輪でも家にあるとホッとするので私も飾っています。お店の売れ残りを安く買えるというのもありますけど」

「それはうらやましい。仕事が忙しくて深夜に及ぶこともあるので、なかなか気が回らなくて。重森さんが私の部屋に彩りを添えてくださったらうれしいのですが」

　彼は箸を置き、私をまっすぐに見つめる。その視線が熱くて妙に照れくさい。なんだかとんでもなく色気のある表情をする人だ。

「アレンジはいつでも承りますよ。それだけが取り柄ですから」

「ははっ。そういう意味ではなかったのですが……。もちろん、重森さんのアレンジはうれしいですけどね」

　なにか違った？

　私は首をひねりつつ再び口を開いた。

「そういえば、あのときのお釣りをと思っていたのですが、お会いできなくて」

「気にしていたんですか？　律りち儀ぎな方ですね」

「いえ、そんな……。後日、お返しします」

　いい男の微笑みというものは、めまいを起こさせる作用があるらしい。とびきり優しい笑みを向けられて、クラクラした。

「本当に気にしないでください。それより、ル・ブルジョンって素敵なお店ですね。フランス語で〝つぼみ〟でしたよね」

「はい。よくご存じで。もしかしてフランス語がおわかりに？」

「完璧ではありませんが少々。英語は一応話せます」

　賢い人なんだ。

「店長が、これから咲き誇るようにという祈りを込めて、あえて〝つぼみ〟という名にしたようです。店舗での販売より、結婚式場や企業へ出向いて装花を手がける比率のほうが高いのですが」

　とある企業でフラワーアレンジをしていた最中に、そこを訪問していた彼と出会ったのだ。

「重森さんの生けた花は、とても華やかで目を引きます。あの会社に行くたびに眺めていたんですよ」

　宝生さんにそう言及されて、視線を伏せる。なぜなら、彼と出会ったときの一件をきっかけに取引を打ち切られたからだ。

「どうかされました？」

「ごめんなさい。あのあと契約は打ち切られてしまいまして」

　正直に伝えると、彼は眉をひそめて小さくうなずく。

「あそこに重森さんの装花はもったいないです。あなたなら、別のところで輝けますよ。って、クライアントの悪口になってしまいますね。これは内緒で」

　彼が茶化しながら口の前に人差し指を立てるので、暗くなりかけた雰囲気が和んだ。

　最初の緊張が解け、それからは食事を楽しみながら話を続けた。

「宝生さんはなんのお仕事をされているのですか？」

「私は……」

　彼はスーツの内ポケットから名刺を取り出して私の前に置く。

「外資系の経営コンサルタント会社『アドバンスファーム』に勤務しています」

「あっ、『Laラ merメール TOKYOトーキョー』……」

　知っているビルの名前が書かれているので思わず口にする。

「ご存じですか？」

「はい。『プレジール』のアボカドサンドが好きで、時々行くんです」

　このビルに入店しているカフェがとてもおしゃれで、しかも落ち着くのでたまに使うのだ。

　しかし、あのビルの上層階は超優良企業のテナントばかりで、年収が何千万とかいう人がごろごろしているとの噂だ。宝生さんもその一員？

　経営コンサルタント会社なんて縁がなく、会社名を聞いてもよくわからないのが残念だった。

「あれはうまい。私も仕事が煮詰まるとよくコーヒーを飲みに行くんですよ。もしかしてすれ違っているかもしれないですね」

「本当ですね」

「あの、マネージャーとは？」

　名刺には【マネージャー　宝生太一】と書かれているけど、マネージャーってなにをする人？

「あぁ、コンサルタント会社の役職のようなものですね。大まかに言うと、アナリスト、コンサルタント、マネージャー、パートナーと上がっていくんです。パートナーは、役員クラスでしょうか。マネージャーは部長といったところです」

　若くして部長クラスなの？　やはり優秀なんだ。

「アナリストの間は武者修行のような感じで、データ収集や分析が主な仕事になります。私たちマネージャーになるとプロジェクト進行の指揮を執とらなくてはなりません。クライアントとの折せっ衝しょうも中心になって行います」

　つまり、プロジェクトの責任者という立場にあたるのか。

「クライアントの希望に応じて人事、商品開発の方向性の提案、吸収合併などにも携わります。経営戦略や新規プロジェクトの提案など、ときには何億というお金が動きますから緊張が伴う仕事です」

「何億！」

　生花店では決して耳にしない単位に目が飛び出そうになる。

　しかも、クライアントは物ではなく彼らの頭脳を買っているんでしょ？　優秀なんてひと言では片づけられないほど賢い人に違いない。

「失敗は許されませんが、やりがいはあります」

　私なら怖くてできない。緊張の連続なんだろうな。

「ちょっと想像できない世界で……。お忙しいんでしょうね」

「そうですね。プロジェクトの掛け持ちはしばしばありますし、大きなプロジェクトが本格的に動きだすと、帰りが日をまたぐこともしょっちゅうです。だから、女性とお付き合いすることもなかなかできなくて」

　それでお見合いだったのかな。でも、その相手が私なのは間違いな気がする。

「それは大変ですね。体力もないと」

「はい。ですが、今は将来のために勉強させてもらっているので、踏ん張りどきだと思っているんです」

「なにか目標がおありで？」

　ごく自然の質問を投げかけたつもりだったが、彼の箸が止まり表情が引き締まった。

「実は、『太たい平へい物ぶっ産さん』を継ぐことになっています」

「太平物産……？」

　って、あの？

　正直、アドバンスファームと言われてもピンとこないけど、さすがに太平物産は知っている。『三みつ谷たに商しょう事じ』と並ぶ大きな商社だ。

「継ぐ、とは？」

　混乱して勝手に口が質問をしていた。

「父が社長を務めているんです。商社の経営にはグローバルな視点が必要です。将来太平物産を継ぐべく、経営コンサルタントとしてたくさんの企業戦略に携わり経験を積んでいる最中です」

　太平物産の御曹司ってこと？

　目の前にいるのは、とんでもない雲の上の人だった。驚きすぎて、開いた口がふさがらない。

「そんな方が、どうしてここに？　いえ、私が間違えた……んっ、店長？」

「落ち着いてください、誰も間違えてませんよ。私は、重森さんとお見合いがしたかったんです」

　英語はペラペラだけど、日本語は苦手なの？　でも、文法もアクセントも間違っていないし。なんてバカなことを考えるくらいは、動揺していた。

　そんな上流階級の人が、どうして私とお見合いなんてするの？　いくら忙しくたって、希望すればいくらでもお相手が見つかるでしょう？

「すみません。ちょっと日本語がわからなくなったみたいで……」

「あははは」

　宝生さんは楽しそうに笑っているけれど、私はそれどころではない。

「自分の意見をしっかり持っていて、曲がったことが嫌い。それを貫くためならどんな努力もいとわない」

「えっ？」

　なにを話しているのだろう。

「重森さんのそんなところが好きなんです。どうか、私と結婚を前提に付き合ってください」

「結婚!?」と大声を出したものの、そもそもお見合いはそのゴールを目指すものか。軽い気持ちで訪れたことを後悔しつつある。

「他にお付き合いしていらっしゃる方がいますか？」

　彼氏はいないけど……ここはいると嘘うそをついたら逃れられる？　だって太平物産の御曹司と私なんて、どう考えても釣り合わないもの。嘘も方便よね。

「あのっ、実は――」

「いても奪うけどね」

　私の話を遮る宝生さんに思いがけない言葉を吐かれて、薄くてセクシーな唇に視線がくぎづけになる。

「絶対に、重森さんが欲しいんだ。俺と人生を歩くことを後悔させない。それだけは約束する」

　突然砕けた口調に変化したものの、迫力満点。獲物を狙う鷹たかの鋭い爪に捕らえられた気分だった。

　呼吸すら忘れてフリーズしていると、彼の雰囲気が柔らかくなる。

「って、すみません。重森さんのことになると、どうしてもムキになってしまって。こんな気持ちになったのは初めてなんです。お料理が冷めますね。お酒もどうぞ」

　あれ、また紳士に戻った？

　なんだか彼のことがわからない。

「この茶碗蒸し、おいしいですね」

　宝生さんは今までのことがなかったかのように涼しい顔で会話を続ける。

「は、はい。ちょっと柔らかめですね。でもお出だ汁しの味がふわんと口に広がって、とっても上品なお味です」

　茶碗蒸しを口に運んでから話を合わせると、彼がじっと私を見ているのに気づいた。

「な、なにか？」

「本当においしそうに食べるんだなと、うれしくて」

「うれしい？」

　おいしければ、自然とそういう顔になるでしょう？

「私たちの世界では、見み栄えの張り合いみたいなところがあって、おいしいくせにあの店の料理のほうが優れているとか、ここは格式がとか言いだす人が多いんですよ。正直、うんざりしていて。おいしいものはおいしいでいいのにと」

「もちろんです」

　私の周りにはそんな屁へ理り屈くつをこねる人はいないので、信じられない気持ちで聞いていた。

「そんなの、食材たちにも失礼です。おいしく変身してきてくれたのに」

「変身って……」

　白い歯を見せ肩を揺らす宝生さんを見て、顔が真っ赤に染まっていくのを感じる。

　また突拍子もない発言だったかも。

　しかしこのお見合いを成功させようとこれっぽっちも思わない私は、もう素でいいやと開き直った。

「変身がおかしければ、お化粧かな？」

「なるほど。そんなふうに考えたことがなかったなぁ。精いっぱいお化粧してきてくれたのだから、失礼のないようにもりもりいただかないと」

「はい」

　そのあと競うように茶碗蒸しを食べ、ほぼ同時に座卓に器を置くと、顔を見合わせて笑い合う。

「思った通りの人だ」

「私がですか？」

「そう。重森さんと一緒にいるとずっと笑っていられそうだ」

　もしかして、若干引かれてる？と思いもしたが、上品ぶらなくてもとがめられないのは気持ちいい。それに、気を使わずに話せて私も楽しい。といっても、彼と結婚なんて考えられないけど。

　とはいえ、彼の話術が巧みなのか、ガチガチに緊張していたのが嘘のように、会話が盛り上がってきた。

　お見合いといえば、家族や友人についてや、趣味、はたまた結婚観などを話すのが普通だけれど、花の手入れについてが主な話題となった。

　途中でつまらないのでは？と心配になったものの、「もっと教えて」と彼にねだられて、ちょっと調子に乗りすぎたかもしれない。かなり長時間、花の話ばかりだった。

「それじゃあ、切り花も砂糖が栄養になるんですね。人間みたいでおもしろい」

「そうなんですよ。切り花のお水には、お砂糖と殺菌のために漂白剤を少し入れるんです。そうすると長持ちします」

「奥深いですね」

　宝生さんはひたすら感心しているが、何億ものお金を動かす彼の仕事に比べたらとてもちっぽけに思えて口をつぐんだ。

「どうかしました？」

「いえ。私、お花のことになると夢中になってしまうんです。あきれてますよね」

　おそるおそる尋ねると、彼は目を見開いた。

「あきれた顔してます？　すごく楽しいのに」

　ほんとに？

「花について話す重森さん、生き生きしていて魅力的ですよ」

「あ、ありがとうございます」

　妙に艶つやっぽい視線を向けられて、タジタジになる。これが大人の色香というものだろうか。私にはまったくないや。

　数々の上質なお料理をたっぷり堪能して、しかもおいしいお酒も飲めて最高の気分。おしとやかにしなくてはと緊張いっぱいで訪れたものの、宝生さんが楽しい人ですっかり打ち解けた。

　ダメだ。断る文言を考えなくては。

　気分は弾んでいるし、もっと話していたいくらいだけど、彼が太平物産の御曹司だと知った今、結婚なんて考えられない。住む世界が違うもの。

「あっ……」

　そんなことを考えながらデザートの黒ごまプリンを口に運ぼうとしたら、着物にこぼしてしまった。

　まずい。レンタルなのに。

　慌ててハンカチを取り出して拭いたが、拭き方が悪かったのか余計に汚れが広がってしまい冷や汗が出る。

　クリーニングで落ちる？　買い取りを請求されたらどうしよう……。

　焦っておしぼりでなんとかしようと手にすると、彼が隣にやってきて私の手を止めた。

「プロに任せたほうがいい。摩擦で生地が悪くなってしまうよ」

「そう、ですよね」

「大切な着物？」

「実はレンタルで」

　隠しておこうと思ったけれど、正直に打ち明けた。

「そうだったんですね。普通、レンタル料にクリーニング代は含まれているよ。だから心配ない」

　それを聞き、安あん堵どの胸をなで下ろした。

　着物のレンタルなんて成人式くらいしか経験がなく、そのときは母任せだったので知らなかったのだ。

「一緒に返しに行きましょう」

「いえっ、とんでもない」

　不安そうな顔をしていたのかもしれない。しかし、そんなことまでしてもらわなくてもいい。

「このお見合いのために借りてくれたんでしょ？」

「そう、です。お恥ずかしいのですが、着物を買えるほど生活に余裕がなくて」

　宝生さんの世界では着物の一枚や二枚持っていて当たり前なのかなと伝えると、彼はクスッと笑う。

「それが普通じゃない？　普段着ないのに買わないですよね」

　あれっ、庶民の生活もわかってくれるの？

「でも、あんまり似合ってたから、いつも着ているのかとばかり」

　褒められた瞬間、至近距離にいることを意識してしまい、心臓がドクンと音を立てる。

「重森さん、生け花もできるとお聞きしましたし」

　そんな情報まで入っているの？　店長が話したのかな。

「華道の先生のところにも出入りするので、見ているうちに覚えただけです。習ったわけではないので、できると言えるかどうか」

「独学なんてすごいですね」

　彼はしきりに感心しているけれど、好きなことには没頭してしまうだけだ。

「もう少しゆっくりしようと思ってましたけど、それ、気になりますよね」

「そう、ですね。私はこれで失礼します。今日は楽しかったです。ごちそうさまでした」

　店長からお代は宝生さんが持つと聞いているし、先ほど彼が仲居さんにカードを渡していたため、お礼をして立ち上がると、腕をつかまれた。

「これで終わりみたいな言い方ですね」

　うわっ、鋭い。

「私のこと、苦手ですか？　いや、嫌い？」

「決してそういうわけでは……」

　楽しかったのは本当だし。でも、太平物産の御曹司なんて聞いたら、庶民は腰が引けるのよ！

「よかった。このまま振られるのは納得できない」

　振られるもなにも、このお見合いにふさわしくないのは私のほうなのに。

「やっぱり一緒に行きます」

「えっ、ちょっ……」

　宝生さんは私の戸惑いなど気にせずグイッと手を引く。そして味楽の玄関に横付けされていたタクシーにそのまま乗り込んだ。

　彼に促されて仕方なくレンタル店の住所を告げると、早速タクシーは発車した。

「あのっ、どうして私とお見合いを？　宝生さんなら、お付き合いしたいという女性はたくさんいると思いますけど」

　このままでは結婚に向けて話が進みそうなので、思いきって尋ねる。

「いるかもしれないけど、重森さんは自分が好きな人と結婚したくはないですか？」

「そりゃあ、そうですけど」とありきたりな返事をしたものの、その〝好きな人〟が私だと言いたいの？

「重森さんと出会ってから、あなたのことばかり考えているんです。だから店長にお見合いのセッティングをお願いしました。今日話してみて、ますます気になる存在になったんです」

　私のことばかり考える？

　びっくりする言葉が次々と飛び出してくるので、目を丸くする。

「でも、ご覧の通りじゃじゃ馬で、宝生さんのお相手にふさわしいとはとても……」

「それじゃあ、私にふさわしい相手って、どんな人だと思います？」

　逆に問われて、しばらく考えてから口を開いた。

「もっときれいな方で」

「重森さんはきれいじゃないですか」

　私に視線を向ける彼が真剣な表情をするから、ドクッと心臓が跳ねる。

「そんな……。あとは、もっと由緒正しき家柄のお嬢さまとか」

「それは生まれた場所の問題で、その人の魅力とは別のものだ。私は重視しません」

「でも、宝生さんは大きな会社の後継ぎなんですよ？　同じようなステータスの女性がいいのでは？」

　お手伝いさんに身の回りの世話をしてもらい、口に入れるものは今日の料亭の料理のように一流品ばかり。宝生さんはそうした環境で暮らしてきたのではないだろうか。

　ごく平凡な家庭で育った私は、それとは程遠い場所にいる。

　それに、どこに出ても恥ずかしくないような礼儀作法を身につけている人でないと、彼が困るのでは？

「後継ぎなのは事実ですが、それもたまたまその家に生まれただけ。ステータスって……。それじゃあ、重森さんは自分と同じような生活環境の人の中から選んで好きになるんですか？」

「いえ」

　さすがは頭脳を売って稼ぐ人だ。なにも言い返せない。

「では、宝生さんは、どんな人を好きになるんですか？」

　苦し紛れの質問に、彼は少し頬を緩めてから口を開く。

「何事にも一生懸命で輝いている人。一緒にいて楽しい人。自分も頑張ろうと思うような影響を与えてくれる人」

　すらすらとよどむことなく答えた彼は、膝の上に置いていた私の手をそっと握る。そして、熱い眼まな差ざしを私に注ぎながら続けた。

「つまり、重森さん」

　ダメだ。衝撃的すぎて息の吸い方がわからない。

「聞いてます？」

　しばらく黙って固まっていたからか、彼が余裕の笑みを浮かべて問いかけてくる。

「は、はい。でも、私は宝生さんが思っているような女じゃないです」

　買いかぶりすぎだ。

「それは、重森さんが勝手に決めているだけですよね。仕事をしていると『先見の明がある』とよく褒められるんですよ。その私が、あなたは私にとって唯一無二の存在になると予感しているんです」

　仕事と恋愛は違うでしょ？と思ったけれど、彼があまりに自信満々なので指摘できなかった。

　レンタルショップに着くと、彼はタクシーを降りる私に手をスッと差し出してエスコートしてくれた。育ちのよさがわかり、ますます距離を感じる。

　店に入り、店員に汚してしまった謝罪をしようとすると、宝生さんが先に口を開いた。

「申し訳ありません。私の不注意で着物を汚してしまいました。クリーニング代が別途必要であればお支払いしますし、買い取りでも構いません」

　なにを言ってるの？　私の失態なのだから、クリーニング代が必要なら私が払う。買い取りはちょっと厳しいけれど。

「ご丁寧にありがとうございます。クリーニングはこちらでいたしますし、お代もいただいております。なにもおっしゃらずに返却される方が多いのに、助かります」

「彼女がとても優しい性格で、ずっと気にしていまして」

　私についてそんなふうに話す宝生さんを見つめると、柔らかい笑みを向けられて妙に照れくさい。

「ご心配なく。それではお着替えを。こちらです」

　しまった！

　このレンタルショップでは着付けもしてもらえるので、朝、ここで着替えていったのだが、まずいことに気がついた。量販店のセーターにジーンズという、まったくの普段着で来たのだ。それを宝生さんに見せるの？

　おそらくオーダーであろうスリーピースのスーツをビシッと着こなした彼の前にそれで出ていくのは気が引ける。

　とはいえ、どれだけ焦っても有名ブランドの洋服が突然目の前に現れるわけじゃない。仕方がない。

　覚悟を決めた私は手早く着替えを済ませて、コート片手に宝生さんのところに戻った。

「家までお送りします」

　なにかつっこまれるかもしれないと身構えていたのに、彼の表情は変わらない。

　いたたまれなくなって、店を出たところで頭を下げた。

「ごめんなさい。こんなラフな洋服で来てしまって、また宝生さんに恥をかかせてしまったのでは？」

　正直にぶちまけると、彼は目を丸くしたあとクスクス笑い始めた。

「恥なんてかいてませんよ？　十分素敵です。それに、私は洋服を好きになるわけではありません」

　まったく気にもとめていない様子を見て、ようやくホッとした。

「すみません」

「謝ってばかりですね。私は重森さんとこうして一緒にいられるのが楽しいのに」

　楽しいと言われて、拍動が勝手に速まっていく。

「そう、ですか。よかった」

「今日は疲れたでしょう？　家までお送りします」

「ありがとうございます」

　私は素直に厚意を受けることにした。アパートがおんぼろだとか、もうどうでもいいやと思えたからだ。

　二十分ほど走ったタクシーがアパートの前に到着すると、宝生さんはわざわざ降りてくれた。

「連絡先、聞いてもいいですか？」

「は、はい」

　最初は断ることばかり考えていたが、彼が大きな会社の御曹司だということ以外、嫌悪する要素はなにひとつない。もう少し話してみてもいいかな？と思えたので電話番号とメッセージのＩＤを交換した。

「大きな仕事が入ってしまって、しばらくはバタバタしそうなんです。でも、必ず連絡しますから、また会っていただけますか？」

「わかり、ました」

　彼の言葉に熱を感じるので、そう答えていた。おもしろ半分にお見合いをしたわけではないと伝わってくるからだ。

「名残惜しいですが、それでは」

「はい。お気をつけて」

　彼はにこやかに微笑み、タクシーで去っていった。




　私は部屋に入ると、しばし放心タイム。

「まさか……」

　あんなすごい人がお相手だとは思ってもいなかったから緊張したけど、身構えたほど世界の差を感じなかった。彼との話はとても楽しくて、ずっと笑顔でいられた。

「そうだ」

　私は聞いたことがない彼の勤務先をスマホで検索し、絶句した。

「アドバンスファーム……。え！」

【世界四大コンサルタント会社のひとつ。実力次第ではマネージャーで年収二千万に達することも】

「すごすぎる」

　想像以上の数字が並んでいてため息が漏れる。

　それにしても、〝実力次第〟という文字があちらこちらに飛び交っていて驚くばかりだ。

【外資系には Up or Out という風習も多少残っていて――】

　どうやら昇進できる実力がなければ辞めなさいという考え方のようだ。経営コンサルタント業界では、Up or Out は最近少なくなったものの、降格は当たり前にあるのだとか。

「厳しいな」

　そんな世界に身を置き、活躍している宝生さんの有能さを思い知った。

　ただのお坊ちゃまではなさそうだ。

　私は窓の外に広がる、燃えるように赤く染まった西の空を眺めながら、しばらく宝生さんのことを考えていた。










花も私も混乱中？




　宝生さんと出会ったのは、昨年の十二月。すさまじい数のクリスマスパーティの装花依頼にクラクラしつつも、大好きな花に囲まれて忙しく過ごしていた頃のことだ。

　私はとある会社の重役フロアに、花を生けに向かった。

「今年はこれで終わりだな」

　私が勤務するル・ブルジョンは、街中の花屋さんというよりは、提携先の結婚式場の装花を担当したり、契約している会社の玄関や重役フロアの花をアレンジしたりという仕事が大半を占める。

　その日はとあるＩＴ企業の重役フロアの大きな花瓶を飾るのが私の仕事だった。

　店のバックヤードで下準備をするときは、Ｔシャツやジーンズといった汚れても問題ない服装にエプロンがいつものスタイルだけど、外に赴くときは清潔な白いシャツに黒いパンツと決まっている。

「はー、寒い」

　社屋に入ってしまえば暖房がついているので問題ないが、裏口に横付けしたワゴンから花を下ろす際は別。仕事柄手袋もできず、かじかんだ手を息で温めながら作業をしていた。

　重役フロアのエレベーターホールにある花瓶はかなり大きく、花も大量に必要になる。あらかじめできあがりのスケッチを描いてあるので、それをポケットに忍ばせて花を運び始めた。

　ずっしりと重い花束を持ち、エレベーターで十二階へ。それを二回繰り返して、ようやく荷物を運び終えた。

　持ってきたバケツに水を汲み、その中で茎の先端を斜めに切る。腐敗の原因になるため、水に浸かりそうな葉は丁寧に取り除いてから生けていく。

　私が作業する間もひっきりなしに人の出入りがあるので、邪魔にならないように気をつけていた。

　作業が半分ほど進んだ頃、社長室からふたりの男性が出てきて、こちらに歩いてくるのが見えた。

「宝生さんのご意見は説得力がありますね。社長も毎回脱帽だと言っております」

「恐縮です。年始早々に、重役会議でプレゼンテーションさせていただきます。ご納得いただけるとうれしいのですが」

　白髪交じりの眼鏡の男性はたしか社長の秘書だ。もうひとりの宝生さんと呼ばれた男性も何度か見かけたことがあるが、おそらくこの会社の人ではない。クライアントなのだろうか。社長室に出入りする人の中では圧倒的に若い。

　私は邪魔にならないように、さらに端によけて作業を続けていた。しかし、秘書の男性は話に夢中で、こちらに気づかず進んでくる。

　このままでは、生けるために置いてある花を踏まれる！と焦って手を出した瞬間。

「危ないっ」

　宝生さんが叫んだ。すると、気づいてよけようとした秘書が運悪く水切りに使っていたバケツのほうに足を出してしまい、足に水がかかってしまった。ズボンがびしょ濡れだ。

「なんなんだね、君は！」

　すさまじい剣幕で叱られて、とにかく頭を下げる。

「申し訳ありません」

「謝って済むと思っているのか？　どうしてくれるんだ！」

　といっても、前方を確かめもせず、ぶつかってきたのは彼のほうだ。

「本当に、すみません」

　派手に濡れてしまったからか、彼の怒りは収まらない。私はポケットからハンカチを取り出して、濡れたズボンを拭こうとした。

「邪魔なんだよ」

　しかし彼が怒りに任せて花を踏みにじるのを見て、顔が引きつる。

「やめてください。花に罪はありません」

「は？　花屋ごときが口答えするな」

　鬼の形相で足下にある花を次々に踏みつけ始めるので、とっさに花と彼の間に割って入った。

「板いた垣がきさん、やめましょう」

　宝生さんが慌てて彼の腕を引いて止めるものの、私は激しい憤りが抑えきれない。

「この花たちは、この空間を飾るためにここにあるんです。あなたに踏まれるためじゃない」

　しまった。反論してしまった。

　けれども、とても我慢できなかった。花だって生き物だ。ようやく鮮やかに咲き誇ったのに一瞬で殺されてしまったようなもの。一本一本愛情を込めて手入れした花たちは、私のかわいい子供も同然の存在だったのに。

「生意気な」

　板垣さんが怒りに満ちた表情で私をにらみつける。しかし私は間違ったことは口にしていないと、顔を上げていた。

「ごめんね。私が話に夢中になっていたのが悪いんだ。もっと早く気づけばよかったのに」

　すると、なんと宝生さんが謝ってくれる。

「いえっ」

「いつも君が生けているの？」

「はい」

　険しい表情の板垣さんとは対照的に、宝生さんは緩やかに口の端を上げる。

「そう。ここに来るといつも癒されているよ。きれいな花をありがとう」

　思いがけずお礼を言われて、目を瞠みはる。

「板垣さん、このフロアは会社中の注目を浴びていますよ。部下に示しがつかなくなるような行動はお避けになるべきかと。社長の顔に泥を塗ることになります」

　あきらかに年下の宝生さんが柔らかい口調で告げる。その内容は板垣さんの行動を非難したものだった。

　そして宝生さんは私に目配せしてから、まだなにか言いたげだった板垣さんをなかば無理やり連れ去った。

「助かった」

　でもこのお花、どうしよう。

「ごめんね、痛かったよね」

　植物に話しかけるのはいつもの癖。話しかけるとよく育つと聞いたからだ。それに、ひどいことをされるとおびえるという話も。

　板垣さんに踏まれた花は、無残にも花びらが散ってしまったものもあれば、茎がつぶれたものもある。このまま飾るわけにはいかず、残った分だけでアレンジを済ませた。

　悲しい気分に陥りながらワゴンに引き上げていくと、車にもたれかかっている男性がいる。宝生さんだ。

　彼は私が近づいていくと、笑顔になった。

「終わりました？」

「はい。先ほどは申し訳ありませんでした」

　もう一度腰を折る。

「謝るのは私のほうです。この会社はクライアントで……。ビシッと注意できなくて申し訳ない」

「とんでもないです。助かりました」

　それは当然だし、十分板垣さんにくぎを刺してくれたと思う。

「かっこよかったですよ」

「えっ？」

「『あなたに踏まれるためじゃない』って」

　じゃじゃ馬ぶりを指摘されると、穴があったら入りたい気分だ。

「あはは」

「その花は、もうダメですね」

「はい。かわいそうですが。私が買い取って家に飾ってあげようと思います」

　枯れてしまうまでは面倒を見てあげたい。

「おいくらですか？」

　彼の質問の意図がわからず、首を傾げる。

「その花、私が買います」

「そんなことまでしていただかなくても！」

　驚きすぎて声が大きくなった。

「ええっと、重森さんが大切に思っている花たちに興味が湧きました。花を飾った経験はないのですが、家にあってもいいなと思いまして」

　彼は私の胸元のネームプレートを確認してからそう言った。

「部屋に植物がある生活はいいですよ。仕事から帰ったときにふわんと漂う香りに癒されて、そのあとは色とりどりの花たちを視覚で楽しんで。昨日までつぼみだった花が咲いたときなんて、もう！　……あっ、ごめんなさい」

　花の話になるとどうもテンションが上がってしまう。

「いえ。重森さんの表情を見ていたら、それがどんなに素晴らしい経験かわかる気がします。ますます買い取りたくなりました」

　共感してもらえるのはうれしいが、この花たちはすぐに枯れてしまうだろう。さすがに申し訳ない。

「それでは、少し待っていただいてもいいですか？　こちらはこのままお渡ししても？」

「はい」

　とりあえず抱えていた花束を彼に渡し、ワゴンの中からいくつかの花を取り出して小さなブーケを作り始めた。

　黒い雲が立ち込めた薄暗い空から大粒の雨が降りだしたのに気づいた私は、慌てて傘を宝生さんに手渡した。すると彼は開いた傘を私に差しかけるので、首を横に振る。

「私は大丈夫ですので、宝生さんと一緒に花束を傘に入れてあげてください。花は雨が降るとパニックになるんです」

「パニック？」

　彼は不思議そうな顔をしながらも、傘からはみ出していた花束を自分の体に密着させて持ち直す。

「はい。雨には、植物にとって天敵となるウイルスや病原菌が含まれています。だからそれから身を守らなきゃと焦るんですよ」

　説明すると、彼は近づいてきて私まで傘に入れてくれた。

「それは初耳です。デリケートなんだな、お前たち」

　花束に優しく語りかける宝生さんに、ほっこりする。

「宝生さん、濡れます！」

「気にしない。私はパニックを起こしたりしません」

　傘に収まりきらない彼の背中が濡れている。

　しかし、断っても私に傘を差しかけてくれる人なんだろうなと感じたので、慌ててブーケを仕上げた。

「お待たせしてごめんなさい。お持ち帰りください」

「かわいらしい花束ですね。大切にします。おいくらですか？」

「それでは、百円です」

　千円分くらいの花は使ったが、彼から代金なんて受け取れない。しかし、引き下がらない気がしたので、百円にしてみた。

「それは安すぎるでしょう？」

「あとは、傷ついたこの子たちを育てていただく養育費として私がお支払いしたことにさせてください」

「養育費って……」

　彼は目を丸くしながらも、白い歯を見せた。

「わかりました。それでは」

　傘を私に渡した彼は、スーツの内ポケットから財布を取り出し、一万円札を私に握らせる。

「小銭の持ち合わせがなくて、これで。すみません。次の仕事の時間が迫っているので失礼します」

「待ってください。お釣り……。あ……」

　彼は花束を自分のジャケットで覆い、あっという間に走り去っていく。

　ワゴンのドアを開けたままで離れられなかった私は、小さくなっていく彼の背中を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「素敵な人だったな」

　板垣さんにさげすまれて最悪の日だと思っていたのに、宝生さんがあっという間に幸福感で満たしてくれた。傷ついた私の心まで癒してもらえた。

　この一万円はお守りに取っておこう。いつかまたどこかで会えたら、そのときに返そう。

　そんなことを考えながら、渡されたお札をじっと見つめた。




　ひどくなる雨の中店に戻ると、四十代後半の男性店長が難しい顔をして私を待っていた。

「重森さん、大変だったみたいだね」

　もう連絡が入っているんだ。

「すみません。お花を何度も踏まれて怒ってしまいました」

　正直に申告したら、店長は太めの眉をひそめて、はぁーっと深いため息をつく。

「取引停止だそうだ」

「えっ……。申し訳ありません！」

　深く頭を下げる。

　板垣さんの怒りは相当だったようだ。自分がした行為に後悔はないけれど、店に損害を与えてしまった。

　あの会社は、重役フロアや玄関の装花だけでなく、各フロアに置いてある観葉植物もうちが管理していて、私だけでなく他のフローリストも出入りしている。結婚式場ほどの売り上げはないが、重要なクライアントだった。

「ただ、重森さんを辞めさせるなら今後の取引を考えてもいいと言われて。どうしたら……」

　困惑の表情を浮かべる店長が漏らした。

「そう、ですか」

　私が辞めれば、取引を続けられるの？

　この店が大好きで、店長にもお世話になった。ここでフローリストとしての腕を磨かせてもらった。悔しいけれど、店に不利益を及ぼすのは本意ではない。

　私はしばし考えて、重い口を開いた。

「明日、辞表を持ってきます」

「でも……」

「店長にはとてもお世話になりました。社会人ですから、自分がしたことは自分で尻拭いします。ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　泣きそうになるのをぐっとこらえて、できるだけ明るく声を振り絞る。悪いのは店長ではない。

「ですが今日はこのまま勤務してもいいですか？　ブーケを作らないと」

　明日の披露宴の装花は別の人に頼むことになりそうだけど、ブーケは作りたい。新婦に何度も会い、使う花の種類から色、形まで話し合いを重ねてデザイン画を何枚も描き、あとは作るだけになっているからだ。

「もちろんだよ。重森さんには真面目に働いてもらったのに、ふがいない上司で申し訳ない」

　唇を噛みしめる店長が頭を下げるので驚いた。経営する側の人間として、大きな得意先を失うわけにはいかないという事情は理解できるのに。

「とんでもないです。お世話になりました」

　私は店長にこれ以上苦しんでほしくなくて、笑顔を作ってからバックヤードに向かった。

「なんでこんなことに……」

　私は必死に仕事をしてきただけだ。たしかに、クライアントに噛みついたのは悪かったと思う。でも、罪もない花を何度も踏みつけるなんて、人として許せなかった。

　悲しくて涙がこぼれそうになったもののこらえた。これから制作するのは幸福を運ぶブーケだ。沈んだ気持ちで作っては、いいものなんてできない。

　折れそうになる気持ちにカツを入れ、深呼吸して気持ちを切り替えてから、白いバラに手を伸ばした。




　大好きだったル・ブルジョンを辞めなければならないという現実に打ちのめされて、ひと晩泣きに泣いた翌日。

　真っ赤に腫はれた目を冷やした私は、バッグに退職届をしのばせて店に向かった。今日はこれを提出して、今夜行われる結婚式の装花の段取りを引き継いだら帰るつもりだ。

　突然の退職となり、これからどうしたらいいのかわからないけど、またフローリストとして雇ってくれるところを探そうと思っている。この仕事が好きだからだ。

「失礼します」

　出社早々、退職届を手に店長室に向かうと、「重森さん！」となぜか店長が興奮気味に声をかけてきた。

「はい」

「さっき電話が入って、あの宮みや城ぎグループの本社の装花関係をすべてうちに依頼したいって。しかも、玄関の装花は重森さんご指名なんだ」

「は？」

　宮城グループって……たしか不動産会社や食品会社など、数えきれないほどの子会社を抱える、あの巨大企業グループのこと？　しかも私を指名ってどうして？

「取締役が知り合いから腕のいいフローリストがいると重森さんを紹介されたらしくて」

　口コミということだろうけど、こんな経験は初めてでしばし放心してしまう。

「昨日の件は……、やっぱり取引停止を受け入れようと思う。今朝、重森さんの退職を他のフローリストたちにも知らせたら、皆に反対されてね」

「反対？」

「そう。特に西にし田だなんて、『重森がいなくなったらうちの質が落ちますよ』って脅すんだよ」

　西田さんがそんなことを？

　六つ年上の先輩フローリストの西田さんは、男性なのに繊細なデザインをするのが人気で、入社以来彼に何度も指導を受けてきた。尊敬するフローリストのひとりだ。

　そんなやり取りがあったとは知らず、目頭が熱くなる。

「取引停止になっても、皆で挽回しますからって。で、そのあとこの電話だよ。神さまが辞めさせるなと言ってるんだと思う。昨日の今日で勝手だけど、残ってもらえないかな？」

「もちろんです。よろしくお願いします」

　店長の葛藤はわかっているつもり。だから退職を迫られたことに恨みなどない。

　昨晩は苦しんだが、逆転満塁ホームランだ。しかも、仲間たちが私をかばってくれたなんて。

「今日のナイトウエディングも頼める？」

「はい。すぐに準備に取りかかります！」

　私は弾んだ気持ちで返事をして、店長室をあとにした。




　ナイトウエディングが行われるのは、装花のほとんどをうちに依頼してくれる『ローズパレス』という式場だ。別の式場で働いていた桐き生りゅうさんが数年前にここの支配人に就任してから、業績はうなぎのぼりなんだとか。

　彼はもともとここのプランナーで、一旦は別の式場に移ったが、手腕を買われて支配人として舞い戻ってきたできる人。ちなみに奥さまの梓あずささんも優秀なプランナーなのだ。ふたりの間には小学生になったばかりの女の子がひとりいて、奥さまはパートタイムで勤務している。

「重森さん！　お辞めになると聞いたときは焦りましたよ。思いとどまってくれてよかった」

　教会に隣接している披露宴会場に顔を出した早々、支配人の桐生さんにそう言われて頬が緩む。

「ご心配をおかけしました。心機一転頑張らせていただきます」

「お願いします。重森さんの丁寧な仕事ぶりは、おひとりおひとりととことんまで向き合うという我が社の信念とも合致しています。今日のおふたりも、重森さんのプランを絶賛されているんですよ」

　彼は私が持参したブーケを視界に入れて微笑んだ。

「うれしいです。早速ですが、担当プランナーさんと打ち合わせをしてもよろしいですか？」

「はい。すぐに呼びます」

　昨日、あんなにへこんだのが嘘のようだ。必要としてもらえるのはとても心地いい。

　それから、フローリストの仲間たちとせっせと装花を完成させ、度重なる打ち合わせで顔見知りになった新婦にブーケを直接納品した。

「重森さんにお願いしてよかった。理想のブーケです」

「ありがとうございます。装花も気になる点があればまだ変更可能ですが、いかがでしょう？」

「いえ。さっき見せていただきましたけど、華やかで、でも落ち着いていて。希望通りです」

　よかった。これで今日の私たちの出番は終わり。片づけはローズパレスのスタッフがしてくれる。

「本日はおめでとうございます。どうかお幸せに」

　私は新婦にお祝いを伝えてから、式場をあとにした。




　店での片づけが終わったのは二十二時。ナイトウエディングが入ると、いつも遅くなる。

　宝生さん……。

　ホッとひと息つくと、彼の顔が浮かんだ。

「あの花たち、元気にしてるかな」

　植物は雨でパニックを起こすと伝えたら、ジャケットに隠して持ち帰ってくれるような優しい人だった。また会えるといいな。

　私は彼の笑顔を思い出しながら、帰る準備を始めたのだった――。










真っ黒に焦げた心　Ｓｉｄｅ太一




　板垣さんの行為はあまりに大人げなく――というより完全に八つ当たりで、唇を噛みしめて我慢していた彼女を見たとき、板垣さんを突き飛ばしてやりたいと思うほどだった。

　しかし、俺が抗議する前に彼女の反論。『この花たちは、この空間を飾るためにここにあるんです。あなたに踏まれるためじゃない』という言葉にはしびれて、完全に心を持っていかれた。俺は重森さんへの侮辱に対して怒っていたが、彼女は花に乱暴を働いたことに腹を立てていたのだ。

　あの会社にはいつも出入りしているので、熱心に花を生けている彼女を何度も見かけている。身長もさほど高くなく華きゃ奢しゃでかわいらしい女性という印象だった。だから、板垣さんに花を踏みつけられて泣いてしまうのではと心配したが、あんなに堂々と言い返せる人だとは。驚いたと同時に感心したし、まるで大切な友人のように花を想っているとわかって、なんて優しい人なんだと思った。




　その日の午後、なんと板垣さんに取引停止にされたことを知り、俺は別のクライアントにすぐに電話を入れた。

　その相手、宮城グループの宮城専務は三十歳になった俺より五つ年上で、近く副社長への就任が決まっている。俺がまだ駆け出しのコンサルタントの頃からの付き合いで、俺を信頼してまさに共同経営者のように扱ってくれる、かなりの切れ者だ。

　以前、自社ビルの清掃などの管理会社が定まらなくて、いいところがあったら教えてほしいと言われていたのを思い出し、宮城さんに、ル・ブルジョンとの取引を打診したのだ。

　彼は『宝生さんの推薦ならもちろん受けなければ』とふたつ返事で、すぐに関連部署に許可を取り、店に電話を入れるように伝えてくれた。

　あの人のすごいところは、仕事が驚くほど早いこと。そのフットワークのよさを俺も見習いたいと思っている。




　その一カ月半後。宮城グループの専務室で今後の戦略を練ったあと、会議に行くという宮城さんとともに廊下に出た。

　すると、重森さんがエレベーターホールのフラワーアレンジの作業をしている最中で、少し離れた場所でふたりとも足が止まった。

「彼女、楽しそうに花を生けていくね。手際はいいし、前にお願いしていたところとは比べ物にならないほど華やかに仕上げてくれる」

「はい。センスがいい上に花を愛していますからね。花も彼女に生けられたいのでは？」

「なるほど。花が彼女を選ぶのか……」

　俺は宮城さんと話をしながら鼻が高い思いだった。無論、俺はまったくなにもしていないが。

「とってもきれいに咲いてくれてありがとう。これならここの会社の人たちにも愛してもらえると思うな。こっちのつぼみは、明日くらいには咲くわね。もう少し目立つところに出てこようか」

　ひとりごとかと思えば、彼女は花に話しかけていた。なんて温かい心を持っているのだろう。

　顔を見合わせた宮城さんは俺と同じ気持ちだったようで、頬を緩ませている。

「優しい人だよね、彼女」

「そうですね」

　雨が降り始めたとき、自分より花を守ろうとした彼女は、とてもピュアな心の持ち主だ。

　そのうちエレベーターから背の高い男が降りてきて、彼女のそばに歩み寄っていく。そしてなにやら楽しげに話を始めた。

「こんにちは。今日もお疲れさまです」

「高たか畑ばたさん！　お世話になります」

　白い歯を見せる重森さんを見て、胸がもやもやする。

「例の件はいかがです？　明日にでもどうかなと……」

　あの人は、秘書室室長の高畑さんだ。社長秘書であり、なおかつ専務の右腕として働く優秀な彼が意味ありげな言葉をささやくのを見て顔が引きつった。もしや、デートの誘い？

「宝生さん、ここ、シワが寄ってる」

「そんなことはありません」

　自分の眉間を指さす宮城さんに、ムキになってしまった。

「そう？　珍しくイライラしてるよね？」

「してません」

　ダメだ。今は仕事中なのだから、平常心を保たなければ。

　心を落ち着けるために小さく息を吸い込むと、宮城さんが肩を震わせ始める。

「高畑は重森さんのフラワーアレンジを評価していて、社長室にも飾りたいとお願いしているんだよ。例の件というのはそのことだろうね。ちなみに、高畑にはべた惚れの奥さんがいるのでご心配なく」

　それを先に教えてほしい。ニヤリと笑う宮城さんは、わざと黙っていた気がしてならない。

「なにも心配なんてありません」

　小声で耳打ちしてくる宮城さんに返事をする。

「そう……。それで、いつ落とすの？」

　ズバリ問われて、固まる。この人の観察眼には敵わない。おそらく重森さんを見かけるたびに俺が視線で追っているのに気づいているのだろう。もう降参だ。

「公私混同して申し訳ありません」

「いや、最高のフローリストを紹介してくれたと感謝しているよ。ただ、早くくっつかないかなとソワソワしているだけさ」

　笑いをかみ殺す宮城さんに、言い返す言葉もない。

　本当は、今すぐにでも告白して俺だけのものにしたい。けれども、仕事が忙しすぎてなかなか踏み切れない。告白してもしＯＫの返事がもらえたとしても、そのあとが続かないと自然消滅してしまいそうで怖いのだ。彼女との関係を絶対に途絶えさせたくないと気持ちが空回りしている。

　彼女の人となりを知れば知るほど気持ちは熱くなる一方で、冷静にならなければと思ってはいる。それなのに、こうして姿を見かけるだけでたちまち目を奪われてしまい、彼女で頭がいっぱいになるのだ。

「高畑は心配ないけど、時々、他の社員に話しかけられてるよ？　早くしないと取られるかもね」

　クソッ。彼女は俺が落とすんだ。

　宮城さんの話をポーカーフェイスで聞いていたものの、心の中は嫉妬で真っ黒に焦げていた。




　それから一週間。時折見かける重森さんの姿に満足していたが、その日、たまたま高畑さんとは別の男性社員と親しげに話している場面を目撃してしまった。

　いや、親しげだったかどうかはわからない。でも、宮城さんの『早くしないと取られるかもね』という言葉がよみがえり、猛烈に嫉妬の念が湧き起こった俺は、その日のうちにル・ブルジョンに電話を入れた。そして、宮城グループとの契約の際に顔を合わせていた店長に見合いのセッティングを打診したのだ。

　俺には将来太平物産を継がなければならないという重荷がある。

　御曹司というステータスを喜ぶ女性がたくさんいることは理解している。けれども、彼女はどう考えてもそういうタイプではない。なぜなら、宮城グループのような大きな会社に出入りしても、媚こびを売るような素振りがまったくないどころか、花しか見ていないからだ。

　おそらく、男に下心を持って話しかけられているとも気づいていないだろう。きっと俺のことも眼中にない。

　しかも花を見てほしいという意気込みは感じるものの、自分は目立ちたくないタイプだと思う。とすると、どうしたって注目される俺の彼女――いや、妻という立場を嫌いそうだと分析した。

　ついつい分析するのは、職業柄だ。しかし、自分が彼女を恋人を通り越して妻にしたいと思っていると気づいてハッとした。

　余裕ないな……。

　仕事ではどんなピンチに直面しても焦らず対処できるようになった。それなのに、重森さんには振り回され通しだ。

　絶対に彼女を逃したくない俺は、わざと形式ばった見合いを企てて、簡単には断れない状況を作ろうと考えた。

　なんて姑こ息そくなんだ。自分でもこんな小細工をするとはあきれる。

　でも、彼女だけは他の男に渡したくない。こんな強い気持ちを抱いたのは初めてで、自分でも戸惑っていた。

　そして、俺だと聞いて断られないように、見合い相手については当日まで秘密にしてほしいと頼み込んだ。




　そして見合い当日。なんと彼女は着物を着て姿を現した。

　すごくきれいだ……。

　板垣さんに啖たん呵かを切った面影はどこにもなく、少し恥ずかしそうにしているのが新鮮で、抱きしめたい衝動を抑えるのに必死にならなければならなかった。

　俺って、こんなに恋愛にのめり込むタイプだったか？

　今までは彼女がいても仕事優先で、何カ月も連絡がなくても平気だったし俺からもしなかった。その結果、相手に他の男ができることもしばしばだったが、仕方ないとあっさり別れて特に深追いした経験もない。

　それなのに、重森さんのことになると気持ちが先走り制御できない。

　あぁ、今すぐ『好きだよ』とささやいて抱きしめたい。

　俺、なかなか気持ち悪いかも。こんな調子では間違いなく嫌われる。

　我に返って反省し、とにかく見合いの場では紳士を装うことにした。

　そして、なんとか彼女の連絡先を手に入れたというのに、俺はすぐにニューヨークに飛ばなくてはならなくなった。急な出張が入るのは珍しくはないが、今回ばかりはため息の嵐。ただでさえ時間を捻ねん出しゅつするのが難しいのに、アメリカではお手上げだ。一日でも早く仕事をまとめて、帰国しよう。

　それまで待っていてくれるだろうかという不安を抱きつつも、付き合ってもいないのに出張の連絡をするのもおかしいと思い、俺はうしろ髪をひかれながら、ニューヨーク便に飛び乗った。










バラの花束は誰に？




　お見合いに行ったら宝生さんがいて、腰が抜けそうだった。

　気になっていた彼に再会できてテンションも上がったが、とんでもない雲の上の人だと知り完全に尻込みした。

　しかし、お見合いから一週間。連絡のひとつもないとちょっとさみしい。なんて勝手なんだろう、私。

　自分にあきれつつも、スマホの画面を見てため息をついた。

「連絡くらい……ねぇ」

　会えなくても、電話くらいはできそうなのに。

　もし彼が本気ならばの話だけど。やはり連絡先を聞いてきたのは社交辞令で、お眼鏡に適わなかったというところか。

「仕事しよ」

　フローリストになってから仕事に没頭するあまり、付き合っていた彼氏に、〝花のことしかわからない欠陥人間〟という称号までいただいた。当時はかなり落ち込み、フローリストの仕事から離れるべきでは？と真剣に悩んだ時期もあったが、大好きな花に囲まれる生活をどうしてもやめられず今に至る。

　欠陥人間という強烈な言葉が思いのほか胸に突き刺さり、その彼と別れてからは恋愛からも遠ざかっていた。

　しかし、毎月何組もの幸せいっぱいの新婦と会う仕事をしていると、うらやましい気持ちもなくはない。そんな状況で、結婚を前提にアプローチされたら心も動く。相手が出会ったときから好感を持っていた人だったらなおさらだ。

　その一方で、やはり大きな会社の跡取りだというのが気になって仕方ない。自分が彼にふさわしいとはどうしても思えなかった。




　お見合いから十二日後の木曜日。外回りの仕事が終わったあと、私は店でひたすら花の水切りをしていた。毎日手をかけてあげると長持ちするからだ。

　花を枯らさないようにするために暖房禁止の部屋で、水の中で茎を斜めに切る作業を続けていると、三月に入り春の足音が聞こえてきたとはいえまだ冷えるこの時季は手の感覚がなくなってくる。しかも、花の冷蔵庫――ストッカーはさらに温度が低く設定されていて、そこに手を入れるだけで凍えそうになり無意識に両手をこすり合わせた。

「きれいに咲いたね。明日、宮城グループの社長室にお嫁に行こうか」

　真っ赤なガーベラに話しかけながら、枯れた葉を取り去る。

「もう八時か……」

　ふと時計を見ると、二十時を回っている。すでに他の人たちは帰ったようだ。今日はこれくらいにして帰宅しようと手を洗っていると、スマホが震えているのに気づいた。

「宝生さん！」

　画面に表示された名前を見て、一気に気持ちが上がる。

　電話に出ようとボタンを操作したが、手がかじかんでいてうっかり落としてしまった。

「嘘……」

　壊れてない？　せっかく電話をもらったのに出られないなんて最悪だ。

　慌てて拾い上げて「もしもし」と大きな声を出した。

『もしもし、宝生です。すごい音がしたけど……』

「ごめんなさい！　スマホを落としました」

『あはは。重森さんはいつも謝ってるね』

　そういえばそうかも。謝るようなことばかりしでかしてるんだな、私。

『もう、家？』

「いえ、まだ店です。花の水揚げをしていたら没頭してしまって、いつの間にかひとりになってました」

『よかった』

　なにがよかったの？

　首をひねっていると、店の入口のガラスのドアをコツコツと叩く音がしたので、スマホ片手に出ていった。

「宝生さん？」

　落とし気味にしてあった照明を明るくすると、たしかに彼の姿がある。

　すぐに自動扉のスイッチを入れ、彼を招き入れた。

「まだいてくれてよかった。ずっと仕事が詰まっていて、ようやく一段落したんだ。一分でもいいから顔を見たくて」

　スマホをポケットにしまった彼からうれしい言葉を聞いて、勝手に頬が緩んでくる。

「今、帰ろうと思っていたところでした」

「そう。運がいいな、俺」

　お見合いのときはずっと敬語だったのに、言葉遣いが変わっている。でも、こちらのほうが話しやすい。

「スマホは無事？」

「はい。画面も割れていませんでした。手がかじかんでうまく握れなかったんです。ごめんな――」

　それ以上言葉が続かなかったのは、彼が私の右手を握ったからだ。

「本当だ。こんなに冷たい。こっちは？」

　目を丸くする宝生さんはさらに左手も握り、大きな手のひらで包み込んだ。

「いつもの、ことですから」と言いつつ目が泳ぐ。彼にしてみれば冷えた手を温めようとしているだけだろうけど、私は照れくさくてたまらない。

「いつも？」

「はい。茎は水の中で切り落とさないと、水の通り道に気泡が入ってしまうんです。だから大丈夫ですから。手もガサガサでお恥ずかしい」

　冷たい水にいつも浸しているし、バラの棘とげをとったりもするので傷だらけなのだ。

「どうして恥ずかしいの？　働き者の手じゃないか」

　そう口にする彼が、私の手の甲をじっと見つめている。

「ケガ、してる」

　そして小さな傷を見つけて唇を押しつけるので、息が止まった。

　なんなの、この色気は。

　卒倒しそうになるのをなんとかこらえて何度も瞬きを繰り返す。

「あっ、えっと……」

　花のことならなんでもスッと口から出てくるのに、こんなときになにを言うべきか知らない。

「ごめん。愛いとおしい手だなと思ったら、つい」

「は、はいっ」

　まずい。てんぱりすぎて声が裏返った。

「この切り傷、治療しなくていいの？」

「もう治ってます。痕が消えていないだけです」

　恥ずかしさのあまり、手を引いた。

「そっか、よかった。夕食は？」

「まだです」

「誘っても？」

「……はい。あぁっ、でもこんな恰かっ好こうなので、すごいところにはちょっと……」

　今日は、パーカーにジーンズ姿。味楽のような高級店に連れていかれては困ると、慌てて付け足した。

「気にしなくていいのに」

　相変わらずスーツをばっちり着こなしている完璧王子は気にしないかもしれないが、他の客や店員からの冷たい視線が突き刺さるから勘弁してほしい。

「それじゃあ、どこがいいかな？」

「すぐそこにファミレス……じゃダメですね」

　時々仲間とランチに行くファミリーレストランがあるけれど、大企業の御曹司にはそぐわない場所だと撤回した。

「もちろんいいよ。行こうか」

　意外にも彼は戸惑う様子もなく、店の駐車場に停めてあった白いＢＭＷに乗せてくれる。

　この車、いくらするんだろう。シートは革張りだし、車内も広い。

　こんなことが気になるなんて思いきり庶民だな、と彼との間に壁を感じる。

「ここです」

「了解」

　すぐに見えてきたファミリーレストランを指さすと、宝生さんは小さくうなずく。

　彼はハンドルさばきがとてもうまい。狭い駐車場にも難なく停めた。

「実はあれからニューヨークに行っていて、さっき帰ってきたところなんだ。日本の繊細な味が恋しくなっているから、早く食べたいな」

　車から降りた私を自然な動作でエスコートする彼がそう口にするので、目を丸くする。

「それなら、もっとちゃんとしたレストランのほうが……」

　まさか、久々の日本食だなんて考えもしなかった。でも、海外に行っていたから連絡がなかったとわかり、ホッとしている自分に気づく。

「ここで十分だよ。気遣い、ありがとう」

　彼は私を安心させるためか優しく微笑み、店内へと促した。

　窓際の大きなテーブルに向かい合って座り、早速メニューを開く。

「アメリカって、料理を頼むとドンとかなりのボリュームが出てくるんだけど、味は日本に敵わないんだよね。それなりのお店に行けばいいけど、落ち着かないしひとりでは行きにくいから」

　毎回高級店で食事をしているわけじゃないんだ。

「重森さん、なににする？」

「宝生さん、前回と話し方が違いますね」

　敬語がなくなってとても話しやすくなったので、つい口をついて出た。

「あっ、すみません。重森さんに会えたのがうれしくて、敬語なんて頭から飛んでました。気を悪くされたら――」

「とんでもない。今日のほうが話しやすいという意味です」

　またあらたまる彼に慌てる。

「それじゃあ、いつもの調子に戻してもいいかな？」

「はい」

「重森さんも、リラックスして。俺もそのほうがうれしい」

　私は大きくうなずいた。

　アメリカでお肉を食べすぎたという彼は、焼き魚定食を。私はエビフライ定食を注文して、食べながら話を続ける。

「遅くまで仕事をしているんだね」

「生き物が相手なので、できるだけケアしてあげたくて。明日でもとは思うんですけど、今日手を入れてあげたほうが長くきれいな花を見せてくれるんです」

　私が答えると彼は満足そうにうなずく。

「重森さんは、本当に花を愛してるよね」

「花のことばかりで飽きますよね」

　お見合いのときから仕事の話ばかりだ。花のことしか頭にない欠陥人間とあきれられた経験があるのに、学習しないな、私。

「飽きたりしないよ。もっと聞かせてほしいくらいで」

　そうなの？

　とはいえ、これ以上はまずいかもしれないと思い、話を変えることにした。

「よかったです。宝生さんは出張が多いんですか？」

「少なくはないかな。しかも突然入ることがあって。そういうの、嫌？」

「んっ？」

「いや、お付き合いするのに障害になるのかなと」

　彼の口から『お付き合い』と出てきて、心臓がバクッと音を立てる。

　お見合いのときは、住む世界の違いを感じて断らなければとばかり考えていたのに、そう言われてうれしいと感じている自分がいる。それはきっと、花について話してばかりでも、熱心に耳を傾けてくれて心地いいからだ。

「出張でなくとも仕事が深夜に及ぶのも珍しくはないから、さみしい思いをさせることもあるかもしれない。でも、できる限り連絡は入れるようにするつもり」

　必死に訴えてくる宝生さんに驚く。

　それほど私と付き合いたいと思っているの？

「ごめん。俺、焦りすぎだな。引くよね……」

「いえっ」

　引いたりなんかしない。むしろうれしい。

　そこで料理が運ばれてきたので、一旦話は中断した。

「はー、和食はうまい」

　味楽で食事をしておいて、ファミリーレストランの料理を絶賛する彼がおかしいが、浮かべる笑みに嘘はなさそうだ。

「今週末も仕事？」

「土曜は結婚式があって装花を担当するんです。日曜はお休みです」

　結婚式は土日が多く、出勤となることもしばしばだ。

「それじゃあ、日曜日、予約してもいい？」

「予約？　お花の？」

「いや、重森さんの」

　食べる手を止めた彼にじっと見つめられて、照れくさくてたまらない。

「私……？」

「デートは嫌？　重森さんをもっと知りたい」

　真しん摯しな視線を注がれ、拍動が速まる。

　この人、時々とんでもなく艶っぽい表情をする。プライベートで男性と会話をするのすら久しぶりの私は、ドキドキし通しだ。

「あ……」

「ＯＫして？　って、この必死さ丸出しがダメだよね。かっこわる」

　年上の男性に対して失礼かもしれないけれど、バツの悪そうな表情でうなだれる彼がなんだかかわいらしく思える。しかも、〝必死さ丸出し〟は全然嫌じゃない。

「ＯＫです」

　そこまで訴えられて断る理由はない。返事をすると、たちまち彼の顔に喜びが広がった。

「よかった」

「でも私、かわいい服とかあまり持っていなくて。デートなんて久しぶりで」

「重森さんならなにを着ても似合うと思うな」と彼は言うが、クローゼットの中を思い浮かべても、デートにふさわしそうな洋服が思い当たらない。しかし、日曜までは仕事が詰まっていて、買いに行く暇もなさそうだ。

「俺は、重森さんが来てくれればそれで十分」

　彼が屈託のない笑顔を見せるので、無理に取り繕わなくてもいいのかなと思った。




　食事をしたあと、宝生さんは家まで送り届けてくれた。

「日曜、楽しみにしてる」

　車から降りてきた彼は、かすかに口角を上げる。

「はい」

「まだ夜は冷えるから、暖かくして寝て」

　不意に手を握られて驚いたけど、水切りで冷たくなった手を心配しているのだとわかった。

「そうします。おやすみなさい」

「おやすみ」

　彼は私がアパートの二階の部屋に入るまで見ていて、小さく手を振る。

　デートを必死に頼んできたり、無邪気に手を振ったり……。隙のない大人の男性というイメージだったが、こんな一面もあるんだ。こちらのほうが親しみやすいかも。

　部屋に戻った私は、早速クローゼットから洋服を引っ張り出して、デートになにを着ていこうか悩み始めた。




　日曜は早く起きすぎてしまった。ソワソワして落ち着かないのだ。

　簡単に朝食を済ませ、化粧に取りかかる。いつもはパスするマスカラもきちんとのせ、フルメイクをした。

　服装は迷いに迷って、白いセーターと、ボルドーのフレアスカートをチョイスした。いつ買ったのか覚えていないくらいの洋服だけど、今の流行すらわからない。

　約束の十時半少し前に窓から外をのぞくと、すでに車が停まっている。しかも、黒のチェスターコートを羽織った宝生さんが車にもたれかかるようにして立っていたため、慌てて階段を駆け下りた。

「ごめんなさい！」

「おはよう。なんで謝ってるの？」

　彼はキョトンとしている。

「お待たせしたかと」

「俺が楽しみで早く着きすぎただけだよ。コート着なくて平気？」

　あっ、慌てすぎてコートを玄関に置いてきてしまった。

「取ってきます！」

　バタバタして落ち着きのない子供みたいだ。

　踵きびすを返そうとしたら、彼に腕をつかまれた。

「車は暖めてあるからいいや。乗って」

「はい」

　今日は比較的暖かいし、外を歩かないなら平気かも。私は素直に従った。

「重森さん、洋服の心配してたけど、やっぱりかわいい」

　助手席に乗り込んだ早々、褒め言葉が飛んできて頬が赤らむのを感じる。

「フローリストをしていると身軽な服装がよくて、最近は買いにも行っていないのでお恥ずかしいです」

　あんまり見ないでほしかったのに。

　うつむき加減で伝えると、彼はクスッと笑う。

「十分だけど、そんなに気にしてるなら……」

　彼はなにやらつぶやき、車を発進させた。そして、二十分ほど車を走らせ、とある大きなビルの地下駐車場に車を停めたあと降りるように私を促す。

「どこに行くんですか？」

「この上」

　それはわかっているんだけど。

　彼が私を案内したのは、『ブランピュール』という最近話題のアパレルショップだった。しかも、ここは改装されたばかりの旗艦店だ。

「俺はそのままでもいいと思うけど、重森さん、気にしてるから。好きなものを選んで」

　と言われても、このお店は芸能人のファンも多い高級ライン。フローリストの給料ではちょっと高すぎて手が届かない。

　困っていると、彼はいくつかの洋服を手にとり、私に合わせだした。

「選ばないなら、俺の趣味に染めるよ？」

　染めるって……。

「ごめんなさい。こんなに高い洋服は身の丈に合いません」

　自分の洋服を選ぶかのような真剣な眼差しの彼を止められず、仕方なく近づいて小声で話す。店員が近くにいるからだ。

「もちろんプレゼントするよ。これいいね。試着して」

　プレゼント？

　彼はマイペースに白と淡いピンクのシャネルツイードのワンピースを店員に渡してしまった。

　促されるままに試着室に入って、こっそり値札を確認する。

　一万二千……じゃない。十二万？

　そこには予想をはるかに超えた金額が記されていて、目を白黒させる。

　どうしよう。試着だけして好みではないとお返しする？

　そう考えた私は、素早く着替えを済ませた。

　試着室を出ると、彼が待ち構えている。

「やっぱりよく似合う。値札、切っていただけますか？」

「ちょっ……」

　そんなことをしたら買わないといけなくなると焦っている間に、宝生さんの指示で店員が袖についていた値札をあっさり切ってしまった。

　まずい……。

「スタイルがいいからなんでも着こなすね。それじゃあ行こうか」

「え？」

　購入を断る気満々だったのに、満面の笑みで私を持ち上げる彼は、私の背中に手を添えて促す。

　もしかして、支払いを済ませてあるの？　うわ、できる男、恐るべし……と驚いていたら、なんと白いコートまで着せられた。

　もしかして、これも？

「宝生さん、私……」

「男に恥をかかせたらダメだよ？」

　私が尻込みしているのに気づいているのか、彼はお茶目に笑う。

「はい」

　その場では渋々納得して、再び車に乗り込んだあと口を開く。

「あのっ、桁が違うんです！」

「あっ、ははは」

　しまった。焦りすぎてバカ正直な物言いになってしまった。

「プレゼントしたいんだから、気にしない。ＯＫ？」

　拒否できないような言い方で問われて、コクンとうなずくしかない。

「さて、行きたいところはある？」

「待ってください。私、あのときのお釣りもお返ししていなくて……」

　お見合いのときもすっかり頭から飛んでいて返しそびれたが、今日はあの一万円を封筒に入れてきた。

「あぁっ、もういちいち律儀な人だなぁ」

　あれっ、あきれてる？

「かわいすぎ」

　ん？　今、小声でなんて言った？　かわいすぎって聞こえたような。聞き間違い？

「んー、それじゃあ、カフェでおごってくれる？　俺、朝飯食ってなくてちょっと早いけど……」

「もちろんです」

　もう十一時半近い。早すぎるというほどでもない。

「プレジール行こうか」

「はい！」

　元気に返事をしたものの、プレジールではどんなに食べてもふたりで三、四千円もあれば済んでしまう。もしかして、気を使った？

「あの、プレジールじゃなくても」

「アボカドサンドの話をしてから食べたくて。他のものがいい？」

「いえ、私も食べたいです」

　どうやら無理しているわけでもなさそうなので、彼に従うことにした。




　プレジールが入店している商業ビル、La mer TOKYO は人だかりができている。

　私たちはカウンターでコーヒーとアボカドサンドを早速注文した。

　しかし、私が支払いをしようとすると、彼がサッとカードを出してしまう。

「宝生さん、私が……」

「やっぱり、かっこつけさせてくれない？　男は見栄を張りたいんだって」

　これは、最初から私に払わせる気はなかったな。

　窓際の席に座り、私はバッグから一万円の入った封筒を取り出した。

「お返しします」

　このままではずっと気にしてしまうので、受け取ってほしい。

　彼は一瞬眉を上げたものの、すぐに頬を緩める。

「もう、降参。それじゃあこれは受け取ります」

　彼は一旦封筒を手にしたが、すぐに私の前に戻す。

「でも、これはあのときのお花代として。それと残りで今度俺のために花をアレンジしてほしい。疲れて家に帰ったときに部屋に花が欲しいから」

　仕事の依頼？

「帰宅したときに重森さんが作ってくれた花束があるなんて、幸せだよね。重森さんがいてくれたら、もっと最高だけど」

　彼は私に視線を絡ませ、真剣な表情で話す。

「んっ？」

「ごめん。なんでもない。とにかくこれはしまって。あ、来た来た。これ、好きなのに最近食べてなくて」

　宝生さんは運ばれてきたアボカドサンドに目を細める。

　優秀なコンサルタントで、大きな商社の御曹司の彼が、私と同じものをおいしいと言うのが不思議な感じではあるけれど、おいしいものはおいしいか。

　私はどうしても受け取ってもらえそうにない一万円をバッグに戻し、アレンジフラワーをプレゼントしようと考えていた。

「いただきます」

　それからふたりでアボカドサンドを食べ始めた。アツアツのコーヒーが少し冷えた体を温めてくれる。

　カップをソーサーに戻したとき、宝生さんがじっと私を見つめているのに気づいた。

「えっと、なにか？」

　あまりまじまじと見られるのに慣れていなくて面おも映はゆい。

「その傷、棘で？」

　手の傷を気にしていたのか。

「はい。棘取り器があってそれを使うんですけど、大量に入荷するのでどうしても触れてしまって。小さな傷なら毎日のようにできますし、いちいち治療もしないんです」

　ガサガサな上、傷だらけで恥ずかしい。

「重森さんの手、好きだよ」

「ありがとうございます」

　先日も『働き者の手』と言ってくれたが、気を使っているのだろう。

「それにしてもフローリストの仕事がこれほど大変だとは知らなかったよ。あんなに手を冷たくしながら、植物は生き物だからと大切に育てて……」

　たしかに、見た目よりは過酷な職業だと思う。常に寒い部屋での作業で体調を崩す人もいるし、結婚式での装花も失敗は許されない上、短時間で配置しなければならずプレッシャーとの闘いだ。

「それに、十キロを超えるような観葉植物をひとりで運んだり、仕入れの日は何十箱という花を水揚げするために、何時間も黙々と作業したりするとか」

「詳しいんですね。店長に聞いたんですか？」

「うん。店長が重森さんを辞めさせなければならなくなったとき、この先を考えたら不安しかなかったと話していたよ。フローリストとしての技術は一流だし、クライアントからの信頼も厚い。他に代わる人材が見当たらないと困ってた」

　店長がそんなことを？

　でも、板垣さんの一件で退職を迫られたことまで、どうして宝生さんが知っているの？　私は契約を打ち切られたとしか話していないはずだけど。店長が話した？　いや、もしかして……。

「宮城グループを紹介してくださったのは、宝生さんですか？」

「あー。そう、かも。あのあと心配で、ワゴンに書いてあった店の名前から電話番号を調べて電話を入れたんだ。重森さんには非はないと伝えたくて」

　板垣さんから守ってくれただけでなく、その後までお世話になっていたとは。

「そうしたら、取引停止の連絡があって重森さんに退職してもらわなければならなくなったと聞いて、いてもたってもいられなくなって。それで」

「そうだったんですか。私、なにも知らなくて……。宝生さんのおかげで仕事が続けられました。ありがとうございます」

　深く頭を下げると、肩に手を置かれて頭を上げるように促された。

「お礼なんていらないよ。板垣さんのやり方が間違ってるんだ。俺も許せなくて、あそこの社長に抗議を入れたから、板垣さんは厳重注意を受けたはずだ。会社の顔である社長の秘書としてふさわしくないと」

　宝生さんがそこまでしてくれたなんて、感激だ。

「重森さんの腕のよさは知っていたから胸を張って推薦できたよ。実際、宮城専務は大絶賛してる。それに真面目にコツコツ働くいい子だねと話しているんだ」

　待って。宮城グループでの仕事も、ずっと見られていたの？

「宝生さん、宮城グループにも行かれているんですか？」

　話を聞いていると、単に知り合いがいる程度ではなさそうだ。

「黙っててごめん。宮城グループは俺の一番大きなクライアントで、週に三日は足を運んでる。しかもわりと長時間。だから、重森さんが作業している姿を何度も見かけた。でも俺が紹介したとわかったら、また気にするだろうなと思って、声をかけられないでいたんだ」

「そんな。お礼くらい言わせてください」

「あはは」

　彼は照れくさそうに笑うが、私は胸がいっぱいだった。板垣さんの一件で嫌な思いはしたけれど、素敵な人と出会えたと神さまに感謝したいくらいだった。

「本当にありがとうございました。ル・ブルジョンを辞めるという話になったとき、店長の前では平気な顔をしてましたけど、すごく悲しくて。苦しくて……」

　あのときのことを思い出すと、胸が痛くて声が震える。すると、宝生さんはテーブルの上の私の手をそっと握った。

「それだけ仕事に真剣に打ち込んできた証拠だよ。あの場で俺が板垣さんにもっと強く注意すれば重森さんを苦しめなくても済んだかもしれないのに」

　私は首を横に振った。

　クライアント相手にくぎを刺すという思いきった行動に、感謝しかない。しかも、事が大きくなったと知り、社長に抗議までしてくれたのだから。

「板垣さんの会社との取引は大丈夫なんですか？」

　もしかして、うちみたいに取引停止になってない？

「大丈夫。俺は社長から信頼を得ているんだ。板垣さんにつぶされるほどやわじゃない」

「よかった」

　安心して大きく息を吐き出すと、彼はクスッと笑う。

「重森さんって、いつも他人の心配ばかりだよね。お見合いのときも俺に恥をかかせたんじゃないかとか気にしてたし」

　そうだっけ？　よく覚えてないや。

「話してばかりで進まないね。食べようか」

「本当ですね」

　食べるのを忘れるくらい彼との会話が心地いいのかもしれない。

　それから一緒に食べたアボカドサンドは、いつもよりおいしく感じられた。




　そのあと、ふたりで映画を観に行った。最近大人気のコメディタッチの恋愛ものだ。

　終盤になり隣に座る宝生さんをチラッと見ると、なんと眠っている。もしかしたら出張で疲れきっているのかもしれない。それなのに誘ってくれたのかな。

　私は買ってもらったばかりのコートを彼にかけてから、続きを観ていた。

「はっ」

　エンドロールが流れ、観客が立ち上がり始めると彼はようやく目覚めた。

「ごめん。俺、最低だ」

　焦る彼がおかしい。

「ふふふ。おもしろかったのに、残念ですね」

「せっかく重森さんと同じものを楽しめる時間だったのに。本当にごめん」

　映画を見逃したことより、私との時間を無駄にしたと悔しがっている様子に、胸がキュンと疼うずく。

「疲れているんですよ。ずっと出張だったんですよね？」

　時差ボケもあるだろうし。

「それはそうだけど。そんなの言い訳にならない」

　反省しきりの彼が気の毒になる。

「無理ばかりしているとつらくなりますよ」

「そう、だね。重森さんは無理してない？」

「んっ？」

　どういう意味？

「俺と一緒にいて、つらくない？」

「つらかったら、ここにいません」

　思いがけない発言に少し驚き、大きな声が出る。

「そう、よかった。俺、無理やり付き合わせてるから」

　グイグイ来る感じはあるけれど、強制されたから一緒にいるわけではない。

「楽しいですよ？　でも今日は帰りましょう」

「えっ？」

「もし今日無理をして体調でも崩されたら、私が責任を感じます。だから今日は帰ってお休みください」

「いや、でも……」

　彼は目を大きくして焦っている。

「あれっ、私を苦しめたいですか？」

　おどけて言うと、彼はようやくクスッと笑ってくれた。

「了解。白状すると、早く帰国したくて仕事を必死に片づけてきたんだ。徹夜に近い日が何度もあって、たしかに寝不足だったかも」

　それは〝だったかも〟ではなく〝だった〟でしょ？

　経営コンサルタントというのは、大きな仕事を抱えているときはとてつもなく忙しいようだし、無理をするのに慣れすぎているのかな。

「宝生さんが倒れたら、私、心配で眠れなくなりますから。私の睡眠のために休んでください」

　そう伝えると彼の頬が緩む。

「ありがとう。そうするよ」

　立ち上がった私にコートを着せてくれた彼は、私の腰に手を当ててさりげなくエスコートしてくれる。海外経験も豊富なのか、女性の扱いがとびきりスマートだ。

「それじゃあ、送るよ」

「お願いします」

　駐車場に足を進めていると、彼はふと立ち止まった。そして一点を凝視したまま動かない。

　その視線をたどると、色白の華奢な女性がいた。サラサラの黒髪が印象的で、品のある良家のご令嬢という感じだ。

「加か代よ……」

　小声で彼が女性の名をつぶやいたのを拾ってしまった。しかも呼び捨てだったため、ただならぬ関係を疑う。

「宝生さん？」

「あっ、ごめん。行こうか」

　駐車場にはそのまままっすぐ進めばいいはずなのに、彼は別のルートに足を進める。

　私と一緒にいるところを見られたくないのだろうか。もしかしてあの人は、宝生さんの想い人？

　彼女が好きなのに別の男性と恋をしていて苦しいとか、付き合っていたけどケンカ別れしてしまったとか……。それで、自暴自棄になって私とお見合いをしたんじゃないかなんて勝手な想像が頭の中を駆け巡めぐる。

　彼女を見かけてから黙りこくりニコリともしない彼に、私は激しく動揺していた。

　車に乗り込み、息苦しいような空気を打破したくて話しかけたものの、彼は気もそぞろで会話がまったく弾まない。

「宝生さんはなんの食べ物がお好きですか？」

「特には……」

「そう、ですか」

　だから私もそのあとは黙っていた。

　アパートの前で車を降りると彼も運転席から出てきた。

「お疲れのようですから、ゆっくりしてください」

　私がおそるおそる伝えると、彼はハッとした表情を見せる。

「ごめん。俺、どうかしてて……。時差ボケかな」なんてごまかしているが、そんなはずはない。あきらかにあの女性を見てから変だ。

「そう、ですね。洋服、本当にありがとうございました。それでは」

　私はもう一度お礼を口にしてからすぐに彼に背を向けた。

「バカだな、私」

　きっとこれで最後だ。彼にはもう会わないだろう。

　だいたいあんな素敵な男性が私と本気で付き合うわけがない。ちょっとした気まぐれ……いや、失恋の痛みを癒すためだったのかも。

　お見合いをしたときは断らなければと一生懸命だったのに、胸が苦しい。宝生さんに惹ひかれ始めていたからだ。

「いい、出会いだったな」

　恋は進展しそうにないけれど、仕事の窮地を救ってもらえた。フローリストとして輝いていると褒めてももらえた。それで十分。

　自分にそう言い聞かせたものの、胸が痛くて顔をしかめた。




　やはりそのあと、彼からの連絡は入らなかった。もちろん私からコンタクトを取る度胸もない。あのとき彼女を見かけて恋心が再燃し、今頃うまくいっているのかも。

　お付き合いを申し込まれはしたが、私はまだ彼女でも婚約者でもないのだから、とやかく言う資格はない。

「重森さん」

　その日、宮城グループの玄関で大きな花瓶に花を生けていると、秘書室の高畑さんが話しかけてきた。社長秘書の彼は、噂ではかなりの切れ者だという。しかも、ルックスまでいいのだから、こうして言葉を交わしているだけであちこちから視線を感じる。

「こんにちは。お世話になっております」

「先日の社長室のお花、お客さまにもとても好評です」

「ありがとうございます」

　ル・ブルジョンがフラワーアレンジを担当するようになってから、花を飾る場所が増えたと聞いている。

「それで、もうひとつ仕事をお願いしたいのですが」

「はい」

　高畑さんからの依頼は、宮城専務の副社長昇進が決まり、ホテル・アルカンシエルでお披露目パーティを行うため、会場の装花を担当してほしいということだった。

「もちろん、全力で頑張らせていただきます」

　店長に許可を得なければならないが、ダメだと言われるわけがなくそう返事をした。

「ですが、アルカンシエルクラスになりますと、専属のフローリストを抱えているのではありませんか？」

　会場は一流ホテル。普通は生花店が入店していて、装花も担当しているはずだ。

「そうなんですが、専務も重森さんのアレンジフラワーのファンで、たっての希望です。ホテルには許可を取ってありますのでご心配なく」

　そういえば、宝生さんが私のアレンジを『宮城専務は大絶賛してる』と話していたっけ。あれは本当だったんだ。

「責任重大ですね」

「いつも通りしていただければ大丈夫ですよ。会場の詳しい見取り図やテーブルの配置、予算などもあとでご連絡します。花の種類は重森さんのセンスにお任せすると、これも専務が」

　入荷する花は季節によってまちまちだし、お任せは助かるけれど、とんでもない重圧だ。それでも、指名してもらえるのは光栄なこと。

「承知しました。季節のお花を取り入れて心を込めて作らせていただきます」

「よろしくお願いします」

　高畑さんはにっこり微笑み、戻っていった。




　その翌日の夜。宝生さんからメッセージが届いた。正直、もうＩＤを消してしまおうかと悩んでいたところなので驚きだった。

【こんばんは。連絡もせずにすみません。出張で滞っていた案件で走り回っていました】

【それはお疲れさまでした】

　あの女性とよりを戻したのでは？と思っていた私は、そっけない返事しかできない。

【もっとマメに連絡するように気をつけます】

　どうして？　断るつもりなら連絡する必要なんてないでしょう？

【私も忙しいのでご心配なく】

　自分でも冷たいなと思う言葉を並べて返信しようとしたが、ボタンを押せずに消去した。

　私、あの女性に嫉妬しているんだ。

　宝生さんがこうして私に連絡してくるということは、彼女に心は残っているけれど忘れようと必死なのかもしれない。そんな人を責めるのも気が引ける。とはいえ自分が他の女性を忘れるために利用されているのも、気持ちがいいものではない。

　結局私は返事をすることなくメッセージを閉じた。




　それからは時々メッセージが届いたが、その日の天候についてや、仕事は忙しかったかという質問など、当たり障りのないものばかり。かなり遅い時間に【連絡したかったのになかなかできず、こんな時間にすみません】と焦ったようなメッセージが来ることもあったので、よほど忙しいのだろうとは思っている。

　けれども、もやもやした気持ちを持て余している私は、積極的に会話を広げもしなかった。




　宮城副社長の就任を祝うパーティが開かれたのは、宝生さんとのデートから三週間後のこと。

　気温が上がってきたおかげで若葉が青々と芽吹き始めた道端の木々を眺めながら、会場となるホテル・アルカンシエルに向かった。

　今回のパーティはかなり前から準備が進んでいて、会場の装花は当初ホテルの生花店が担当する予定だったと聞いた。それなのにル・ブルジョンを指定したのは、やはり副社長たっての強い希望があったからとか。

　今日は、ゲストテーブルの装花と、壇上の大きな花瓶、そして新副社長へのお祝いの花束など、パーティの生花に関することはすべて請け負っている。

　私はフローリストの仲間たちと準備に走り回っていた。

「大おお沼ぬま、高畑さんに指示を仰いでくれ」

「わかりました」

　そのとき、聞き覚えのある声がして振り向くと、ショートカットの似合う知的な雰囲気漂う女性に宝生さんが指示を出しているのが見えた。

　宮城グループの経営コンサルタントとして深く付き合いがある彼は、副社長昇進に関しても相談を受けていたのだろう。経営コンサルタントは人事についても提案するようだし、もしかしたら今日のために走り回っていたのかもしれない。

　久々に見た彼は、私と一緒にいるときとはまるで違う鋭い目をしている。大沼と呼ばれた女性だけでなく、他のスタッフにもテキパキと指示を出し、こちらに向かって歩いてきた。そして私を見つけてハッとした表情をしたが、小さく頭を下げただけで行ってしまった。

　仕事中だし、私も話している暇はない。しかし、胸に引っかかるものがある。

「ル・ブルジョンの責任者の方、います？」

「はい」

　先ほどの大沼さんに呼ばれて彼女のもとに走る。

「初めまして。ル・ブルジョンの重森です」

「アドバンスファームの大沼です。本日は進行のお手伝いをしています」

　彼女も経営コンサルタントなのだろうか。

「壇上の花瓶、ちょっと地味ではありませんか？　今日は海外からもお客さまを招いていて、昇進祝いのパーティとはいえ大切な商談の場でもあるの。もっと派手に演出してもらわないと」

「ですが、あらかじめデッサンをお送りして、これでと許可をいただいております」

　イラストで提出しただけなので、もちろん本物とは少し違う雰囲気にはなる。けれども、高畑さんからはＯＫが出ているし、宮城副社長も気に入っていると聞いた。

「素人は黙って。私たちはこうした場を何度も取り仕切っているの」

　口調が強くなった大沼さんは、とても不機嫌だ。

「今日の主役は副社長です。花はあくまで脇役のほうがよろしいかと」

　予算をたっぷりいただいたので、使用している花はどれも高級品だ。ただ色味は白を基調にしていて抑え気味にしている。それはかなり大きな飾りつけになるため、花に注目が集まるのはよくないという判断があったからだ。

　しかも、今日のためにホテル担当者と何度も連絡を取り、照明の位置も確認済みで、その上でこの花々をチョイスしている。

　装花に関しては私たちだってプロだ。請け負ったからにはパーティを台無しにしないようにするのが義務というもの。しかも依頼者である高畑さんや副社長からの指摘なら考慮するが、今までノータッチだった大沼さんの意見に左右されたりはしない。

「いいから、言われた通りにして」

「できません」

「仕事を発注しているのはこっち――」

「大沼」

　完全に怒ってしまった大沼さんの発言を遮ったのは宝生さんだ。

「フラワーアレンジは彼女たちプロがやる。俺たちが口出しすることじゃない」

「ですが！」

「重森さんの実力は副社長もよくご存じで、たってのご希望だ。打ち合わせも重ねているはずだぞ。彼女の装花を否定するということは副社長へのクレームになる」

　宝生さんはかなり強めに抗議する。すると大沼さんは「わかりました」と渋々ながらも引いてくれた。

「部下が失礼なことを。申し訳ない」

「いえ、とんでもないです」

　上司として頭を下げる宝生さんに慌てる。彼は助けてくれたのに。

「重森さんが副社長から厚い信頼を得ているのは知っています。あなたのプロとしての仕事を見せていただきたい」

「承知しました」

　宝生さんはすぐに去っていったが、彼の言葉はかなり胸に響いた。まだまだ未熟なフローリストだけど、プロとして認めてくれる人がいるのだからこれからも精進しよう。




　パーティが始まると、一旦仕事は終了。パーティ後の撤収作業まで、会場の外で待つことになった。

　他のフローリストたちは、ひと休みしてくるとラウンジに向かう。

　今日は西田さんたち先輩フローリストも一緒に来ているが、私は責任者のため緊張気味で、コーヒーを飲みに行く気になれず、会場の目の前で待機していた。

　パーティが始まり四十分ほど経過した頃、ドアから背の高い金髪の男性が出てきた。そのうしろに、日本人の女性と大沼さんが続く。

　会話は英語で、なにを話しているのか私にはさっぱりわからない。しかし、男性がいら立っているのは、その表情から見てとれた。

　なだめようとしている女性を振り切って男性が去ろうとする中、大沼さんが少し離れてインカムで話し始める。

「大沼です。お客さまが通訳がメチャクチャで話が理解できないと腹を立てられて、会場の外に出られてしまいました」

　とすると、あの女性は通訳なのだろう。会場から漏れてくる声を聞いていると、貿易に関するかなり専門的な用語が飛び交っているので、通訳しきれなかったのかもしれない。

　以前、別のパーティでもそうしたトラブルがあった。そのとき、通訳は日常会話が難なくできても、特定の専門分野の話になると相当勉強していないと訳しきれないケースがあると聞いた。

「ホテルを飛び出していかれそうです。宝生さん、早く」

　大沼さんは宝生さんと連絡を取っているようだ。彼が来る前にホテルを出ていってしまいそうだと感じた私は、テーブルのアレンジに使い残っていたブルーデイジーを一本持ち、金髪の男性のところに走った。そして、頭を下げてから差し出す。

「プ、プレゼントフォーユー」

　完全なるジャパニーズ英語で発音もなにもあったものじゃない。けれど、男性は足を止めて不思議そうな顔で私を見つめる。

　隣にいる通訳の女性が訳してくれると気づいた私は、それからは日本語に変えた。

「このお花はブルーデイジーと言います。花言葉は幸福です。お客さまの幸福をお祈りして、よろしければ受け取っていただけませんか？」

　こんなことをしたら失礼かもしれないとドキドキしつつ、なんとか宝生さんが来るまでの時間を稼ぎたかった。

　男性は少し驚いた様子だったが、険しい表情が緩み、受け取ってくれたのでホッとした。

「Thank you so much.」

　しかも握手まで求められて、ドギマギする。

　そこに宝生さんが駆け寄ってきて私をチラリと見たあと、流ちょうな英語で会話を始めた。私はなにを話しているのかさっぱりで、ポカーンとするばかり。

「大沼、俺が通訳を代わるからインカム外す」

「わかりました」

　どうやら男性の機嫌は直ったらしく、宝生さんと一緒に会場に戻っていった。

「助かりました」

　通訳の女性がうっすらと涙を浮かべている。

「お役に立てたならよかったです」

「あなた、通訳を仕事としているなら、宮城グループのことを調べてあらかじめどんな話が出るか想定しておくのが筋じゃない？」

　大沼さんが通訳を責め立てる。

「申し訳ありません。お聞きしていた話からずいぶんそれていったので……」

「そうなる可能性も含めて下調べしておくべきよ！」

　大沼さんの発言には一理あるが、反省しきりの通訳をこれ以上追及するのも気の毒に思えた。

「すみません」

　通訳が深く頭を下げると、大沼さんは彼女をにらみつけてから戻っていく。私は荷物のところに戻り、もう一輪ブルーデイジーを手にして通訳の女性に差し出した。

「花言葉はご存じですね。私もよく叱られるんです。でも、花を見ているとそのうち元気になって、また頑張ろうと気力が湧いてきます」

「ありがとうございます」

　彼女はそっと目頭を押さえながら、再び会場内に入っていった。

「宝生さん、すごいんだな……」

　またひとりになった私は、ぼそっとつぶやく。

　職業としている人が難しい通訳を代わりにこなせるなんて。英会話の能力が高い上に、仕事の内容にも精通しているのだろう。

　やはりこれほどの人が私とお見合いなんておかしい。もう忘れなければ。




　パーティは開始から二時間十五分後に終了した。

　私たちフローリストはお客さまが帰ったあと会場に入り、ホテルのスタッフと片づけを始める。宝生さんは宮城グループの人たちとお客さまをお見送りに出たようだ。

「重森、持って帰る？」

「はい、いただきます」

　西田さんに尋ねられて返事をする。

　挙式や披露宴の装花はゲストが持ち帰るケースもあるが、こうしたパーティではほとんどが破棄となる。まだきれいに咲いているのに処分するのはかわいそうで、一部を私たちがいただいて家に飾ることもあるのだ。もちろん、主催者の許可は必須だけど。

　私は手早く花をまとめて花束を作り、片づけにいそしんだ。

　すべてが終わると西田さんが容器など重いものを台車に載せて運び出してくれる。私は作った花束を持ち、会場をあとにした。

「重森さん」

　どこからか宝生さんの声が聞こえたため周辺をキョロキョロ見回すと、彼が駆け寄ってくる。

　そうだ、この花束を彼にあげよう。結局あの一万円を使ってアレンジはしていないし、花のある生活は癒されると言っていたはずだ。

「宝生さん、お疲れさまでした。これ、使ったもので申し訳ないのですが、よければお持ち帰りください。それでは」

　私は強引に彼に花束を渡して離れようとした。

　今日、彼の仕事ぶりを目まの当あたりにして、やはり私とは住む世界が違うと強烈に感じてしまった。

　私は怖かったのかもしれない。彼に強い好意を抱いたら、振られるのがつらくなるから。まだ〝気になる存在〟のうちに、そして心の傷が浅いうちに逃げたかった。

「待って」

　それなのに彼は私の腕を引いて止める。

「さっきは本当に助かった。重森さんが機転を利かせて足止めしてくれたと、通訳から聞いたよ」

「たまたまうまくいっただけです。大したことはしてません」

「どうして目を合わせてくれないの？」

　彼の指摘にドキッとする。

「なかなか連絡できなかったから、あきれてる？」

　違う。そうじゃない。心の中に別の女ひとがいるあなたに、これ以上深入りしたくないの。

「いえ……」

「重森、帰るぞ」

　そのとき、西田さんの声がして、彼の手が離れた。

「はい、今行きます。帰って片づけをしなければなりませんので、失礼します」

　私は宝生さんに頭を下げてその場を離れた。




　店に帰りワゴンから荷物を下ろしたあと、片づけをすべて引き受けて、他のフローリストたちには帰ってもらった。帰宅してひとりになったら落ち込みそうな気がしたので、働いていたかったからだ。

「ふぅ。大体片づいたかな」

　使った道具をすべてピカピカに磨き終え、ストッカーの中の花に話しかける。

「今日もきれいに咲いてくれてありがとう。そろそろ帰るね」

　そのとき、玄関のガラスの扉をガンガン叩く音がして振り向いた。

「宝生さん？」

　どうして？

　先日のように自動扉をオンにして開けると、彼は妙に深刻な表情で私を見つめる。

「まだ花は買えますか？」

「えっ？　……はい」

　とっくに閉店しているが、希望するなら販売できる。

「それでは、赤いバラを百八本お願いします」

　私はその言葉に衝撃を覚えていた。

　そうか。彼女のところに行く決心がついたのか。それで決別の意味も込めて、この花束を私に依頼しに来たんだ。

「承知、しました」

　動揺したものの、これは仕事だ。ストッカーから黙々とバラを取り出し数を数える。大量ではあったけど、ギリギリ百八本そろえられた。

「リボンはおかけになりますよね」

「お願いします」

「何色にされますか？」

　心の乱れを悟られないように淡々と尋ねる。

「何色がいいでしょう？」

「やはり、赤がよろしいのでは？」

　私に聞かないでほしい。そんな気持ちをぐっとこらえて、事務的に返した。

　あぁ、ダメだ。傷が深くならないうちに彼から離れようと決めたのに、傷から血が噴き出している。もうとっくに彼を好きになっているのだと思い知らされた。

「それでは赤で」

「はい」

　花束のリボンの結び方は何種類もマスターしている。これだけ大きな花束なので、一番ゴージャスに見えるようにした。

「こちらでよろしいですか？」

「はい。おいくらですか？」

「三万八千八百八十円です」

　ずっしりと重い花束は、かなり高価だ。しかし、大切な日なのだろうから問題ないはず。

　ブラックカードを受け取り精算を済ませたあと、彼に花束を渡した。もうこれで会うこともない。

「ありがとうございました」

　私は深々と頭を下げたまま上げられなくなってしまった。まだ彼に数回しか会っていないのに、こんなに胸が痛くなるなんて。

「重森さん」

「……はい」

「重森さんなら、この花束の意味を知ってるよね」

　なんて残酷な人なのだろう。それが別れの言葉？

「そう、ですね」

　顔を上げて仕方なく返事をすると、彼は私を凝視している。

「唐突なのは承知している。でも会えなくて気が狂いそうだった」

　なに……？

「俺と、結婚してほしい」

　私は自分の耳を疑った。だってこの花は、あの女性のためのものじゃないの？

　百八本のバラの花言葉は〝結婚してください〟なのだ。だからてっきり、彼女のために購入したのかと。

「俺たちには守秘義務が多くて、妻にも話せず黙々と動くしかない事態もあると思う。突然の出張も夜中までかかる仕事も珍しくない。そんな夫は嫌？」

　そういう問題じゃない。

　きっと彼は、将来会社を継ぐために今は勉強のときなのだ。だから、少しくらいさみしくたって我慢できる。でも、気になるのはそこではない。

　このまま黙って拒否する？　ううん、そんなの私らしくない。聞きたいことは尋ねて、言いたいことは自分の口で伝えたい。

「宝生さんは、他にお好きな方がいるのでは？　その方とうまくいかなくて、私に逃げているだけではありませんか？」

　直球すぎるかもしれないと思ったが、私が聞きたいのはこの一点のみだ。ここをクリアにせずに、うじうじ悩むなんてもう嫌。

「他にそんな人、いるわけないじゃないか」

　彼は目を大きく見開き驚いた様子だ。

「でも、映画館で……」

「あっ」

　ようやく思い当たったという様子の彼は、ふぅとため息をつく。

「彼女を気にしていたんだね。ごめん、配慮が足りなかった」

　なんの配慮？　彼女に熱い視線を注いでいたのは事実なのに。

「彼女は、妹なんだ」

「は？」

　予想外の答えに、眼球が転げ落ちそうだった。

　妹？　それならどうしてあんなに切ない目で見つめていたの？　話しかければよかったんじゃない？

「妹は太平物産で事務をしている。入社してすぐに、同じ部署のよくない男につかまって。箱入りで大切に育てられたからか、あっという間に夢中になってしまった」

　誰だって恋に溺れてしまう可能性はあるが、よくない男って？

「結婚も考えていたようだったけど、きな臭い噂を耳にして少し調べたんだ。そうしたら、他に女はいるし、ギャンブルで借金まみれ。妹――加代が社長の娘だと知った上で近づいたとわかった。ようは、金目当てだった」

　そんな……。加代さん、かわいそうに。恋した相手がそんな人だったとは、深く傷ついたに違いない。

「迷ったけど、加代に真実を伝えた。でも信じないの一点張りで、激怒して家を出てしまった」

　彼は唇を噛みしめる。

「それで？」

「どうやら金目当てなのには薄々勘づいていて、でも宝生家に生まれたからには多少は仕方がないと割り切っていたみたいだ。ただ、他に女がいるのは許せなくて問い詰めたらしく、結局は破局した」

　それでよかったのでは？

「加代は俺が勝手にその男について調べたことに腹を立て、別れたあとも戻ってこなかった。何度も接触を試みたけど、完全に拒否。メールを入れても返事すらないから、最近は親父が会社で様子をうかがっているだけなんだ」

　たしかに、自分の知らないところで恋人についてこそこそ調べられたら不愉快かもしれない。しかし、兄としての宝生さんの心配もわかるし、破局は彼のせいじゃない。

「映画館で久しぶりに加代の姿を見て、追いかけようか迷った。だけど、俺に会いたくないならそっとしておくべきだと見送ったんだ。元気で生活していることを願うだけなんて、無能な兄だなと愕然とした」

　妹思いのお兄さんなのに。加代さんは彼氏に裏切られたショックで、宝生さんの優しさに気づけなくなっているのかも。

「宝生さんは無能なんかじゃないです」

「いや。一番大切にしたい重森さんにまで不愉快な思いをさせてしまった。仕事が成功してもこれじゃあ……」

　宝生さんは自嘲気味に吐き捨てるが、私が勝手に誤解していただけ。それに加代さんにとっても、その彼と別れられて絶対によかったはずだ。それも宝生さんが手を回したおかげ。

「板垣さんの件で重森さんと初めて話したとき、この人を逃してはいけないと猛烈に感じた。そのあとも、あなたが楽しそうに花を生けている姿を見かけるたびに、俺まで幸せな気持ちになれて。そばにいたいという気持ちが日に日に大きくなっていくのがわかった」

　まさか、知らないところでそんなに見られていたとは。

「店長にお見合いのセッティングをお願いしたのは、重森さんに簡単に断られないようにするためだったんだ。優しいあなたなら、店長に頼まれたら嫌だと言えないと思った」

　そんな裏話があったとはびっくりだ。

「話をすればするほど、重森さんに惹かれていった。でも、宮城専務の副社長就任と、別の会社の吸収合併の話が同時に進行することになって、かつてないほど忙しくなってしまった」

　その吸収合併の件で、アメリカに出張していたのかも。

「仕事が落ち着いてからゆっくり交流を深めていけばとも考えたけど、その間に別の男に取られるんじゃないかと不安でおかしくなりそうで」

　彼は私をまっすぐに見つめる。

「これほど余裕がない自分に驚いたよ。仕事でミスが出たとき以上にハラハラしてた。どうしようもなく、重森さんを自分だけのものにしたいんだ」

　宝生さんの熱い想いが胸に響いてくる。私はいつの間にか視線をそらせなくなっていた。

「俺は、あなたが欲しい。今回みたいに、忙しくてさみしい思いをさせるときもあるかもしれない。それに、将来会社を継ぐことで重森さんに負担がかからないとも言いきれない。でも、俺が一生をかけて重森さんを幸せにする。あなたを必ず守る」

　強い気持ちが乗った言葉が耳に届き、感激で視界が曇ってくる。

　私のことをそこまで考えてくれていたなんて、知らなかった。それに、ひとりの女性の存在が気になってふさぎ込むほど、私も彼を好きになっていたんだ。

　真剣な告白に気け圧おされてなにも言えないでいると、宝生さんは私の前にひざまずき花束を再び差し出す。

「俺と、結婚してほしい。あなたしか考えられない」

　もう、ダメだ。彼を拒否する言葉も出てこないし、心が完全に持っていかれてしまった。

　ここでうなずいたらあまりに短絡的なんじゃないかとか、流されすぎなんじゃないかとか一瞬頭をよぎったけれど、本能が拒めない。ただひとつ、確認したいことがある。

「私、お花が好きなんです。この仕事に誇りを持っていて、ずっと携わっていたいんです。結婚してもきっとその気持ちを捨てられません」

　正直に伝えると、宝生さんの目が大きくなる。あきれているかもしれないと思ったのに、すぐに彼の頬が緩んだ。

「なんだ、そんなこと？　俺は、花を愛する重森さんが好きなんだよ。生き生きと働くあなたが愛おしいんだ。それなのに、その気持ちを捨てられたら困るし仕事も続けてほしい。俺が花を上回る存在になれるように努力すればいい話だ」

　まさかそんな答えが返ってくるとは思わず、彼をまじまじと見つめる。

「まだ、不安がある？」

「いえ。……どうぞよろしくお願いします」

　気がつけば自分が売ったばかりの花束を受け取り、承諾の返事をしていた。

「重森さん」

　スッと立ち上がった宝生さんは、少し潤んだような瞳で私を射る。

　そんなに見ないでほしい。照れくさくて顔が赤くなっているはずだから。

「あっ……」

　恥ずかしさのあまり視線を伏せていると、突然強く腕を引かれて抱きしめられた。

「花が、つぶれちゃ――」

　それ以上言えなかったのは、彼の熱い唇が重なったからだ。

　ついさっきまで彼への思いを断ち切ろうともがいていたのに、私、宝生さんと、キスしてる……。

　信じられない展開に戸惑いを隠せないものの、彼から離れたくないと願う自分がいる。

　しばらくして唇を解放した彼は、額に額を合わせたまま「紬」と切なげな声を吐き出す。

　初めて名前で呼ばれた私は、心臓の高鳴りをコントロールできなくなり「はい」と小さな返事をするので精いっぱいだった。

「愛してる」

　そしてたまらなく心地いい愛のささやきとともに、再び唇が重なった。




　そのあと、私は大きな花束を抱えて彼の車の助手席に乗っていた。

　ふたりとも夕食がまだだったので、またあのファミリーレストランに向かう。

「宝生さん、似合わないです」

　大きな商社の跡取りの彼が、私と同じチーズハンバーグを食べているのが不思議だ。

「似合わないって……。うまいじゃないか、これ。俺はコンビニ弁当もよく食べるよ？」

「え！」

　それじゃあ、私と同じじゃない。

「自分で稼ぐようになる前は、親に贅沢させてもらうのがあんまり好きじゃなかった。それなら自分で稼いでと思って、大学時代はバイトもしてたよ」

「宝生さんがバイト？」

　彼の志は素晴らしいけれど、大企業の御曹司がアルバイトなんて、なんというか想定外で。

「うん。英語が得意だったから個別指導塾で英語を教えてた。まあ、その英語力も小さい頃に親に専属の家庭教師をつけられた賜たま物ものだから、贅沢してると言われると否定できないけど」

「先生をつけられたってペラペラにはならないですよ。宝生さんが努力したんです」

　もっと突き抜けた、私とは別世界の人だと思っていたが、意外にも庶民的な感覚もあるようでホッとする。プロポーズを受けておいてなんだけど、あまりに生活習慣が違うとなじめるかどうか不安だったからだ。

　私が作った料理も、おいしいと食べてくれるかな？

「ほら、そういうとこ」

「ん？」

　彼がナイフを置き、緩やかに口角を上げるので首を傾げる。

「紬のそういうところが好きなんだ。小さな褒めポイントを逃さず、口に出してくれる。しかも無意識」

「ち、小さくなんてないです。本気ですごいと思ってるから」

　今日のパーティでの対応を見たら、誰だってそう感じるはずだ。

「ありがとう。俺は紬がごく自然に人や花に優しくできるところに感心してる」

　彼が微笑みながら私のほうに手を伸ばしてきて頬に触れるので、ビクッと反応してしまった。

「まつ毛、ついてた」

　なんだ。まつ毛を取ってくれただけか。過剰に反応して恥ずかしい。それもこれもさっきの甘いキスのせいだ。

「ありがとうございます」

「うん、食べようか」

　彼はハンバーグを本当においしそうに食べる。私はそれに安心して、食事を進められた。

　食事のあと再び車に乗り込むと、宝生さんが私を見つめているのに気づきドキッとする。

「今日は驚かせてごめん。でも、もう紬を想うだけの苦しい夜に耐えられなかった」

「……はい」

　今でも、彼と結婚の約束をしたなんてどこか夢見心地だ。しかし、私の膝の上の手を握る彼の力強さが現実だと教えてくれる。

「あっ、しまった」

「どうした？」

「私、いただいた花束を飾るほど大きな花瓶がなくて……」

　店から借りてくるべきだったかも。もちろん、特殊なゼリーで保水処理はしてあるけれど、できるだけ早く花瓶に移してあげないと枯れてしまうのに。

「あはは。まだまだ花には敵わないな」

「ごめんなさい！」

　きっといい雰囲気だったのに、彼の熱い告白を聞いていたら後部座席に置いてあるバラの花束が気になって思わずつぶやいていた。

　こういうところがいけないとわかっているのに、簡単には直せそうにない。

「謝らないで。大切なものに没頭するのも紬の魅力のひとつなんだから。俺の家に大きな花瓶があるから、それを使おう。前に紬から買った花を生けたときに用意したんだ」

　すぐに花について考えてしまうのが欠点だと思っていたのに、魅力だと言ってもらえるなんて驚きだ。

　それにしても、板垣さんが踏みつけたお花のために、わざわざ花瓶を準備したの？

「紬がくれた花も生けてもらえると助かるな。俺じゃあセンスがなくて、花がかわいそうだ」

「花は大切にしてくれる人のことは、ちゃんとわかっているんですよ。だから宝生さんの家に飾られるのを楽しみにしているはずです」

　パーティで渡した花束も、バラの花束の横に置かれている。あの花束を渡したとき、花を雨から守った彼なら大切に扱うはずだと確信していた。

「そっか。賢いんだね」

「はい。心を込めて飾らせていただきます」

「お願いするよ。それじゃあ、行こうか」

　彼は今度こそエンジンをかけて車を発進させた。

　連れていかれたのは麻あざ布ぶにある立派すぎるタワーマンション。たしかできたばかりの頃、かなり豪華だと話題になった物件だった。

　ここに住んでいるの？

　地下駐車場に鮮やかなハンドルさばきで車を停めた彼は、花束を持って降りた私の腰をそっと押してエスコートする。そしてすさまじい勢いで上がっていくエレベーターの中で、私を見て優しく微笑んだ。

「紬がここにいるなんて……」

　彼は感慨深い様子で私の頬にそっと触れるが、信じられないのは私のほうだ。

　いきなり家にまでついてきてしまってドキドキしていた。花のためとはいえ、プロポーズを承諾したばかりなわけで、いろいろと心がついていかない。

　四十五階でエレベーターを降りた彼は、とあるドアの前で錠を解除して「どうぞ」と中に促す。

「お邪魔します」

　一歩入ると、私を出迎えたのは大理石の床。マンションにしては広い玄関だった。天井まで届くシューズボックスの反対側には素敵な絵画が飾られている。

　廊下を進むと左右にドアが五つ。そして正面のひときわ大きなドアの先は、とてつもなく広いリビングだった。

　なに、これ……。

　リビングだけで私の借りている部屋がすっぽり入りそうだ。こんなきらびやかな世界を知らない。ついさっきまでファミリーレストランのハンバーグを笑顔で頬張っていた人の部屋とは思えない。

「うわー」

　花束を抱きかかえたまま、大きな窓に駆け寄った。眼下に広がるキラキラした夜景に目を奪われたのだ。

「きれい……」

「ほんとだ。俺、仕事が忙しすぎて夜景なんて気にもとめてなかった」

「もったいないですよ！」

　こんな素敵な光景を自分の部屋から見られる人はそうそういないのに。

　少しムキになってうしろに立った彼を見上げると、熱い眼差しにつかまって視線をそらせなくなる。

「紬は俺に穏やかな時間をくれる。仕事ですり減った心を癒してくれる」

「宝生さん……」

「もう、俺のものになるんだろ？　名前で呼んで」

　優しい声だったが、有無を言わせぬような強さがあった。

「太一、さん」

　恥ずかしすぎて目が泳ぐ。すると彼は私の額に唇を押しつけてくる。

「紬、幸せにする」

「はい」

　幸福の絶頂というものがこんなに心地いいとは知らなかった。胸がいっぱいでそれ以上なにも言葉が出てこなかった。

「花瓶、こっち」

「お借りします」

　彼に借りた花瓶はかなり大きく、百八本のバラがすべて収まりそうだ。ゼリーを洗い流して茎を水切りしてから生けていく。

　もうひとつの花束も、別の花瓶に。我が家にもこれほどたくさんの花があった経験がないため、かなりテンションが上がる。

「すごいボリュームだな」

「はい。本当にありがとうございました」

　バラはリビングのアンティーク調のキャビネットの上に飾ったが、存在感がすさまじい。あれだけ毎日花に囲まれていても、この百八本が私のために咲いていると考えると感慨深かった。

　そしてホテルから持ち帰ってきた花は、玄関に。

「紬。手が冷たい」

　リビングに戻ると、不意に私の手を取った太一さんは、顔をゆがめて指先にキスを落とす。

「い、いつものことですから」

「もう、花には邪魔させない」

　彼はそうつぶやくと、唇を重ねた。最初は触れるだけだったのに、彼の舌が私の唇をこじ開けて入ってくる。熱くて甘い口づけに腰が砕けそうになると、彼がやすやすと支えてくれた。

　激しく情熱的なキスから私を解放した彼は、強く抱きしめて耳元でささやく。

「はー。体目当てみたいだから我慢するつもりだったのに。ごめん」

　断られないためにお見合いまで仕掛ける彼が、体だけが目的のはずがないとわかっている。

「大丈夫です」

「ずっと怖かった。紬のことが好きすぎて、一度でも触れ合えたら、壊してしまうんじゃないかって」

　私を抱きしめて感情を吐と露ろする太一さんは、いつもの凛りんとした彼とは違った。どこか余裕がなくて、危うい雰囲気を漂わせている。

　私はそれほど強く思ってもらえていたとは知らず、彼を忘れようとしていたことを後悔した。

「今日は送る」

　言葉とは裏腹に、手の力は緩まない。彼の熱を感じた私は離れがたくなった。

「それじゃあ、行こうか」

　ようやく私を離した彼は、意を決したように言う。私は歩きだした彼のジャケットを思わずつかんでいた。

　なに、してるんだろう……。

　ハッと我に返り手を離したものの、振り向いた彼にまっすぐに見つめられて動けない。

「紬。俺……情けないけど全然余裕ないんだよ。そんな顔されたら、帰せない」

　彼はため息交じりにそう口にしたあと、再び熱いキスを落とした。

「紬が欲しい。抱きたい」

　ストレートに欲求を伝えてくる彼に、私はうなずいていた。体が火ほ照てるのは太一さんだけじゃない。私も同じ。

　それから私を軽々と抱き上げてベッドルームに運んだ彼は、大きなベッドに私を下ろしてすぐさまジャケットを脱ぎ捨てる。そして唇を重ねながら、乱暴にネクタイを外して放り投げた。

　焦るようなその様子に、強く求められていると感じて胸が高鳴っていく。

「ん……」

　首筋に舌が這はうと、甘い吐息が漏れた。

「紬。お前のいいところ、全部教えて」

　そんなの、恥ずかしくて無理。しかも、彼に触れられているだけで頭が真っ白で、余裕もない。

　言えない代わりに首を横に振る。すると彼は私の手を取って指を口に含んだ。舌を巻きつけてくる彼の表情がすさまじい色香を放っていて、全身が赤く染まっていくのがわかる。

「教えてくれないなら探すだけ。こうやって指の先から全部調べてやる」

「指、見ないでください。傷だらけなの」

　もう見られてはいるが、こんなふうにされると戸惑う。

「ダメだ。俺は紬の全部を知りたい。それに、この傷も愛おしい」

　バラの棘で切ってしまった傷をペロリと舐なめる太一さんは、なぜか満足げだった。

「俺……ずっとこうなれる日を夢見てきたから、止まれないかも。メチャクチャにしてしまいそうだ」

　彼はそうささやいたあと、私の額に額を合わせる。

「太一、さん。本当に私でいいの？」

「今さらだよ、紬。もう逃がさない。お前は、俺だけのものだ」

　情欲を纏った表情で断言されて、たちまち鼓動が勢いを増す。彼の激しい独占欲が心地いい。こんなふうに感じるのは初めてだ。

「愛してる」

　その言葉を合図に再び熱いキスが降ってきて、それからは悶もだえることしかできなくなった。

「んんっ」

「声、我慢してるの？　聞かせて」

　激しい愛あい撫ぶにたまらずため息を漏らすと、彼は耳元でささやき耳じ朶だを甘噛みしてくる。

「無理っ」

「だから、無理なら出させるだけだ」

「あぁっ」

　彼が的確に私の感じる場所を刺激してくるので、恥ずかしいのに声が出てしまう。

　太一さんのペースに呑まれて快楽に身をゆだねた私は、髪を振り乱して理性を失っていた。

「嫌っ、そんな……あぁ……」

　彼の唇が私の全身を余すところなく這い、印をつけていく。そのうち、一番敏感な部分を長い指でもてあそばれて、体がビクンと大きく跳ねた。

「もう、とろとろ」

　恥ずかしい指摘に、彼の首に手を回してしがみつく。

「太一さん、もう、ダメ……」

　何度も絶頂に誘われたせいで、呼吸は乱れ、体が敏感になりすぎている。

「ごめん。いきなり激しすぎたか。今日はここまでで……」

「嫌。早く、来て」

　口からとんでもない言葉が飛び出して、自分で驚いている。

　けれど、この火照った体を放置されたらたまらない。早く、太一さんが欲しい。

「紬？」

　太一さんは目を真ん丸にして私をじっと見下ろしてくる。

　もしかして、引いてる？

　いたたまれなくなり顔を両手で覆うと、あっさりその手を払われて、シーツに縫いとめられてしまった。

「紬、最高だ。俺を煽あおった覚悟はできてるな？」

「覚悟？」

「俺、ちょっとばかり性欲が強いんだよね。お望み通り、壊してやる」

　壊してほしいなんてひと言も言ってないよ？と焦ったのも一瞬。彼が一気に入ってきたので、背をしならせて悶えた。

『壊してやる』という宣言通り、何度も体位を変えて激しく攻め立てられ、息も絶え絶えになる。一度果てても許してはもらえず、すぐに再びつながった。

「あぁぁぁ、壊れちゃう……」

「壊れろ、俺だけの前で」

　彼は私を強く抱きしめながら二度目の欲を放った。

「もう一回、する？」

　真顔で聞いてくる太一さんが、告白通りかなりの絶倫だとわかった。

「も、無理……」

　さすがにこんなに激しいセックスを三度もできない。

「なんだ。俺はまだいけるのに」

　え……。

　目を点にしていると、彼は私を腕の中に誘う。

「すごく得した気分」

「なにが、ですか？」

「紬がこんなにエッチだとは。抱きつぶしたら申し訳ないと思ってたけど、これならリミッター外せそうだ」

　その、まだ外してないというような言い方が気になる。

「違います。あれは……」

　あれだけ焦じらされたら、我慢できないでしょ？　あれっ、普通は我慢できるのかしら。

　他の人のエッチ事情なんて知らないので不安になる。

「あれは、なに？」

　ニヤリと笑う太一さんが、賢い頭脳の持ち主だと忘れていた。彼と言葉でやり合っても勝てるわけがない。

「なんでもないです」

　反論できなくなった私は、彼の厚い胸板に頬をくっつけて顔を隠した。

　まだバクバクと激しい音を立てる太一さんの心臓に気づいて、果てたときの彼の悩ましい表情を思い出してしまい、耳まで熱くなる。

「もう、ここに引っ越しておいで」

「引っ越し？」

「うん。結婚するんだし、いいだろ？」

　さっきは勢いに任せて自分の気持ちのままにプロポーズを受け入れてしまったが、よく考えると彼は将来、太平物産を背負う身だ。その妻がごくごく平凡な庶民の私で受け入れてもらえるだろうか。

「私の両親は太一さんのことを大歓迎……というか腰を抜かして驚くと思いますけど――」

「大丈夫」

『太一さんのご両親は？』と聞こうとしたのに、途中で自信満々の返事をされた。

「俺たちの周りは、いわゆる政略的な結婚を選ぶ人もいる。子供の頃から許嫁いいなずけがいたりね」

　許嫁って、そんな風習が今でもあるんだ。やはり住む世界が違う。

「けど、うちの両親は恋愛結婚で、お袋はもともと親父の秘書だし、加代の例の相手も、まあ言うなればごく普通の社員で、特に優秀という噂が立つような男でもなかった。でも、加代が望むなら結婚も視野に入れようとしてたんだ」

　それなのに裏の顔が判明したのか。結果として結婚に至らなくてよかったとは思うけど、加代さんはつらかっただろうな。

「ただ、加代の件もあったし、身辺調査は入ると思う。それは本当に申し訳ないけど、我慢してくれないか？」

　身辺調査って……。私がじゃじゃ馬なこともバレるの？

　一瞬眉をひそめると、彼に気づかれた。

「そんなに、嫌？　知られたらまずいことでもある？」

「いえっ、特に隠すようなことはないですけど……」

「けど？」

　じりじりと獲物を追い詰めるような聞き方をされて、タジタジになる。

「太一さんのように立派な家庭で育っていないので、礼儀作法もメチャクチャだし、奥ゆかしさとも無縁です。それに、花と会話してるなんて、ちょっと危ない人認定されませんか？」

　花に話しかけるとよく育つという事実はフローリスト仲間には知られているので、私がぶつぶつ話していても誰も変に思わない。西田さんは『変な目で見られるから、店外では控えたほうがいいぞ』と常々くぎを刺してくるけど、花を生けていると、ついうっかり話しかけてしまうのだ。

　真面目に聞いたのに、彼は口元を押さえて肩を震わせ始める。

「私、真剣なんです！」

「ごめん。かわいいなぁと思って。もう一回食べたいくらい」

「はっ」

　瞬時に覆いかぶされて息を呑む。

「それじゃあ、俺はその危ない光景に惚れた、相当危険な人物だ。お似合いじゃないか」

　おかしそうに頬を緩める彼だけど、真顔に戻って続ける。

「礼儀作法なんてこれからどうにでもなる。奥ゆかしさよりハキハキものを言える女が好きだ。それに、花と会話をしている紬が一番魅力的なんだ。こんな激しいセックスで俺を虜とりこにしておいて、今さら逃げられると思うなよ？」

　激しいエッチをしたのはあなたでしょう？　しかも、そんなこと、関係ある？

　でも、もう逃げられないのはわかっている。だって、私の心が持っていかれているのだから。

「俺を信じて。必ず守る」

「……はい」

　太一さんがそう言うなら、余計なことは考えないようにしよう。

　笑顔でうなずくと、深いキスが降ってきた。




　翌朝は、目覚ましもかけていなかったのにハッと目が覚めた。

「まずい……」

　時計を見ると五時過ぎていた。今日は西田さんと店長が市場に行く日で、五時半頃には買い付けを始める。

　昨日、赤いバラをほとんど持ち帰ってしまったので、仕入れてもらわないと困るのだ。

　くたくたで裸のまま眠っていた私は、すぐ近くにあった太一さんのシャツを羽織ってリビングに行き、すぐさま電話をかけた。

『もしもし、重森？　早いな』

　よかった。西田さんが出てくれた。

「西田さん。昨日あのあとお客さんが来て、赤いバラが百八本売れたんです。仕入れておいていただけませんか？」

『おぉ、了解。百八本って……プロポーズだな。幸せになったカップルがいるってことか』

　彼も花言葉を知っているようだけど、そのカップルの当事者だとは言えず、「そうですね」と適当に相あい槌づちを打つ。

『どんな人だった？』

「背が高くてスーツがよく似合う、エリートっていう感じの方でした」

　なんて、本音をちょっと混ぜたけど、気づかれないだろう。

『クソッ。俺もスーツ着ようかな。毎日ジーンズじゃあなあ』

「西田さんだって昨日のスラックス姿、素敵でしたよ？」

　店内ではジーンズ姿が多いが、昨日のようにホテルや結婚式場に行くときは、皆白いシャツに黒いパンツスタイルと決められているため、彼ももちろんそろえている。

　そこまで話したところで背後に気配を感じて振り向いた。すると、Ｔシャツにジャージ姿の太一さんがいぶかしげに私を見ていた。

『いやぁ、素敵なんて言われたことがないから照れるな』

「ほ、本当ですよ。あっ……」

　そのとき、うしろから太一さんに抱き寄せられて声が出てしまった。

『重森、どうかした？』

「いえっ、なんでもないです。それではお願いします」

『わかった』

　私は速攻で電話を切った。

「婚約したばかりなのに、浮気？」

「浮気なんてしてません。フローリストの先輩に、赤いバラを仕入れてもらえるようにお願いしていただけで……」

「素敵だって？」

　必死に言い訳をしたけれど、太一さんが私の耳元で色気たっぷりにささやく。

「それは、言葉のあやというか……」

「妬やけるな。昨日いたあの男だろ？」

　うわっ、チェック済みなのか。

「そう、ですけど……。私は太一さんのプロポーズを受けたんですよ？」

　苦し紛れに伝えると、彼は手の力を緩めて私をくるっと回し、向き合わせる。

「それなら、俺にも言ってほしいな」

『素敵』って？

　西田さんには恋愛感情がないのでするっと出てくるが、太一さんには照れくさい。

「あれ、やっぱり浮気？」

　押し黙っていると、さらに追及されて焦る。

「違い、ます。私は……太一さんが好きなんです。その……す、素敵です」

　恥ずかしすぎて視線をキョロキョロさせながら声を振り絞った。すると、再び抱き寄せられる。

「大切な女に『好き』とか『素敵』と言われると、ヤバいな」

　そうだ、私はプロポーズを承諾しただけで、自分の気持ちをまだ言葉で伝えていなかったんだ。

　胸の内を伝えるという行為が、これほど照れくさくてむずがゆいものだとは。それなのに太一さんは、まっすぐに気持ちをぶつけてくれたとわかり、感動を覚える。

「紬。今日の出勤、何時？」

「今日は十時です」

「俺も今日は直行で八時半に家を出ればいい。まだ時間がある」

　なんの？

「この恰好、誘ってるだろ」

　彼のシャツを借りたことなんてすっかり頭から飛んでいた。しかも、一秒でも早く電話を入れなければと焦ったのでブラをつけてない。

「違いますよ？」

「違わない」

　耳元でささやかれて体をピクッと震わせると、まんまと肉食動物の牙にかかることになった。

「それじゃあ、行ってくる。今日はちょっと遅くなるけど、部屋は自由に使っていいし、いつでも来て。カギはテーブルに置いておく」

　太一さんは朝から激しい運動をしたのに、とんでもなく爽やかな顔で出ていった。もう腰が立たない私は、見送りに行けず布団にくるまったままだ。

「体力ありすぎ」

　腹筋がパキパキに割れてたな。

　彼の裸を思い出して、ひとりで頬を赤らめる。

　でも、性欲が強いと自分で宣言するだけのことはあって、すごかった……。

　大丈夫かな、私。

　完全に翻ほん弄ろうされたものの、何度も愛をささやかれて幸せだったし、ちゃんと気持ちよくしてくれた。私に体力さえあれば何度でも……。って、なにを考えているんだろう。

　しばらくしてベッドを抜け出し、広いバスルームでシャワーを浴びたあと、リビングでバラの水を入れ替える。

「一晩でたくさん花開いたね。昨日より豪華になってて本当にきれい。プロポーズにはびっくりしたけど……私、幸せかも」

　まさか結婚をこれほど短期間で決めるとは思いもよらなかったが、太一さんとなら幸せになれる。

　私はテーブルの上のカギを握りしめて、これからの生活に思いを馳はせた。




　十時少し前にル・ブルジョンに到着して早速仕事開始。現在進行中の挙式の装花プランを練り始めると、西田さんが顔を出した。

「お疲れ。これ先日の打ち合わせの？」

　彼は私が描いていたイラストを手にする。

「はい。色味を抑えてガチャガチャしないようにというリクエストですので、白い花をメインにあとは淡い色で統一しようかなと」

「うん、重森はセンスがあるね」

「ありがとうございます」

　フローリストとして一流の彼に褒められるのは素直にうれしい。

「でも自分の好みだけを押しつけて、これはよくないと文句をつけてくる人もいるんだよなぁ。ひとりだけの意見を取り上げていたらきりがないのに」

　そういえば、先日彼が担当した結婚式の装花がそうだった。私は手伝いで行ったのだが、新郎新婦には『最高です』とお褒めの言葉をあずかったものの、親族の年配の方に『こんな地味な花にいくら取るのよ？』となじられた。グリーンを多めにした希望通りの装花だったのに。

「昨日も、嫌な思いしただろ」

　パーティの準備中に壇上の花瓶について、大沼さんにつっかかられたところを見ていたんだ。

「大丈夫です」

「あの颯さっ爽そうとやってきて助けに入った男の人、かっこよかったじゃん。重森、惚れるなよ？」

　それって、太一さんのことだよね。惚れるどころか、結婚しますなんて告白できない雰囲気だ。

「あはは」

　曖昧に笑って濁せば、西田さんは離れていった。

「びっくりした」

　結婚となれば、お見合いの仲介をしてくれた店長に報告は必須だし、店の仲間にもそうしないとまずい。

　ここで働き始めてすぐに元カレと別れてから、今まで男性の噂が立ったこともないので、皆驚くだろうな。というか、私がまだ夢見心地だ。

「今は仕事」

　私はふとした瞬間に太一さんのことを考えてしまう自分を戒いましめ、宮城グループへ納品に向かった。










サルビアの花言葉　Ｓｉｄｅ太一




　今日も忙しかった。

　深く関わっているクライアントの宮城グループでは、副社長就任パーティまでこぎつけひと息つけたが、もうひとつの担当、大手スポーツ用品メーカー『レーブダッシュ』の海外メーカーの買収が簡単にはいかず、午後からずっと専務と策を練っていた。

　宮城副社長もレーブダッシュの浅あさ海み専務も、俺と同じ跡取り――いわゆる御曹司で、実は気が合う。生まれながらにして会社を背負ったという幸運と、その裏にある理不尽との狭はざ間まで常に闘っていることを理解し合える同志なのだ。

　俺たちはなにかにつけて恵まれた環境にあると言われがちで、その通りだと思う。しかし一方で、宮城副社長も浅海専務も、好きな人との結婚がすんなりとはいかなかったようだし、数万人にも上る社員とその家族の生活に責任を負うというとてつもないプレッシャーもある。

　幸い我が家は結婚に関しては寛容で、おそらく紬のことも受け入れてもらえるはずだ。しかし、結婚を機に経営コンサルタントの職を辞して、太平物産に入れと急せかされるのだけは覚悟している。もうずっと前から打診されてはいたが、自由が利く今の仕事が楽しくてのらりくらりと逃げていたのだ。でも、紬を妻に迎えるのなら、そろそろ腹をくくらないと。

　二十四時を過ぎた頃ようやく帰宅できた俺は、ネクタイを外しながらリビングに向かった。ドアを開けると、バラの香りが漂ってきて、大きく息を吸い込んだ。

「あれっ……。紬？」

　テーブルの上に食事が用意してあり目を瞠る。彼女にカギを預けたものの遅くなると言っておいたので、今日は来ないと思っていたのに。

　もしかして……。

　俺は期待を胸に寝室に向かった。すると、ベッドの端で寝息を立てている紬が目に飛び込んできて、ニヤける。

　ヤバい。メチャクチャかわいい。

　無防備に眠りこくっている彼女が愛おしくてたまらず、抱きしめたくなる。でも、昨晩――いや今朝も相当無理をさせたので、さすがに起こすのはかわいそうだ。

　物もの怖おじせずに自分の意見を主張する紬は、一見強くて明るい女性に見える。しかし実はとてつもなく繊細な心の持ち主だし、俺が軽くキスを落とすだけで頬を真っ赤に染めるような初う心ぶな女だ。そのくせやめようとすると『早く、来て』とか……。

　昨日の彼女の乱れた姿を思い出すと、やっぱりニタつく。俺だけのものになるなんて、たまらない。

　再びリビングに戻った俺は、買ってきたコンビニ弁当を置いて、用意されていた食事に手をつけた。献こん立だてはサバの味み噌そ煮がメインで、他に豚汁や小鉢が数品。和食は大好きだし、優しい味付けがまたいい。

　俺のために作ってくれたものを残せるはずがなく、すべて平らげ幸福感に浸る。

　これからずっと紬の手料理が食えると思うと――いや、ずっと一緒にいられると思うと、彼女を手に入れるために見合いを企てて必死になるとか、かっこ悪く画策したことにも後悔などなかった。




　翌朝。紬を腕の中に閉じ込めて眠っていた俺は、あまりのうれしさに少し早く目覚めて彼女の寝顔をまじまじと見つめていた。

　やがて彼女のまぶたがゆっくり開いていったあと目が真ん丸になる様子に、噴き出しそうになる。

「おはよ。飯、うまかった」

　紬がすさまじい力で俺から離れようとするので、背中に手を回してがっしりと捕まえる。残念だけど、そこそこ鍛えてるんだ。紬には負けない。

「大丈夫だよ。今日は我慢する。体、つらいだろ？」

　なんて、その原因を作ったのは俺だけど。

　コクコクうなずく紬は、頬を赤く染める。やっぱり食べたい……けど、我慢だ俺。

「キスはいい？」

　おはようのキスくらいさせてくれ。

　尋ねると、これまた控えめにうなずく彼女の唇をすぐに奪った。舌を入れたくてたまらなかったがそこもぐっとこらえる。結婚前に嫌われて、婚約解消なんて笑えない。

「来てくれたんだね」

「ごめんなさい。仮眠するつもりが朝まで寝ちゃった」

　謝らなくていいのに。俺の腕の中に紬がいるだけで十分だ。まあ、できれば抱きたいけど。

「引っ越し、早く済ませよう。俺、昨日みたいに帰りが日をまたぐのも、会社に泊まり込むのも珍しくない。せっかく来てもらったのに会えないなんて悪いし」

「そんなことは気にしなくても……」

「俺が耐えられないんだよ。紬の存在を感じるのに、こうやって抱きしめられないなんて、無理」

　もう一度強く抱きしめたが、彼女はもう抵抗しなかった。




　それから、紬が用意してくれた朝食をふたりでとった。

「今週末、仕事？」

「土曜はお休みです」

「それなら、結婚のあいさつに行きたいんだけど」

　一刻も早く入籍したい俺としては、紬のご両親の許可を取っておきたい。

「そう、ですね。彼氏の気配なんてまるでなかったから、うちの両親、腰を抜かすかも」

　たしかに交際をすっ飛ばしたしな。

「でも我が家より、太一さんの家のほうが……。じゃないですね。まずは加代さんに納得してもらいたいです」

　紬が思いがけず加代について触れるので、驚いた。まさか加代まで気にかけてくれているとは。

「いや、それはうちの問題だし」

「加代さんは太一さんの大切な妹さんじゃないですか。彼女を無視して結婚話を進めたら、もっと距離が離れますよ？」

　俺が加代の恋路を邪魔したような形になっているので、自分だけ幸せになるのに抵抗がないわけではない。でも、その問題を解決するのは俺であって、紬は関係ないと思っていたのに。

「それはわかってる。加代にはなんとか連絡を取ってきちんと話をしようと思ってた」

「その場に、私も同席してはいけませんか？　加代さんに会いたいです」

　加代をどうやら俺の想い人と勘違いして悩んでいただろう紬から、会いたいとねだられるなんてびっくりだ。

「わかった。土曜に会えるかメールしてみる」

　そう伝えると、彼女は本当にうれしそうに微笑んだ。

　やっぱり俺には紬しかいない。もう絶対に逃がさない――。




　そして土曜がやってきた。

　あの日からずっと俺の家で生活している紬と一緒に、加代と待ち合わせをしたレストランに向かう。

　一方的にメールを入れただけで、返事は来ていない。だからもしかしたらすっぽかされる可能性もある。しかし、それでも構わないと紬がためらいなく言うので、俺の肩の力も抜けた。

　彼女はレストランに行く前にル・ブルジョンに寄りたいと希望した。最初は駐車場で待機していたが、店長にあいさつをしておきたいと思い立ってあとを追った。

「こんにちは」

「宝生さん！」

　最初に俺に気づいたのは店長だった。

　店長の声に反応して、あの西田という名の男性フローリストと話をしていた紬が振り向き、驚愕の表情を浮かべる。

　俺が来たらまずかった？　なんて少し腹を立てるのは完全なる嫉妬だ。満面の笑みで他の男と話している彼女を見たくない。紬は俺の女なんだ。

「ご無沙汰しております。先日はありがとうございました」

「いえいえ、こちらこそ。宮城グループの仕事もすっかり軌道に乗りまして」

　それは承知している。宮城副社長が紬の能力を認めているし、訪ねてくるお客さんの反応も上々らしいからだ。

「それはよかったです」

「今日はどうされたんですか？」

　紬を気にしてチラチラ視線を送る店長は、交際にこぎつけたと気づいたのかもしれない。

「今日は婚約のご報告を。重森紬さんと結婚の運びとなりました。店長には骨を折っていただき、ありがとうございました」

『えっ、もう？』と店長の顔に書いてあるが、お見合いを打診したときから結婚しか頭になかったので、俺としては少しも早くない。

「それは、それは……」

　店長の顔にたちまち喜びが広がっていく。俺たちの結婚を祝福してくれていると伝わってきて、俺もうれしかった。

「重森。結婚ってマジ？」

　すぐさま西田さんの声が聞こえてくる。

「はい。本当、です」

　恥ずかしそうに視線を落として答える紬に、西田さんは絶句している。

　西田さんが呆然とする横で、他のフローリストたちの拍手と「おめでとう」という祝福の言葉が飛び交い、彼女が仲間たちに愛されていると知った。

　俺に歩み寄ってきた紬に声をかける。

「勝手に告白してごめん」

　もう結婚は決定事項だし、それならば骨を折ってくれた店長に伝えておかなければと思ったが、まずかったかな？

「いえ、大丈夫です。恥ずかしくて言いだせなかったんですよね。ほら私、そのうち花と結婚するんじゃないかと心配されていたくらいだし」

　そんなつっこみをされているとは知らなかったが、それほど情熱を傾けて仕事に取り組んでいるという証だ。俺にしてみれば鼻が高い。

　俺たちが話していると、西田さんがやってきた。

「初めまして。彼女と一緒に働いている西田と申します」

「初めまして。宝生です」

　彼はパーティのときに俺もいたとは気づいていない様子だ。俺は紬を目で追っていたので、一緒に働いていた彼についてもよく認識しているけれど。

「率直に聞きます。重森をだましてないですよね？」

　想定外の質問に、一瞬頭が真っ白になる。隣の紬も目を真ん丸にしていた。

　だます？

「どういうことでしょう」

「いや、彼女、花にしか興味がなくて。悪い男に引っかかりそうだと心配してたんですよね」

「ちょっ、西田さん！」

　焦る紬が彼を制しているが、俺はにやけるのをこらえるのに必死だった。

　紬のことをよく知っているんだな、この人。それはそれで妬けるけど、悪い人ではなさそうだ。

「ご心配なく。たしかにまだ花に負けている感覚がありますが、私は彼女を愛しています。全力で幸せにすると誓います」

「太一さん？」

　堂々と愛を宣言したからか、紬は俺を見て顎が外れそうな顔をしている。

　彼女を見ていると飽きない。

「そうですか。やっぱり花には勝てませんか……」

「もう！」

　西田さんは楽しい人のようだ。俺の話に乗って大げさに肩を落としている。

　一方の紬は口をとがらせているが、その姿でさえ愛おしい。

「とにかく、俺たちの妹をよろしくお願いします。あっ、結婚式の装花はル・ブルジョンにぜひご用命ください」

　しっかり営業までしてる……。でも、装花はもちろんここに発注するつもりだ。紬が信頼する仲間なら、いいものを作ってくれるはずだから。

「こちらこそ、彼女をよろしくお願いします」

「あっ！　重森、寿退社するの？」

　思いついたように尋ねる西田さんに、紬は黙り込む。

　彼女に仕事を続けてほしいと話したが、紬は俺が背負っているものの大きさに気づいていて、支えなければと考えているようにも感じる。

「彼女から花を取ったりできません。これからもよろしくお願いします」

　俺がそう口にすると、紬はハッとした表情を浮かべた。




　店を出て車に乗り込むと、紬が先に口を開いた。

「本当にお仕事を続けてもいいんですか？」

「紬から花の仕事を取り上げたら、俺、全力で嫌われるだろ」

「嫌いませんよ！」

　大きな声で否定する彼女がおかしくて笑みがこぼれる。

「俺のために大切なものを犠牲にしなくていい。俺は紬からなにかを奪うために結婚するんじゃない。幸せだけを与えたい」

「太一さん……」

　途端に瞳を潤ませる彼女が愛おしくて、唇を奪いたい衝動に駆られる。しかしさすがに店の駐車場ではまずいので、なんとかこらえた。

「太平物産に行ったら、紬にも妻として顔を出してもらわないといけないパーティなんかもあると思う。妻同伴ってやつが時々あってね」

　そういえば、お袋は嫌がってたなぁ。すました顔は三時間までが限界だとか言って。お袋がそんな人だから、紬をうまく導いてくれるはずだ。

「こんなじゃじゃ馬でも務まるでしょうか」

「あはは。紬なら大丈夫。それに、俺がいるじゃないか」

「それもそうですね」

　あっさり納得する彼女がかわいくてたまらない。お前は最高の妻になる。絶対に逃がさないぞ。

　エンジンをかけて車を発進させたあと、ずっと気になっていたことを切り出した。

「あの西田っていう先輩、紬に気があったんじゃないのか？」

「まさか。いつも『そのうち花と結婚するって言いだしそうだから、さっさといい男見つけてこい』と急かされ続けてきたんですよ。それに西田さん、高校生の頃から付き合っていた素敵な奥さまがいらっしゃるし」

　結婚してるのか。

　それを聞いて、ホッと気が抜けた。

　俺、相当あの人に嫉妬してたんだな。紬が電話で『素敵』なんて褒めるからだぞ？

「あれー。もしかしてやきもちですか？」

　彼女にしては鋭いつっこみをしてくるので、眉がピクッと動いた。

「そうだけど？　悪い？」

　こうなったら開き直ってやる。

「わ……るくはないかと」

　信号で停まった隙に彼女に視線を送ると耳が真っ赤になっている。自分で話を振ったくせして、やっぱりかわいい。

「それ、なんていう花？」

　どうやら加代に花束をプレゼントするために、ル・ブルジョンに寄ったらしい。

「サルビアです。こうやって花束にすると素敵でしょ？」

「うん、なかなかいい」

　青や紫のサルビアをあっという間に自分でブーケにした彼女は、車内でも大切そうに抱えていた。

　待ち合わせの『フルジェンテ』というイタリアンレストランでは、予約してあった個室に案内された。俺は紬の隣に座り、加代を待った。

「ソワソワしますね」

「来なかったらごめん」

「違いますよ。私、こんな高級レストラン初めてなんです。こんなにいっぱいフォークを並べられてもどうしたらいいかわかりません。一本でいいのに」

　なんだ。加代が来るかどうかじゃないのか。でも、『一本でいい』なんて紬らしくて緊張が緩んだ。

「たしかに一本あれば十分だな。外から順に使っていけば大丈夫。それに間違ったって問題ないさ。俺なんて、子供の頃料理をひっくり返して叱られたもんなぁ」

「え！」

「ドジだろ？」

　目を丸くする紬は、首を小さく振った。

「そうじゃなくて、小さい頃からこんな高級店に来ていたなんて、宝生家は違うなと思って」

　そこか……。

「でも、俺はファミレスのほうが好きだぞ。食べているのをウエイターにじっと見られてるのも落ち着かないし、この料理に合うお酒はこれとか、いちいち面倒じゃないか。好きなものを好きなだけ食べられたほうがいい」

「あはは。お坊ちゃんのセリフとは思えません」

　彼女は笑っているが、本音だった。

　幼い頃からこうしたレストランでの食事を経験させられたのは、将来太平物産を継ぐためだ。上流階級のたしなみというものを植え付けようとした親父からの指示であって教育のようなもの。だから、ちっとも楽しくなかった。

「加代はそつなくこなすんだよ。生きっ粋すいのお嬢さまって感じで、出来の悪い俺とは大違い」

　加代は俺が叱られる横で涼しい顔をして食事を進めていた。おそらく、親父に怒鳴られた経験もないと思う。

「頑張ったんですね、加代さん」

「ん？」

「一流のお店の料理はおいしいでしょうけど、子供ながらに作法を間違えたら叱られるとびくびくしながら食べるのは楽しくないはずです。ご両親の期待に応えないとって、相当努力したんじゃないかな」

　そんなふうに考えたことがなく、彼女の意見は新鮮だった。加代は俺とは違って生まれつき器用だと思い込んでいたからだ。でも、彼女がマナーを完璧に身につけていたのは、努力の賜物だったのかもしれない。

　ずっと近くにいた俺が気づくべきだったのに、加代と話したことすらない紬に指摘されるとは情けない。

「そうか……」

「加代さんは来てくれます。太一さんが加代さんのためを思ってしたとわかっているはずですし、和解の機会を探っていると思うな。だって、太一さんの妹さんですよ？」

「どういう意味？」

「賢くて優しいに決まってます」

　それ、遠回しに愛をささやいてるみたいだけど、自覚してる？

「俺のことを、そう思ってるわけだ」

　少しイジワルをすれば、彼女の大きな目がキョロッと動く。図星のようだ。

「そう、です」

　あきらめたように言い放つ彼女の耳が真っ赤になっているのに気づき、押し倒したい衝動に駆られる。

　ヤバいな、俺。紬がそばにいると触れたくて仕方ない。

「うれしいよ。俺も紬の優しいところが好きだから」

　そう伝えると、彼女は完全にうつむいてしまった。この照れる仕草もたまらない。

「失礼いたします」

　そのとき、店員の声がして俺たちは入口に注目した。

「加代……」

　姿を現したのは加代だ。紬の言う通り、来てくれた。

　ようやく顔を合わせられてうれしい反面、緊張感に包まれる。

　俺が立ち上がって加代を迎えると、紬も腰を上げた。

「来てくれてありがとう」

「うん。そちらは？」

「重森紬さん」

　不思議そうに紬に視線を送る加代に紹介すると、紬は深く頭を下げる。

「初めまして、重森紬です。私、フローリストをしていまして、どうか受け取ってください」

　物怖じすることなくにこやかに語りかける紬は、サルビアの花束を差し出している。彼女は受け取りを戸惑う加代の手を取り、それを持たせた。

　その様子を見て、もしかしたら加代との和解は難しくなかったんじゃないかと頭を殴られたような感覚がした。

　電話もメールも無視されるため距離を置くしかないとあきらめていたのだが、別れた直後は激しい憤りで我を忘れていただけで、手を差し伸べられるのを待っていたのかもしれない。現に、久しぶりにメールを入れたら、こうして来てくれたのだから。

　嫌われようが何度でも連絡をして、思いきり泣かせてやればよかった。加代がうまく甘えられないのなら、俺のほうから近づくべきだった。それが家族の仕事だったような気もする。

「重森、さん……？」

　加代は花束を抱えたものの、怪け訝げんな表情を浮かべる。

「彼女と結婚する。加代にも紹介したくて」

　そう伝えると、あからさまに加代の表情が曇る。

　気持ちはよくわかる。自分だけ幸せになるなんてと思っているのだろう。

「そう。そんなことで呼び出さないで。帰る」

「待ってください」

　踵を返した加代を追いかけて腕をつかんだのは紬だった。

「事情はお聞きしました。実は私、フローリストの仕事を始めてしばらくして、当時付き合っていた彼氏に振られてしまいました。仕事に夢中だった私は、『お前は仕事と俺とどっちが大切なんだ』と責められたんです」

　俺も聞いたことがない話が飛び出して、緊張が走る。

「私、両方同じくらい大切でした。だから、返事ができなくてあきれられても仕方がないと納得しました。でもそのとき、花のことしかわからない欠陥人間となじられて、恋をするのが怖くなって……」

　欠陥人間？　そんなひどい言葉を投げつけられたのか？　ありえない。

「太一さんに出会うまで、デートより花に夢中な私は、きっとなにか大切なものが欠けているんだろうと思っていたんです」

　まさかの告白に、加代より俺が驚いている。

　だから、プロポーズしたときに花が好きな気持ちは捨てられないと躊ちゅう躇ちょしていたのか。仕事を辞めたくないという意思表示だけではなかったのだ。

「それなのに太一さんは、花を扱う私を好いてくれました。ずっと仕事か彼かどちらかを選択しなければいけないと思い込んでいたので驚きでした。太一さんに出会って、以前の彼は運命の人ではなかったと、ようやくわかったんです。今は、仕事中にも太一さんのことを考えてしまうくらいで、これが本当の恋なのかなと」

　加代と深刻な話をしている最中だというのに、紬の言葉がうれしくて舞い上がる俺はおかしいだろうか。でも、愛する人に『本当の恋』と言われたら、そうなる。

「なによ。自分が幸せだからって、失恋した私を見下してるの？　あの人にだまされた私をバカにしてるの!?」

　加代が強い言葉で紬を責めるが、紬は穏やかな表情を崩さない。

「バカなのは、偽りの愛をささやいたお相手です。たまには優等生の仮面を外してください。つらい気持ちを吐き出して泣き叫んだっていい。太一さんやご両親が絶対に受け止めてくださるはずです」

　紬の言葉は、俺の胸にも響いた。

　その通りだ。完璧でなくとも、俺の大切な妹に変わりない。たまには泣きわめいて俺を困らせればいい。

「私は誰にも助けを求められなくて、自分はダメな人間だと思い込んでいました。だから、苦しくて。でも、太一さんが花を好きな私を丸ごと受け止めてくれたから、ようやく足を踏み出せました」

　紬の心の中にそれほど大きな葛藤があったとは知らなくて驚きもしたが、絶対に幸せにするという強い気持ちが湧き起こった。

「加代さん。自分を肯定して大切にしてくれる人とでなければ、きっと幸せにはなれません。我慢してしか続けられない関係は偽物なんです。私はそれに気づかず、長い間こじらせてしまったから……。失敗した者からのお節介な助言だと思ってください」

　ちっともお節介なんかじゃない。俺たち家族は加代を腫れ物扱いして、ただ怒りが静まるのをひたすら待っているだけだったが、紬はあっという間に加代の心の中まで踏み込んでくれた。

「加代。お前に黙って身辺調査をしたのは悪かった。でも、妙な噂を放っておけなかった。これでも俺はお前の兄だから」

　俺が気持ちをぶつけた瞬間、加代の頬を涙が伝う。紬はそっとハンカチを差し出し、再び話し始めた。

「今日は、お兄さんに甘えてください。太一さん、私は先に失礼しますね」

　まさかの展開でとっさに返事ができなかったが、紬が俺に微笑みかけるので、彼女の言う通りにした。

　加代とふたりで話すのは久しぶりだからか、紬が帰ったあとは妙な空気が漂う。

　でも、せっかく得られた機会だ。加代ときちんと向き合いたい。

「今日はマナーなんてどうでもいいから好きなだけ飲め」

「私がお酒に強いと知ってての発言？　お店のシャンパン、飲み干すわよ？」

　ようやく加代が白い歯を見せた。

　ずっと待ち望んでいた彼女の笑顔をたった数分で引き出した紬はあっぱれだった。

　それから加代は、宣言通りシャンパンをすごい勢いで飲み、料理をパクパク口に運ぶ。豪快ではあるが、幼い頃からしつけられているせいか、所作は完璧だ。やはりこれは努力して身につけたのだろう。

「俺が余計な詮索をしたから怒っているのはわかってる。でも――」

「お兄ちゃんが私を心配してたのは知ってた。あの人の浮気はなんとなく勘づいていたし」

　俺の発言を遮った加代は、気まずそうにチラッと俺に視線を送る。

　浮気にも気づいていたのか。

「でも、最低の男だと見抜けなかったなんてかっこ悪くて、見て見ぬふりをしてた。だからお兄ちゃんに指摘されたとき、自分が情けなくて恥ずかしくて、なんでわざわざ調べたの！ってすごく腹が立って……」

「うん」

「だけど本当は、もうこの人にしがみつかなくてもいいんだって、ホッとしたの。お兄ちゃんに怒ったのも、完全な八つ当たり」

　加代は目頭をそっと押さえる。

「八つ当たりくらいいくらでもすればいい。それで加代が楽になれるなら、本望だ」

「ありがと」

　まさか加代の口からお礼の言葉が出てくるとは。兄妹という関係では素直になれないことも多いが、こうして腹を割って話せたのも紬のおかげだ。

「ね、この花束かわいい。でも珍しい花だね」

「サルビアだって」

　たしかにサルビアだけの花束はあまり見ない。

「もしかして……」

　俺はスマホを取り出して検索し始めた。

「あー、そういうことか」

「なに？」

　身を乗り出してきた加代に、検索結果を見せる。

「花言葉、家族愛」

　加代はそれを読み上げながら、頬を緩めた。

「自分だけあんないい人捕まえて、幸せにしなかったら私が許さないからね」

　彼女の発言にハッとする。紬を認めてくれたんだ。

「もちろん、世界一幸せにする」

「あはは。お兄ちゃんもデレるんだね。なんか安心した。お兄ちゃん、小さい頃から会社を背負うためにだけ生きてきたようなところがあるでしょ？　だから結婚もビジネスライクに会社のための損得とか考えてするのかなって思ってたけど、フローリストを選ぶなんてびっくり」

「そうか？」

　加代は笑顔で大きくうなずく。

「うん。でも重森さんに会ってよくわかった。そりゃ惚れるわ。女の私から見ても素敵な人だもん。お兄ちゃん、意外と見る目あるんだ」

「意外は余計だ」

　よかった。またこうして兄妹としての会話ができる。それも全部紬のおかげ。

「それで、どうやってプロポーズしたの？」

「それは秘密」

「えー。今度重森さんに聞こう」

「やめろ」

　恥ずかしいだろ。

　ムキになってくぎを刺すと、加代は肩を大きく揺らして楽しそうに笑い声をあげた。




　いつになく饒じょう舌ぜつだった彼女を送り届けたあと、すぐにスマホを取り出して電話をかける。もちろん相手は紬だ。

「もしもし、今どこ？」

『太一さんのマンションです』

「すぐに会いたい。抱きたい、紬」

　猛烈に抱きたくてたまらない。狂おしいほど愛しい彼女を。

『酔ってるんですか？』

　照れた声が聞こえてくるが、酔ってもいないし大真面目だった。

「ううん。ただお前が好きなだけ。紬、愛してる」

　こんなの柄じゃないなと思いつつ、あふれ出てくる気持ちを抑えられない。紬と一緒にいると、取り繕った仮面なんてすぐにはがされてしまう。

『私も、愛してます』

　今、なんて言った？

　恥ずかしいのか、彼女はこういう言葉はあまり口にしてくれないのに。

「待ってて。今行く」

　俺は電話を切ると、すぐさま自宅へ向かった。










幸せのエンゲージリング




　加代さんと会ったあと引っ越しを済ませた私は、太一さんのマンションで新しい生活を始めている。

　双方の実家にあいさつに行くためにスケジュールをやりくりして、ゴールデンウィーク中に私の実家を訪問した。

　両親は諸もろ手てを挙げて大賛成。結婚の素振りがなかった娘が、とんでもない優良物件を連れてきたと腰を抜かしていたが、私自身もまだ夢見心地だ。

　両親に結婚を許されて一安心したものの、太一さんの実家へのあいさつはまだできていない。ゴールデンウィークはご両親がヨーロッパに旅行中で面会が叶かなわず、先延ばしになってしまった。

　休みが明けた木曜は十時からの勤務で、店に行くと西田さんが女性のお客さまの接客中だった。

「重森、いいところに来た。お祝いの花束頼める？　予算三千円で、花はお任せ」

「わかりました」

　私は早速エプロンをつけて作業に入った。

「あなたきれいに咲いてるね。お嫁に行こうか」

　お任せだったので、ストッカーをのぞいてひときわ美しく花を咲かせていたピンクのバラをメインに、ライラックやカスミソウ、そしてグリーンが足りないと感じてナルコユリなどを適所に入れて花束を制作した。

「お待たせしました」

「わー、素敵。いつもの花束と全然違います。宝生さんがこのお店を強くすすめるのがわかりました」

　透き通るような白い肌を持つかわいらしい女性の口から思いがけず太一さんの名前が挙がり、眉がピクッと動く。

「宝生さんをご存じで？」

「はい。私、レーブダッシュというスポーツ用品メーカーで働いている浅海と言います。応援している選手がいい成績を残されたのでそのお祝いなんですけど、花束は絶対にル・ブルジョンがいいとおっしゃるので。これからもこちらにお邪魔しますね」

　そういえば、レーブダッシュも担当していると話していた。でもまさか、うちを紹介してくれるとは。

「そうでしたか。ありがとうございます」

　私は西田さんと並んで深く頭を下げ、浅海さんを見送った。

「いやー、重森。いい人捕まえたなぁ。仕事はできるわ収入はあるわで、最高じゃないか。宮城グループといい今のお客さまといい、宝生さんには頭が上がらないよ」

　私たちの会話を聞いていたらしい店長が話しかけてくる。すると、西田さんはなぜか苦い顔をして奥に引っ込んでしまった。

　あれ、機嫌悪い？

「そろそろ披露宴の搬入準備の時間だね。今日も頼んだよ」

「はい」

　店長に促された私は、ワゴンに荷物を載せ始めた。

　今日の装花は、西田さんがメインフローリストで、私ともうひとりの女性の先輩がアシスタントを務める。西田さんがクライアントからの要望を聞き、今日のためにデザインしたテーブルの装花を、三人で実現していく。

　すっかり荷物の準備が整っても、ブーケの最終調整をしている西田さんはなかなか顔を出さない。なにかトラブルでもあったのかな？と思い、バックヤードまで迎えに行くことにした。

「西田さん、そろそろお時間です」

　ブーケはできあがっているのに、彼はなぜか放心している。

「わかった」

　視線を合わせることなくぶっきらぼうに返事をよこした彼は、ブーケを手にして立ち上がった。

「西田さん、どうかされましたか？」

　思いきって尋ねると、彼は難しい顔をする。

「ごめん。重森の婚約者があんまりすごい人だから、自分が情けなくなって」

「情けない？」

　西田さんはフローリストとしての腕は一流だし、明るくて頼もしい男性なのに。

「俺の奥さんも、あんな人と結婚したかったのかなとか考えるわけだよ」

　なんでそうなるの？

「奥さんになにか言われたんですか？」

「実は、子供ができて」

「え！　どうしてすぐに教えてくれなかったんですか!?　おめでとうございます」

　喜ばしいことなのに、なにを悶々としているの？

「うん……。わかったときはメチャクチャうれしかったんだけど、喜びのあとに不安が来たっていうか。俺が父親なんて大丈夫か？って」

　男性版のマタニティブルーのようなものがあるのかどうか知らないが、そんな感じなのかな。

「大丈夫に決まってるじゃないですか。だって西田さんですよ？　このじゃじゃ馬に装花を指導してフローリストに育ててくれたんですよ？　子育てには定評があります」

「なんだそれ」

　ようやく彼の表情が緩んだ。

「それに、私の彼みたいな人と、とおっしゃいますけど、奥さんを他の男ひとに渡してもいいんですか？」

「ダメだろ、それは」

　即答されて私がにやける。

「そういうことです。西田さん、自信を持って！」

「あはは。まさか重森に説教されるとは。でも、元気出たよ。奥さんと一緒に頑張るか」

「はい！　それじゃあバリバリ働きますよ」

　笑顔を取り戻した彼と一緒に、ワゴンに乗り込んだ。

　西田さんが作ったのは、カラーという花に様々な種類のグリーンを組み合わせたクラッチブーケ。クラッチブーケは、茎を長めに切り、無造作に束ねた感じを演出するブーケのことだけど、もちろん花の配置は計算しつくされている。今日の新婦はスレンダーラインの大人っぽいドレスを纏う予定で、それにぴったりのはずだ。

　ブーケを納品したあと、私たちはすぐに披露宴会場の装花に取りかかった。こちらもブーケと同じく色味を抑えたチョイスで、しかしゴージャスに見えるように配置されている。

「西田さん、男のくせに女心をくすぐる装花を作るよね」

「そうですね。今日も最高の出来です」

　先輩と話しながら、メインテーブルを担当している彼をチラッと視界に入れた。

　西田さんなら素敵なお父さんになるだろう。彼に負けないように太一さんと幸せな家庭を築かなくては。

　私は気持ちを新たにした。




　その日、十九時頃に家に帰ると、珍しく太一さんが私より早く帰宅していて、テーブルにおいしそうなパエリアや、チキン料理、そしてサラダが並んでいたのでびっくりした。

「おかえり」

「太一さん、早かったんですね。作ったんですか？」

「まさか。作れないからデリバリーにした。加代からおすすめの店を聞いたんだよ。あいつ、ランチしたいから紬に連絡入れたって言ってたけど……。明日休みだっけ？」

「はい」

　しまった。スマホをまったく見ていない。

　レストランで会ったあと、太一さんを介して加代さんからメッセージのＩＤを尋ねられた。怒らせたと思っていたのに、彼女はまったく気にしていないようで、メッセージや電話のやり取りを通してかなり親しくなり、今度ランチに行こうと話していたのだ。

「あっ、メッセージ来てます」

「大丈夫だったら返事してやってくれる？」

「わかりました」

　すぐに承諾の返事をすると、太平物産近くのレストランを指定された。明日の金曜は、彼女は仕事があるからだ。

　メッセージを返している間に、太一さんが料理を温め直してくれる。返信し終わった私も手伝ってテーブルに運び、食べ始めた。

「あいつ、迷惑かけてない？」

「とんでもないです。楽しいですよ」

　加代さんは私がまだ知らない太一さんの一面を教えてくれる。

「なるほど。ふたりで俺の悪口合戦か」

「悪口なんて言ってません。不満なんてないですもん」

　何気なく返したが、彼はキョトンとしている。なに？

「本当に？」

「はい、ありません」

「よかった。俺、よき夫になれるか心配だったんだよ。帰りは遅いし、家事も得意じゃないし」

　そんな心配をしていたとは知らなかった。西田さんといい、太一さんといい、はたから見れば完璧な人たちなのに、皆それぞれ不安があるものなんだな。私と同じだ。

「わかっていて結婚を決めましたから。そんなことを言われたら、私が心配になるじゃないですか。仕事、続けさせてもらいますし」

　どちらかというと、私がよき妻でいられるのか不安だ。

「そんなの当然だろ。紬から花を取り上げる度胸はないよ」

「あははは。でも、男の人も意外と皆悩むものなんですね」

　ポロリと漏らすと、彼の眉が上がる。

「皆？　誰のこと？」

　鋭いつっこみにタジタジになる。彼がちょっと不機嫌なのは、嫉妬というものだろうか。

「実は西田さんにお子さんができて――」

　西田さんが不安そうにしていたことを話すと、彼は納得したようにうなずいている。

「なるほどね。西田さんの気持ちわかるかも。もちろん、紬との間に子供ができたら飛び上がるほどうれしいけど、同時に大きな責任も感じるだろうな。ただ、積極的に背負いたい責任だけど」

　背負いたい責任、か。たしかにそうかも。西田さんも、責任の重さに不安を感じつつも内心は喜びで満たされているのだろうし。

「俺……。いつか紬と一緒にその責任を背負いたい。ひとりでは苦しいことも、ふたりならきっと乗り越えられる。それが夫婦ってものじゃないかな」

「そうですね」

　優しい笑みを見せる彼に、大きくうなずいた。

　もしかしたらこの先、つらいこともあるかもしれない。けれど、ひとりよりふたり。互いに痛みを分かち合って、一緒に生きていけたらいい。

「紬は、子供は欲しい？」

「はい。私がママになれるとは思えないですけど」

「そうだなぁ。まだ現実味がないよな。だけど、俺も欲しい。理想を言えばふたり以上」

　私はひとりっ子だったが、太一さんと加代さんの関係を見ていると、兄弟がいるのもいいなと思う。

「いいですね。でも、子育て大変そう」

「俺も奮闘しないと。俺たち、結婚後のビジョンについてまだあまり話してないね。もっとオープンに行こうか」

「そう、ですね」

　すぐに結婚を決めたので、先のことまで話し合えていない。

「それじゃあこれ食ったら、一緒に風呂に入ろう」

「お風呂？」

「うん。体の隅々までオープンにしような」

「は？」

　とんでもない提案に息が止まった私をクスクス笑う太一さんは、「冷めるから食べよ」と食事を促した。




　翌日。

　加代さんとの約束の時間より十五分早くレストランの前に到着したものの、昨晩の太一さんの色気漂う姿が頭にこびりついて離れない。

　まさに私の体の隅々まで愛するようにゆっくり進んだセックスは、体より心を満たしてくれた。彼に愛されていると感じた、たまらなく心地いい時間だった。

　やっぱり彼との赤ちゃんがいつか欲しいな。

「紬さん」

「はっ！」

「なんでそんなに驚いてるの？」

　加代さんの鋭い指摘に目を泳がせる。まさか、あなたのお兄さんとの行為を思い出していたなんて白状できない。

「あはっ、ボーッとしてたからびっくりしただけ」

「そっか」

　加代さんは私よりひとつ年下だったけど、敬語はやめてもらった。そのほうが気楽だからだ。

「ここの牛ほほ肉のラグーパスタが最高なの。大きくて柔らかいお肉がのってるんだよ。入ろ」

「ラ、ラグー？」

　そんな言葉、私の辞書には載ってない。

「煮込んだっていう意味」

「そうなんだ」

　加代さんも太一さん同様、無知な私を笑ったりしない。住む世界が違うと感じることはあっても、ふたりは〝それがどうかした？〟というスタンスでいてくれるので、とてもありがたい。

　加代さんのおすすめ、ラグーソースのパスタを頬張りながらおしゃべりを開始した。

「この前、お兄ちゃんに友達を紹介してよって頼んだんだけど、いないって言うのよね」

「いない？」

　加代さんはあれからすっかり前向きになり、彼氏ゲットに積極的だ。しかし前回のことがあるので、然るべき身元の人をというのが希望らしい。

「損得を考えて近づいてきたり離れたりする人ばかりだったから、積極的に友達を作ろうとはしなかったみたい。仕事で意気投合して仲よくしている人は数人いるらしいけど」

　そういえば、太一さんから友人の話は聞かないかも。私も〝植物が友達〟の人なので気にとめてもいなかったが、そういう理由でいないのはさみしい。

「御曹司って大変なんだね」

　いや、加代さんもか。つまらない男が寄ってくるわけだし。

「そうね。でも、今度宮城グループの秘書さんを紹介してもらえるって。お兄ちゃん、副社長といつも一緒にいるみたいで、誰かいないか聞いてくれたんだって。今日は、お見合いするよの報告」

　宮城副社長の紹介なら、きっと間違いない。お見合い、か。うまくいくといいな。

「よかった。いい人だといいね」

「うん、また報告するね。恋の話はお兄ちゃんにはしにくくて、聞いてもらえるとうれしいかも」

「もちろん」

　たしかに兄妹で恋の話はなかなか照れくさい。

「紬さんは、お兄ちゃんとうまくいってるよね？　ケンカもしない？」

「うん。ケンカはしたことない」

　太一さん、もしかして我慢してる？　ふとそんな疑問が湧いてきて焦った。

　私は彼になにひとつとして不満などなく、それどころか一緒にいると楽しくてたまらない。だから太一さんもそうだとばかり思っていたけど、大人な彼が私に合わせてくれているとしたら、彼は窮屈な生活を送っている可能性もある。

「あれっ、どうして不安そうな顔してるの？」

「うーん。太一さん、私のことで我慢してないかなと心配になったの。太一さんや加代さんが生きてきた華やかな世界なんて全然わからないし、知らず知らずの間にストレスがたまってたら申し訳ないな」

　本音をこぼすと、加代さんはニッと笑う。

「よかった」

「よかったって？」

「うん。だって紬さん、ちゃんとお兄ちゃんのこと好きでいてくれるんだなって」

　そんなつもりはなかったけれど、発言を振り返ると、太一さんに我慢させたくないと言っているようなものか。

「あはっ」

「心配いらないよ。お兄ちゃん、紬さんのこと大好きだから」

　彼の妹に指摘されるのもなかなか恥ずかしいものがある。

「それに華やかな世界って……。見た目はそうかもしれないけど、中身は昼ドラよりドロドロだよ。見栄の張り合いで、うんざり。まあ、お金には困らないけどね」

　そのお金に目をつけられた加代さんがあっけらかんと言い放つので、立ち直っているのだと感じた。

「そうなんだ……」

「うん。お兄ちゃんはそんな世界に紬さんを引き込みたくないだろうな。でも、そこは耐えてもらえるとありがたいです。妹からのお願い」

　彼女が頭を下げるので慌てる。

「大丈夫だから」

　太一さんにもそうした戸惑いがあるのは知っている。けれど、きっと彼が守ってくれる。

「ありがとう。でも、嫌なことがあったらお兄ちゃんに思いきりぶつけていいから。我慢してもらう代わりと言ってはなんだけど、お兄ちゃんかなり稼いでいるみたいだし、うんと贅沢させてもらったら？」

「もう十分だよ？」

　あんな立派なマンションに住まわせてもらい、好きに使っていいとクレジットカードまで持たせてもらっている。特に必要なものもなくて、食材や日用品くらいしか買い物はしていないけど、十分だ。

「なんて欲がないの？　セレクトショップにでも行って、ここからここまで全部！とおねだりしたって、紬さんのためなら買ってくれると思うよ」

「いらないよ」

　なかなか買い物をしない私にしびれを切らしたのか、太一さんはデートに出かけるたびに私の洋服や身の回りのものを惜しげもなく買ってくれる。今日着ているワンピースもそう。でも、店と家の往復に高級な服はもったいなくて、なかなか着る機会もないのだ。

「お兄ちゃん、本当にいい人見つけたね。これからもお兄ちゃんのこと、お願いします」

「いやいや、こちらこそです」

　妙に改まったあいさつを交わした私たちは、なんだかおかしくなって笑い合った。




　ようやく太一さんのご両親にごあいさつできることになった六月の第二週の日曜日は、梅つ雨ゆの合間の晴天が気持ちいい朝となった。

　彼の実家は腰を抜かしそうなほど立派な和風建築で、有名な建築士が手がけたという。さすが太平物産の社長ともなると違うなと他人事のように考えたが、将来太一さんがそのポジションを継ぐと思うと、妻になる者としては身が引き締まる思いだ。

　今日のために太一さんが若紫色の訪問着を新調してくれたのは、お見合いのときの私の着物姿が忘れられないかららしい。

　緊張してカチカチのまま訪れた宝生家だったが、聞いていた通りご両親は気さくな方で、私を温かく迎えてくれた。しかも、加代さんからも私を褒めるような連絡が入っている様子で、終始和やかに会話が運び、あっさりと結婚を認められたのが拍子抜けだった。

　その帰り、区役所に婚姻届を提出して私たちは晴れて夫婦となり、新しい生活が始まった。

　彼の実家では結婚式の話も出たが、太平物産関係の招待客がかなりの数に膨れ上がりそうで、その準備に時間がかかるため、少し先になる予定だ。

「紬。順番が逆だけど……」

　マンションに戻り、ソファにいた太一さんの前に淹いれたてのコーヒーを置くと、私を隣に座らせた彼が話し始める。

「順番？」

「うん」

　彼はジャケットのポケットからなにかを取り出した。

「あ……」

「勢い余ったプロポーズだったから間に合わなくて」

　彼は私の前にリングケースを差し出し、蓋ふたを開けた。そこには見たことがないほど大きなダイヤとそれを囲むメレダイヤがまばゆいばかりに輝く指輪が入っている。

「改めて。幸せにする」

「太一さん……。はい」

　もう胸がいっぱいだ。

　感動に浸りながら指輪を左手薬指にはめてもらうと、彼の指にも指輪が収まっているのに気がついた。

「ありがとうございます。太一さん、それ……」

「紬と結婚したと自慢したくて、結婚指輪も用意したんだ」

「自慢って……」

　照れくささもあるけれど、うれしいかも。

「紬は仕事中はつけられないだろうから、これ」

　彼は立ち上がりソファのうしろに回ったかと思うと、私の首にネックレスをかける。そのチェーンには婚約指輪とは別のシンプルな指輪が輝いていた。

「えっ、これも？」

「こっちは結婚指輪。婚約指輪を首からかけておいてと言っても、絶対にしないだろ？」

　私の左手に触れながら話す彼は、クスッと笑みを漏らす。

　たしかに、値段を聞くのも恐ろしいこの指輪を日常使いにはとてもできない。私のこと、よくわかっているかも。

「ふたつも……。ありがとうございます」

「夫なんだから、当然」

　太一さんは私をうしろから抱きしめてささやく。

「幸せになろうな」

「はい」

　うれしさのあまり振り返って彼を見つめると、すぐさま唇が重なった。










マウンティングには負けません！




　忙しい太一さんとの新婚生活はすれ違いも多く、さみしくないと言ったら嘘になる。しかし、彼が私との時間を作ろうとしてくれているのは手に取るようにわかるので、それで十分だった。私が土日に出勤となり彼と休みが合わないのも、仕事を続けさせてもらえているおかげだし。

　火曜日の今日はお休みで、太一さんを見送ってから部屋の掃除にいそしんでいた。忙しいとロボット掃除機にお任せでおろそかにしがちだからだ。

「今日もきれいに咲いてくれてありがとう。今、水を替えるからね」

　玄関に飾ってある花瓶の水を交換することにした私は、それを持ってキッチンに向かった。するとテーブルに置きっぱなしになっていたスマホが鳴っている。太一さんからの電話だ。

「もしもし」

『紬、書斎の机の上に、レーブダッシュのカタログがないか見てくれない？』

　指示されて書斎に向かうと、すぐにそれを見つけた。

「ありますよ」

『悪いんだけど、急ぎで会社まで届けてもらえないかな。プレゼンの資料を作るのに必要だったのに、うっかり忘れてしまって。このあとクライアントから電話が入る予定があって取りに行けそうにないんだ』

「わかりました。すぐに向かいます」

　電話を切ってから、たくさんの付ふ箋せんがついた厚みのあるカタログをぺらぺらめくる。

「すごいな」

　中にはさらに別の付箋で、その商品の特徴や他社との差別化ポイントまで書き込まれていた。

　太一さんたちコンサルタントはクライアントから希望されれば商品開発の方向性についてもアドバイスをすると聞いている。おそらくそのために調べ尽くしたのだろう。

　やはり彼は努力の人だ。御曹司だからといって、その立場に甘えてあぐらをかいている人じゃない。

　私は感嘆のため息を漏らしながら、カットソーとジーンズというラフな恰好のまま家を飛び出した。




　アドバンスファームのある La mer TOKYO は平日でも人がいっぱいだった。

　上層階にはホテルがあるし、太一さんとも来たカフェ・プレジールをはじめとした人気の飲食店が軒を並べているので当然かもしれない。

　慌てていたので普段着で飛び出してきてしまったが、せめて羽織ものでも持ってくるべきだったと、着飾っている周りの人を見て感じた。

　しかし、今さら戻るわけにもいかない。

　私はエレベーターで三十八階に上がった。エレベーターに乗り合わせたのが太一さんのように知的な雰囲気が漂うビジネスマンばかりで、余計に肩身が狭い。

　受付で太一さんを呼び出してもらったあとソファに座って待っていると、宮城グループのパーティで顔を合わせた大沼さんがやってきた。

「あなたが宝生さんの奥さまだったんですね。どうりで宝生さんがあんなことを……。大沼と申します。パーティではお世話になりました」

　彼女は丁寧に名刺を差し出すものの、私を見据える視線が冷たく感じる。フラワーアレンジの件で意見が割れたからだろう。

『どうりで』というのは、妻だから太一さんがかばったと言いたいのだろうか。きっと彼は、別のフローリストが担当しても同じ発言をしたと思うけど。

　彼女の名刺には【アナリスト】と記されている。ということは、情報収集や分析を担当する人だ。詳しく聞いてはいないが、太一さんの直属の部下らしかった。

「宝生さんはクライアントとの電話が長引いていて、私が代わりにお預かりします」

「はい。よろしくお願いします」

「失礼ですけど」

　書類を受け取った彼女は、私の頭からつま先まで視線を動かしたあと眉をひそめる。

「宝生さんの奥さまなら、もう少しきちんとした身なりをされたほうがいいと思いますよ。ここを訪ねてこられるお客さまは、それなりのステータスの方ばかりですし、近所に買い物に行くような姿でうろうろされては、会社に傷がつきます」

「申し訳ありません。今後気をつけます」

　辛しん辣らつな言葉ではあるけれど、その通りだ。私は素直に反省して首こうべを垂れた。

「宝生さんにはがっかりです。大手企業の重役の娘さんとか、由緒正しき政治家一家の娘さんとか、今まで何度も見合い話が持ち上がっていたのに、あなたみたいな人に引っかかるなんて。どんな手を使ったんですか？」

　他にも見合い話があったとは初耳だ。けれども、『引っかかる』とは少しばかり失礼ではないだろうか。私が彼をだまして結婚したかのような言い方に、気分が沈む。

「私はなにもしてません。彼が見つけてくれただけです」

　事実を述べたが、彼女は冷笑している。

「まあ！　言い返すなんて、奥ゆかしさの欠片かけらもないんですね。思った通りの人だわ」

　さげすまれても、作り笑いを浮かべて頭を下げるのが正解だったの？

　もやもやするものの、これ以上反論して太一さんに迷惑がかかってはいけないと思い、口を閉ざした。

「宝生さんもそのうちお気づきになるでしょうね。彼は大きな会社を背負うんですから、そのパートナーがあなたではどう考えても力不足です。宝生さんがお付き合いをされているアッパークラスの方たちの奥さまは、幼少の頃からご立派な教育を受けられている人ばかりですよ。話も合わないでしょうね」

　あぁ、この人とは意見が交わることはなさそうだ。議論してもケンカになるだけ。

　おそらく、私が良家の出でもなければ、彼女のようなエリートでもないことをバカにしているのだから、今さらどうにもならない。そもそも価値観が違いすぎる。

　ここで言い返しては彼女の思うつぼだとぐっとこらえて、「それでは失礼します」と声をかけると、反論しないのに驚いたのか、大沼さんが眉を上げた。

「待って。今度の日曜のチーフパートナー主催のホームパーティ、いらっしゃいますよね？」

　パーティ？　そんな話は聞いてない。

「このパーティは、チーフパートナーが認めているコンサルしか呼ばれないんですよ。声がかかるのは光栄なことですし、もちろん参加されますよね」

　この話し方では、彼女も招かれているのだろう。

「結婚されている方は奥さま同伴というのが習わしですから、奥さまが来られないとなると、その理由を詮索されるでしょうね。材料を持ち寄って女性全員でお料理をするんです。楽しみにしておりますわ」

　彼女は口角を上げてニッと微笑んだけれど、『あなたが恥をかくのが』という言葉が見え隠れしていた。

　エレベーターに乗り込むと、無意識にため息が漏れる。

　太一さん、彼女と一緒に仕事をしていて疲れないのかな。他人の弱みや劣っている点を指摘して優越感を味わい、自分の幸せを確認する人がしばしばいるけど、身近な存在だと疲れそうだ。

「やっぱり、花が一番か」

　フローリスト仲間にはそんな心の狭い人はいないし、花に囲まれて生活していると、心もギスギスせずに済む。

「料理って……」

　太一さんからはパーティについてなにも聞かされていないが、きっと忙しくて忘れているのだろう。料理は嫌いではないけれど、上流階級の人はなにを好むのだろう。さっぱりわからない。

　私は駅前の書店に飛び込んで、料理本を何冊か購入してから家路についた。




　その日は、午前二時過ぎに太一さんが帰宅した。彼はシャワーを浴びるとベッドに飛び込みすぐに眠りに落ちた。忙しい時期は一分でも多く睡眠を確保しないと体がもたないのだ。

　目が覚めてしまった私は、彼の寝顔をまじまじと見つめる。

　体力的にも大変だと思うけど、失敗できないというプレッシャーもすごいんだろうな。なにせ、何億ものお金を動かしているのだから。

「お疲れさまです」

　小声でつぶやいてから目を閉じようとした瞬間、彼の腕に捕まり閉じ込められる。

「つむ……」

　起きているのかと思いきや、無意識のようだ。

　でも、私の名前を呼ぼうとしたよね。夢の中でも会えていたらうれしいな。

　突然のお見合いからとんとん拍子で進んだ結婚だけど、これほど彼に夢中になるとは思わなかった。最初は彼のほうが積極的に私を求めてくれたが、今や私も……。

「おやすみなさい」

　私は伸び上がって彼の頬にキスを落としてから眠りについた。




　翌朝。

　キッチンで朝食を作っていると、太一さんが大きなあくびをしながら起きてきた。仕事中は凛り々りしい彼だけど、家ではリラックスした姿も見せてくれるので微笑ましく思っている。

「おはようございます」

「おはよ。ごめん、昨日すぐに寝ちゃったな」

「疲れてるから仕方ないですよ」

　彼が大好きなシジミのお味噌汁を準備していると、うしろからフワッと抱きしめられて首筋にキスをされる。こうしたスキンシップがうれしくもあり、まだまだ照れくさい。

「でも、紬がいてくれるから元気が出る」

　それはお世辞でもうれしい。

「今度休みが合ったら、デートしようか」

「本当ですか？」

　一気にテンションが上がった私は、おたまを持ったまま振り向いた。すると彼は笑いをかみ殺している。

　あーあ、こういうところがいけないんだろうな。良家のお嬢さまはもっとおしとやかなのだろう。加代さんも、食事のときの所作はとても美しい。

　私、大沼さんの言葉に心の中で思いきり反発したくせして、気にしているんだ。

「ごめんなさい」

「なんで謝る？　紬のすることは全部かわいい。それに、俺とデートしたいと思ってくれたんだろ？」

　恥ずかしくて視線を外してうなずくと、太一さんは私の顎を持ち上げてまっすぐに見つめる。

「愛してるよ」

　そしてとびきり甘い言葉が耳に届いた瞬間、唇が重なった。

　太一さんと一緒にいると満たされて自信が持てる。惜しみなく愛をささやく彼に丁寧に抱かれると、自分の価値が上がっていくような気さえするのだ。

　ただ、私に対する周囲の目が好意的でないのは、大沼さんの発言からもわかる。私は彼に〝ふさわしくない〟妻なのだろう。

　でも、太一さん自身が私を必要としてくれるのだから、余計な発言には耳をふさいでおきたい。たとえ、心に小さな傷ができたとしても。

　だし巻きたまごとカボチャの煮物、そしてきゅうりの漬物とお味噌汁を並べると、彼は笑顔になる。特に豪華な食事でなくても、本当においしそうに食べてくれるのがうれしい。

「いただきます」

　きちんと手を合わせてからだし巻きたまごに箸を伸ばした彼は、口を開いた。

「昨日はありがとう。電話が長引いてしまって、会えなくてごめん」

「気にしないでください。そういえば大沼さんが、パーティがどうとかおっしゃってましたけど……」

　尋ねると、彼は一瞬眉根を寄せた。

「聞いたのか」

「はい」

　ダメだった？

「俺、あの集まりはあんまり好きじゃなくて、俺だけ顔を出して隅のほうでひっそり過ごすつもりだったんだ」

　それで教えられていなかったのか。

「好きじゃないというのは？」

「上司が、特に活躍したコンサルをねぎらうために催してるから、声をかけてもらえるのは光栄なんだけど、金持ちの奥さまたちが見栄の張り合いをするためのような会なんだよ。独身者も呼ばれるけど、俺はずっと苦手で」

　私もそういう場は好きじゃないかも。でも、太一さんたちにしてみれば仕事の一環なんだろうな。

「そうでしたか。大沼さんが、私も当然来るよね？という勢いでしたよ」

　嫌みを言われたことは伏せておいたが、パーティの出欠に関わることなので伝えた。

「あぁ、大沼も呼ばれてるな。ただ彼女は、以前、急に行けなくなったコンサルの代わりに顔を出したときに上司の奥さんにうまく取り入ったみたいで、それからずっと出席してる。特に実績を認められての参加じゃない」

　大沼さん、自信満々な物言いだったのに。

「女性全員でお料理を作ると聞いたのですが」

「たしかに料理は大量に並んでるけど、作ってたのか。独身者はいつもあとで加わるという感じだから、デリバリーでも頼んでるかと思ってた」

　本当に興味がなさそうだ。

「紬には迷惑この上ないな。やっぱり俺だけで顔を出すよ」

　うなずきたいところだけれど、大沼さんの『来られないとなると、その理由を詮索されるでしょうね』という発言が引っかかって考えてしまう。

　想像するに、〝お披露目するのが恥ずかしい嫁〟と私の悪口が出るのだろう。それで太一さんまで悪く言われたら申し訳なさすぎる。

　日曜は仕事が入っているが、店内勤務のみで外回りはない。誰かにシフトを代わってもらえるはずだ。

「私、行きます」

「でも……」

「きっと、太一さんの妻ならこれからもこうしたことはあるでしょうし、慣れないと」

　なんて虚勢を張ったものの、内心は不安しかない。しかし、太平物産の次期社長ともなれば、上流階級の人たちとの関わりは避けられないだろうし。すぐに奥ゆかしさが身につくはずもないけれど、周りを観察して少しずつ所作を覚えていこう。

「そんなことのために結婚したんじゃないけどな」

「わかってますよ」

　太一さんが一番、私をそうしたしがらみに巻き込みたくないと思っているのも。

「守ってくれるんですよね？」

　笑顔で問いかけると、彼は少し驚いた様子だったものの、すぐに頬を緩めてうなずく。

「もちろん。この命に代えてでも」

「大げさですって」

　ふたりで笑い合ったが、もしかしたら彼はそのくらいの覚悟で結婚を決めたのかもしれないと、ふと感じた。




　そしてパーティ当日。

　私は、太一さんと一緒に松しょう濤とうにあるチーフパートナーの竹たけ内うちさんの自宅を訪ねた。

　太一さんの実家も顎が外れそうなほど大きな家だったけど、負けず劣らずかなり立派な一軒家だ。

　竹内さんは四十代後半の優秀なパートナーで、アドバンスファーム日本支社の顔のような人らしい。太一さんも彼に仕事を教えてもらい、今があると話していた。

　ヨーロッパのお城を思わせる洋館の大きな門の前に立つと、緊張してきてしまった。

「紬、平気？」

「はい、もちろんです」

　朝からしきりに私の心配をしている太一さんを安心させたくて、無理やり笑顔を作る。けれども、無理しているのがばれているのか、彼は私の腰を抱いた。

「困ったら俺がいる」

「はい」

　太一さんがチャイムを鳴らすと、お手伝いさんらしき人が丁寧に出迎えてくれた。

「宝生さまですね。いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　名乗る前から名前を呼ばれて、顔を覚えられているのにびっくりだった。でも、失礼なきようにするためには当然の振る舞いなのかもしれない。

　すぐにパーティルームのような広い部屋に通されて、竹内さんと面会した。眼鏡をかけた細身の彼は、優しそうな男性だった。

「本日はお招きありがとうございます。妻の紬です」

　私は緊張で心臓が口から飛び出してきそうなのに、太一さんはいつもと変わりない。毎日顔を合わせているのだから当たり前かもしれないけれど。

「初めまして。主人がいつもお世話になっております」

　このセリフを何度こっそり練習したことか。太一さんのことを『主人』と表現したのが初めてで照れくささもあるけれど、それより今は粗相がないようにと必死だった。

「これはこれは。美人の奥さんと結婚したと聞いてたけど、その通りだ」

　竹内さんの隣に立つおそらく奥さまが、芸能人かと思うほどの美しさとオーラをたたえているので、私は否定したい気持ちでいっぱいだった。しかし、太一さんは笑顔で「恐縮です」と答えている。

「妻の路みち子こです。わからないことがあったら遠慮なく聞いてください」

　続いて奥さまを紹介されて、頭を下げる。

「本日はお招きくださりありがとうございます。こちら、よろしければ」

　私は今朝、ル・ブルジョンで作ってきた花束を差し出した。なにか手土産をと考えたとき花束を思いついて、太一さんに相談したら賛成してもらえたのだ。

「まあ、きれいね。これ、生けておいて」

　路子さんは笑顔で受け取り、きれいと感想を述べたが、特に観察するわけでもなくすぐにお手伝いさんに渡している。社交辞令なのがありありとわかった。どうやら花束はお気に召さなかったようだ。

　でも、めげている場合ではない。もうすでに数人が集まっていて、その人たちの視線が突き刺さる。そこには談笑している大沼さんの姿もあった。彼女のことは苦手だけれど、他に面識のある人がいないため、すがりたい気分にもなる。

　それにしても、どの人も競うように高級感漂う洋服やアクセサリーを身につけている。先日大沼さんになじられたこともあって、私も今日はブラウスにフレアスカートを合わせてきた。料理をするならあまり動きにくい服装はよくないと思ったのに、着物姿の人までいて驚いた。

　太一さんがジャケットにノータイだったのでこれで十分かな？と思ったけれど、失敗したかも。上流階級は難しい。

「宝生。急な電話が入って、仕事頼める？」

「はい」

　太一さんは竹内さんに別室に呼ばれてしまった。彼は私を心配げに見つめながら出ていった。

「奥さま、こちらにどうぞ。ご紹介しますよ」

　大沼さんがやってきて、実ににこやかな表情で私を他の奥さまたちの輪に連れていく。いつもスーツ姿の彼女だけど、今日は清楚なワンピース姿だ。

「こちら、宝生さんとご結婚された紬さんです。なんと、フローリストなんですよ」

　後半はあきらかにバカにした調子で言う。でも、これくらいは想定内だ。

「宝生紬です。どうぞよろしくお願いします」

「それで花束ね。あなた、その洋服はどちらで買い求められたの？」

　着物姿の女性に尋ねられてため息が出そうだった。

　あぁ、これが聞いていた見栄の張り合いというものだ。どこで買ったかなんて、どうでもいいのに。

「申し訳ありません。お店の名前までは、覚えていません」

「えっ、どこのブランドかわからないものを着ていらっしゃるの？　それはびっくりだわ。宝生さん、ちゃんとしたものを買ってくださらないのかしら？」

　着物の女性に目を丸くされて、私のほうが驚いた。

　彼に買ってもらった洋服はたっぷりクローゼットにあり、その中には私にはもったいないお高めの洋服もある。それだけでなく、カードで好きなものを買っていいと言われてはいるが、名の通ったブランドのものでないとなんて考えたこともない。

「買ってくださいますが……」

　一応反論したものの、完全に相手にしてもらえていない感じがひしひしと伝わってきた。

「まあ、いいじゃないの。ところで、どちらの大学をご卒業かしら？　この集まりの中にも、意外に先輩後輩の方たちがいるのよ。こちらのおふたりは、百ゆ合りヶが丘おか女子学院大学ご卒業なの」

　輪に入ってきた路子さんに紹介されたふたりは、名門お嬢さま大学を卒業しているらしい。皆育ちがいいというのは本当のようだ。

「私は……専門学校です」

「まあ！」

　正直に答えると、路子さんは口を押さえて驚嘆している。そんなに驚かれたのは初めてだった。

「宝生さん、大丈夫かしら？」

「大学もご卒業でないなんて、ねぇ」

　ひそひそ話が聞こえてしまった。予想通り〝ふさわしくない嫁〟認定されたようだ。

「本日は、お料理をされるとうかがいました。いたりませんのでどうぞ教えてください」

　気圧されている場合じゃない。私がバカにされるということは、太一さんの評価まで下がりかねない。それだけは避けたい。

「そうね。そろそろ始めましょうか」

　路子さんの号令で、皆が一斉にキッチンに向かった。

　総勢七名も入れるのかな？と思ったものの、そんな心配は杞き憂ゆうに終わった。

　飲食店でも開けそうなほど広いアイランド型キッチンはピカピカに磨かれていて、モデルルームのよう。

　カウンターには私でも知っている有名な高級シャンパンやワインが置かれている。リボンがかかっているので、もしかしたら手土産？　でもこれ、何十万もするものじゃない？

　花束をバカにされた理由がようやく理解できた。

「紬さんはなにをご用意なさったの？」

「私は……ラタトゥイユとデザートのタルトタタンを作ろうかと」

　家で何種類も作って、一番いい出来のラタトゥイユに決めた。お肉やお魚は他の人とかぶりそうだと思ったのもある。そして、それだけでは少ないと考え、りんごをたっぷり使ったデザートの準備もしてきた。

「ご自分で作るの？」

　路子さんはなぜか目を丸くして、大沼さんとなにやら話し始めた。他の人たちもキッチンの中で動き始めたので観察していると、もうできあがっているローストビーフやオードブルの盛り合わせなどがどんどん出てきて焦る。

　ここで作るんじゃないの？

「誰が素人の作った料理なんて食べたいのよ。皆一流の料理人に作らせたものを持ち寄るのよ？　場をわきまえなさい。路子さんに恥をかかせるつもり？」

　モデルのように背が高くスタイル抜群の女性にとがめられて固まる。

「こちらで作るとお聞きしましたので」

　大沼さんは絶対にそう言った。チラリと彼女を見ると、口元を押さえて笑いを噛み殺している。

「ここでは温め直すだけよ。しかも、ラタトゥイユって……。お育ちがよくないと仕方ないのかしら？」

　強い言葉でなじられて、ひるみそうになる。

「大沼さん、お話が違います」

「あら、そうだったかしら？」

　彼女はわざと間違ったことを教えたに違いない。

「宝生さん、太平物産をお継ぎになるんでしょう？　こんな世間知らずを妻に迎えるなんて、宝生さん自身の人格を疑うわ。お仕事はお出来になるのに、残念ね」

　自分はともかく、路子さんに太一さんのことまで悪く言われて、我慢が限界に達した。

「知らなかったので申し訳ありません。皆さんはお先に食べてください。私はお料理させていただきますね」

「あら、かわいくないのね。泣いて許しを乞こうかと思ったのに」

　路子さんに追い打ちをかけられたものの、私はにっこり笑って口を開く。

「許しを乞うようなことはいたしておりませんので」

「まあ！　路子さんになんて口をきくの？」

　大沼さんが眉をつり上げているが、そもそもあなたが私を罠わなにかけたんでしょ！

「私はたしかに、皆さんのように立派な家柄の出身でもなければ、大学も卒業しておりません。ですが、両親は温かかったし、フローリストの仕事にも誇りを持っています」

　私が話し始めると、全員の手が止まり視線が痛いほど突き刺さる。

「私の経歴は主人にふさわしくないのかもしれませんが、主人を支えていけるように努力するつもりです。ただ、私についてはどれだけなじってくださっても構いませんが、主人を悪く言うのはやめてください」

　私に対する悪口だけなら怒りを呑み込むつもりだった。けれど、太一さんのことを『人格を疑う』とまでさげすまれては我慢できなかった。

　御曹司という立場であっても決して努力を怠らず、できる限り実家の財力に頼らず生きてきた彼が、ここでマウントを取って楽しんでいるこの人たちに劣るわけがない。

「あなたね！」

　大沼さんが再び大きな声をあげた。しかし彼女の顔が一瞬にして青ざめたのはどうしてだろう。

「私の妻がなにか？」

　えっ……。

　背後から聞こえてきたのは太一さんの声。彼が現れたから、大沼さんはトーンダウンしたんだ。

「大沼。紬をだますような真似をして楽しいか？」

「そ、それは……」

　私の隣に並んだ太一さんは、大沼さんに鋭い視線を注ぐ。

「路子さん、私も妻も不慣れで申し訳ありません。ですが、財力を見せつけるための会なら、あらかじめ教えておいてくださればよかったのに。シャンパンの一本や二本、いや、ここに三ツ星レストランのシェフでも派遣しましょうか？」

　太一さんは堂々とした態度で言い放つ。すると路子さんの表情が引きつった。

「私は、妻が心を込めて作った料理のほうがおいしいと思いますけどね。妻の料理を披露しようかと思いましたが、価値のわからない皆さんにはもったいない」

　この緊迫した状況で余裕の笑みを浮かべる太一さんのすごさを感じる。仕事で何度も窮地を乗り越えてきた彼は、これくらいでは動じないのだろう。

「私は宝生さんのこれからの人生を心配して差し上げているんですよ。この奥さまでは社交界デビューも難しいじゃありませんか」

「ご心配ありがとうございます。でも、問題ありません。彼女の堂々とした立ち居振る舞いをご覧になったでしょう？　間違いはきちんと指摘できる強い女性です。私たち経営コンサルタントは、周囲の意見に流されて適当に物事を処理していくと、とんでもない失敗をします。信じられるのは確固たるデータと自分だけ」

　太一さんはそう口にしながら大沼さんに怒りの眼差しを向ける。

「妻は、この先私が間違った道に進みそうになったら臆せず諭してくれるでしょう。とても聡明な女性ですので、社交界デビューなどたいした問題ではありません。もちろん、学歴や財力で優劣をつけるなんてくだらないことは絶対にしませんしね。本日はお暇いとまします。紬、行くぞ」

「はい」

　私は差し出された太一さんの手を取った。すると彼は、優しく微笑みしっかりと握ってくれた。

　きっと路子さんをはじめ、ここにいる奥さまたちは、カンカンに怒っているに違いない。

　適当に話を合わせて下した手てに出て、にこにこ笑っていれば、この場は丸く収まったかもしれない。けれども、それが将来役に立つとは思えない。長いものに巻かれるだけの人生なんて、いつか後悔する日が来るだろう。成長したいなら、自分を信じて突き進まなくては。

　太一さんは、誰かに媚びたりせずとも自分で道を切り開ける人だ。私もそうありたい。

　とはいえ、彼に迷惑をかけたことには違いない。ふたりで車に乗り込んだあと、すぐに首を垂れた。

「太一さんに恥をかかせてごめんなさい」

「恥なんてかいてないぞ。むしろ、最高の妻を迎えたと自慢できてうれしいくらいだ」

　私を気遣っているのかと思いきや、実にすがすがしい顔をしている。

「でも、この通りじゃじゃ馬ですし、奥ゆかしさってよくわからないし……」

　正直に伝えると、彼は肩を震わせ始める。

「わかる必要ある？　集団で吠ほえることしか知らない人間は、結局は自分に自信がないだけだろ。それに紬は社交界向きだよ。自分の意見をしっかり持ち、主張できる人は歓迎される。皆キレ者だからね」

　それを聞いて、余計に怖くなってきた。

「社交界デビューなんてないですよね？」

「うーん、どうかな。太平物産に入ったら、あるかも」

　彼はチラッと私に視線を送る。

「嘘……」

「大丈夫。紬は紬のままでいいし、なにかあったら俺が守る」

　太一さんの手が伸びてきて、私の頭を撫でる。

　彼を信じていればきっと大丈夫。

「約束ですよ？」

「もちろん。約束を破るなんて怖くてできないよ。紬に逃げられたくなくて必死だから、俺」

　私に逃げられたくなくて？

　目を点にしていると、彼は白い歯を見せた。

「竹内さんとお仕事やりにくくなりませんか？」

「奥さんは癖のある人みたいだけど、竹内さん自身はドライで、仕事ができるかできないかという点のみで部下を評価するんだよね。それに、そもそも俺たちの世界は完全実力主義だから、まったく問題ない。竹内さんが俺の力を必要とするならプロジェクトに呼ばれるし、そうでないなら外れる。外れたとしても自力で別の仕事をとってくる」

　上司の奥さまを怒らせては立場がないのでは？と心配だったけど、平然としている彼を見ていると本当に問題ないようにも感じる。

「それより、せっかく時間が空いたからデートしよう。どこ行く？」

「仕事は……？」

　さっき依頼されてなかったっけ？

「仕事なんて電話一本で終わらせたよ。俺を誰だと思ってるんだ」

　彼はわざとらしくしたり顔を作ってみせるので噴き出してしまった。

　そうだった。彼は有能で誠実な最高の経営コンサルタントで、私の自慢の旦那さまだった。

「それじゃあ、遊園地がいいです」

「遊園地？」

　あれっ、ダメだった？　子供みたい？

「いえっ、違うところでも……」

「行こう。紬が遊園地好きなんて意外だなぁ」

　どうやら引かれているわけでもなさそうだ。

「意外ですか？」

「うん。だって花と話をして一日終わりそうだし。インドア派かと思ってた」

　う……。否定できない。

「あれっ、図星？」

「太一さんはどういうところに行きたいんですか？」

　尋ねると、彼の眉がピクッと上がる。

「笑うなよ？」

「はい」

「キャンプ」

　笑うなとくぎを刺すくらいだから、そんなにおかしな場所なの？と身構えたのに普通の答えだった。

「キャンプをどうして笑うんですか？」

「キャンプはキャンプでも、ひとりキャンプなんだ。ひとりで行って、ビール片手に作った飯を食って、星を見ながら寝る。これが最高に楽しい」

　ひとりキャンプなんてあるの？

　大人数で行ってワイワイガヤガヤすることこそキャンプの醍だい醐ご味みだと思っていたので、驚いた。

「俺、基本根暗なんだよね。大勢ではしゃぐのは好きじゃないし、家にこもるかひとりで行動がいい」

　根暗だと感じたことは一度もない。仕事ではいろんな人と積極的に言葉を交わし、うまく立ち回っていそうだし、私は彼と話をしていると楽しいし。

　でも、もしかして放っておいてほしいってこと？　疲れて家に帰ってきたら、ひとりで部屋にこもりたい？

「ごめんなさい。帰りましょう」

　遊園地なんてとんでもないと思いそう伝えると、彼は笑顔で首を横に振る。

「その俺が、初めて一緒にキャンプに行きたいと思ったのが紬なんだ。実家を出たのも、干渉されるのが好きじゃないからなんだけど、紬とはいつもくっついて話をしていたいし、毎晩でも抱きたい」

　最後の部分は別として、彼が初めてそう感じたのが私だということに感動すら覚える。私も花に敵うものはないと思っていたのに、いつの間にか頭の中が太一さんで埋め尽くされるようになっていたし、それと同じかな。

「よかった……。それじゃあ今度のお休みはキャンプですね」

「そうだな。寝袋、ふたり用を買い直さないと」

「えっ、ひとり用を追加でよくないですか？」

　ごく当たり前のことを尋ねたのに、彼は不機嫌になって口をとがらせる。

「俺、さっきなんて言った？」

　さっき？　……あっ。もしかして、『毎晩でも抱きたい』ってとこ？　いや、テントの中といってもほとんど屋外のようなものでしょ？　それはさすがにダメじゃない？

　目をぱちくりしていると、彼はふと頬を緩めて私の耳に手をかざす。

「声は我慢して。響くとまずいから」

　そしてとんでもなく艶っぽい声でささやかれ、なにも言い返せなくなった。

「遊園地の帰りに買いに行こう。今晩、家で試してみないと」

「た、試さなくても……」

「不良品じゃないか調べるだけだけど、どうして耳が真っ赤なの？」

　え！　この話の流れではてっきりエッチするのかと。

「赤く、ないです」

「ははは。耳押さえたら説得力ないって。紬は嘘が下へ手ただなぁ」

　笑い声をあげる彼につられて、私も噴き出した。

　嫌なことがあったあとなのに、太一さんと一緒にいるとこうして笑顔になれる。

　私たちはそれから、本気で遊園地に繰り出した。

「太一さん、次こっち」

　久しぶりでテンションが上がる私は、太一さんの腕を引く。

「また絶叫系？」

「それが遊園地の醍醐味でしょう？」

　彼を見上げると、心なしか顔色が悪い。

「あれっ、体調悪いですか？」

「ごめん、酔った」

　それなら早く言ってくれればいいのに。

「休憩しましょう」

　近くにベンチを見つけて、彼を座らせた。

「なにか冷たい飲み物を買ってきます」

「ありがとう。情けないな。久しぶりすぎてダウンするとか」

　彼は額に手を当てて、肩を落とす。

「振り回してごめんなさい。でも、ずっと来てなかったんですか？」

「そうだね。ほら、俺、根暗だし？」

　彼はクスッと笑う。

「そうでした。根暗くん」

「言うなぁ」

　ちっとも根暗には見えないし、ひとりが好きだなんて信じられない。

「植物オタク、飲み物買い出しに行ってきます」

　敬礼して言うと、彼は白い歯を見せた。

　近くにあった売店の列に並び、なににしようか考える。

　コーヒー？　うーん、でも気分が悪いならイオン飲料？

　聞いてくればよかったと後悔し始めた頃、男性ふたりが私のうしろに並ぶ。

「おひとりですか？」

「いえ」

　声をかけられて驚いたけど、とっさに笑顔で答えた。

「連れはどこ？」

「あっちのベンチに……」

　太一さんのほうに視線を向けたが、ここからは死角になっていて見えない。

「いないじゃん。ね、一緒に遊ばない？」

　あれ、これはナンパ？

「いえっ、結構です。彼と来ているので」

「だからどこにいるの？」

「あっちです」

　しつこくされてベンチのほうを指さすと、肩に触れられる。それが嫌で体をねじろうとしたとき、「ここにいるよ」と声がして、腰をグイッと引かれた。

「妻に許可なく触れないでいただきたい」

「ハッ、すみません」

　眼光鋭く、どすの利いた低い声を吐き出す太一さんに圧倒されたのか、ふたりは逃げるように離れていく。

「どうして……」

　ベンチにいたんじゃないの？

「トイレに立ったんだけど、やっぱり心配になって。悪い予感は当たった」

「助かりました」

「気に食わない」

　彼は眉尻を上げて私の肩を抱く。

「俺の紬が他の男に触れられたなんて、はらわたが煮えくり返る」

　それは大げさじゃない？と思ったものの、彼はいたって真剣だ。

　でも、『俺の紬』って、ちょっとくすぐったい。

「太一さんが助けてくれたから大丈夫です」

「うん。俺……両親になんでもかんでも監視されたり、口出しされたりするのが嫌だったけど、そうする気持ちが少しわかったよ」

　どういうこと？

「心配でたまらないんだな。大切な人は自分の手で守りたいから」

　彼は私を見つめて、口の端を上げる。

「紬。俺がしつこかったら拒否して」

「ううん。過保護大歓迎です」

　今までも心配症すぎるのかな？と感じたことはあったが、『大切な人は自分の手で守りたい』と言われて納得した。そういう意味では、私も彼を監視したいくらいだから。忙しくしている彼のことを、ちゃんとご飯食べたかな？とか、休憩できているかな？と心配するのと同じだ。

「それじゃあ、もっと過保護にしないと」

　太一さんは私の手を指を絡めて握る。

「体調は？」

「怒りで吹っ飛んだ」

「あはは」

　結局、コーヒーをふたつ注文して、少しお腹もすいていたのでハンバーガーも一緒に楽しむことにした。

「これうまいな」

　ベンチに並んで座った太一さんは、実に素直に頬を緩める。

　この姿を見て、誰が彼を大企業の御曹司だと思うだろう。仕事は完璧にこなす有能さを見せる一方で、ごくごく普通の感覚を持っている彼に笑みがこぼれる。

　こういう人でなければ、結婚できなかったかもしれない。

「紬」

　私も食べ始めると、唐突に彼が身を乗り出してきて私の口元をペロッと舐めるので、驚きのあまり目が大きくなる。

「な……」

「ケチャップ、ついてるぞ。ほんと、かわいいなぁ」

　舐められた上かわいいとまで言われて、完全にノックダウン。恥ずかしさをごまかすためにもうひと口ハンバーガーを頬張った。

　照れくさくてたまらないけれど、幸せかも。もう結婚しているのに、付き合い始めのカップルが味わうようなドキドキ感に酔いしれた。

　太一さんを振り回しすぎたので、もう帰ったほうがいいかな？と考えていると、近くにあった観覧車に引っ張っていかれて、向き合って座った。

「観覧車は久しぶりです」

「前は誰と来たの？」

　鋭い質問に目が泳ぐ。最後は多分……元カレだ。黙っていると「男だな」と指摘されてしまった。

「もうずっと前の話ですよ？」

「そうだよな。わかってる。わかってるんだけど、紬のこととなると理性が働かない」

　眉をひそめる彼は、私の隣に移動してくる。

「余裕なくて残念だな、俺」

「いえ、全然。妬いてくれて、うれしい、です」

　正直に胸の内を明かすと、彼に腰を抱かれた。

「よかった……」

「太一さんだって誰かと乗ったことがあるでしょう？」

「あるな。しかも女だ」

　それを聞き、私の胸も嫉妬でじんわりと焦げ始める。

　中学生じゃないんだし、互いに過去があってもおかしくない。わかっているのに、妬けるのだ。太一さんの気持ちが身にしみた。

「加代っていう名前のね」

「加代さん？」

「そう、遊園地なんて小学生以来だからなぁ」

　その思わせぶりな言い方は……とつっこみたくもなったけど、それより小学生以来というのに仰天した。

「遊園地、嫌いですか？」

「正直に言うと、今まであんまり好きじゃなかった。絶叫マシンが嫌だとかじゃなくて……」

　彼は悲しげな顔をして言葉を紡ぐ。どうしたのだろう。

「家から一歩出ると、太平物産の後継ぎという目がいっぱいだったんだ。着ているもの、ちょっとした振る舞い、友達との会話……。ほんの少し失敗するだけでうしろ指をさされた」

「そんな……」

　それほど窮屈な思いをしてきたの？

「幸い両親、特にごく普通の家庭で育ったお袋は俺をのびのび育ててくれた。でも、世間が許さなかったんだよ。次期社長の座を狙う人間はいくらでもいて、俺の欠点探しに奔走してた。だから、遊園地に来ても他の子みたいにはしゃげなくて」

　それで、来なくなったのか。だから誰の視線を気にする必要もなく自由に過ごせるひとりキャンプを好むのかもしれない。

「けど、紬の強さを見て、俺も自分の信じた道を歩けばいいんだと思った。周りの目なんてどうでもいい。いくら悪口を叩かれても実力で見返せばいい。そう思ったら肩の力が抜けて、今仕事で信頼関係を結べている人たちは、俺が後継ぎだからじゃなくて、単純に腕を買ってくれているんだとようやく気づけた」

「当然ですよ。こんな努力の人が認められないわけありません」

　きっとどれだけ努力してもまだ足りないと思っていたんだろうな。粗探しばかりされては、誰でも自信が持てなくなる。

「ありがとう。紬は俺の人生を明るくしてくれた。プレッシャーに押しつぶされそうだった俺を前向きに変えてくれた」

　まさか、彼ほどの実力者がそんなふうに思っているとは。

「私は花が好きだっただけです。花が太一さんとの縁をつないでくれただけ」

　クライアントの板垣さんに花を踏まれたとき言い返したのは、仕事を請け負う側として決して褒められた行動ではなかったかもしれない。けれども、人としては間違っていなかったと思うし、太一さんと出会えたことは素直に喜ばしい。

「俺、そろそろ花は超えられないかな？」

　彼は私の額に額を合わせて甘くささやく。

「どうでしょう？」

　照れくさくて濁したけれど、もうとっくに超えている。彼は私にとっていなくてはならない人だ。

「なんだ。それじゃあもっと積極的にいかないと」

　優しく微笑む彼は、私に深いキスを落とした。




　楽しいデートの帰りに、フレンチレストランで食事を楽しんだ。ファミリーレストランにもまったく抵抗を示さない彼だけど、やはりこっちのほうがしっくりくる。

「このシャンパン、竹内さんのところに置いてあったな」

　運転をする彼に合わせて炭酸水でいいと固辞したのに、「いいから」と頼んでくれたシャンパンは、珍しいロゼ。フルーティな香りが漂い、まろやかな口当たりで飲みやすい。

「えっ！　それじゃあすごーくお高いんじゃ？」

「まあ高くないとは言えないけど、紬にはふさわしいよ」

　どうして？　あなたとは違うのよ？

「私は庶民ですから」

「バカだな。金なんてその気になればいくらでも稼げる」

　その気になってもそれほど稼げませんが？

　しかし、コツコツ努力を重ねて信頼を得てきただろう彼らしい発言だと納得した。

「でも、紬が持つ清らかな心や人としての器の大きさは、簡単には手に入らない」

「過大評価しないでください」

「正当な評価だろ。この俺が夢中なんだから」

　冗談かと思いきや、彼は私に真摯な視線を注ぐ。

「今日は嫌な思いをさせて悪かった」

「太一さんのせいじゃありません。断じて！」

　御曹司の太一さんとの結婚は、私にとっても覚悟のいる選択だった。垣かい間ま見たこともない富裕層の世界でうまく立ち回れるだろうかという不安は常にある。

　けれど、彼はたまたまその世界に生まれただけで、悪いことなどひとつもしていない。

「でもな……」

「それじゃあ太一さんは、私との結婚を後悔してるんですか？」

「するわけない」

　ムキになって返してくれるのが私としてはうれしい限りだ。

「私も後悔なんてしてません。だからしょうがないんです。でも、傷ついてないとは言わないので、太一さんがうんと甘やかしてください」

「紬……。やっぱりお前は最高の女だ」

　彼はうれしそうに微笑み、私のグラスに自分のグラスを合わせた。




　食事のあと本当に寝袋を購入した彼は、リビングで広げてみて満足顔。

「寝袋の機能、試してみる？」

「試さなくても、大丈夫かと」

　色香漂う声でささやかれて危うくうなずきそうになったが、踏みとどまった。

「なんだ。流されろよ」

「残念でした」

「わかった。寝袋はお楽しみに取っておいて、今日はベッドだな」

「はっ？」

　ニヤッと笑う彼に軽々と抱き上げられて目を白黒させる。

「抱かないとは言ってない。それに甘やかせとお願いされたし」

「そういう意味じゃなくて！」

「紬は嫌なの？」

　ちょっと甘えた声を出すのは反則だ。

「嫌じゃ、ないです」

「そういう素直なところ、最高だ」

　彼は軽くキスをして、意気揚々とベッドルームに向かった。










運命の人はあなただけ




　太一さんの愛を一身に感じていると、ホームパーティでの罵ののしりすら忘れられる。

　それもあの日の情熱的なエッチのおかげかも。

　彼はまるで私に償つぐないでもするかのように散々気持ちいいところを攻め立て、何度も絶頂に誘った。ようやくひとつになってからも、ゆっくり腰を動かし、いちいち私の反応を確かめて丁寧に抱いてくれた。

　おかげで、仕事に行く頃にはもうすっかり気持ちが切り替わっていた。

「おはようございます」

「おはよ。今日はローズパレスの打ち合わせだっけ？」

　店長に尋ねられてうなずく。

「はい。新規のお客さまの装花をお任せいただけたので、頑張ります」

　今日のお客さまとは初顔合わせとなる。プランナーが新婦の希望を聞き、担当は私がいいと指名してくれた。

「うん、頼んだよ」

「その足で宮城グループにも行ってきます」

　今日はずっと外回りの予定。私は早速宮城グループのフラワーアレンジに使う花をワゴンに載せて、白シャツと黒いパンツに着替えて出発した。

　ローズパレスは、教会とは別に打ち合わせができる店舗が交通の便のいい場所にあり、今日はそちらに向かう。

　裏玄関から訪ねると、支配人の奥さま、梓さんが顔を出した。彼女は優秀なプランナーだ。お子さんがまだ小さいため、短時間の勤務で他のプランナーのサポート役に徹しているが、さすがは敏腕。見事に場を取り仕切り、お客さまからの信頼も厚い。

「本日はよろしくお願いします」

「急にごめんなさい。でも、新婦さんの話を聞いていたら、絶対に重森さんがいいと思ったの。とにかく優しい雰囲気がいいとおっしゃるから今までの写真をお見せしたら、予想通り重森さんの装花ばかり選ばれて」

　それはうれしい。お客さまの希望に沿う努力をするとはいえ、フローリストにも個性がある。その部分を気に入ってもらえたのかな？

「それは頑張らないと」

「もうすぐいらっしゃると思うから、控室で待っててください。これ、希望リストです」

「はい」

　彼女はお客さまから聞き出した希望が書き込まれた資料を手渡して出ていった。

　ローズパレスは、私たち出入りの業者にも丁寧な扱いをしてくれる。下請けだからとぞんざいに扱う会社もあるが、ここでは私たちをお客さまの最高の一日を演出する同志と考えてくれるのがありがたい。

　しばらくして呼ばれた私は、梓さんと一緒に接客ブースに向かう。すると私と同じ歳くらいに見える、目がクリクリしたかわいらしい女性がひとりで待っていた。

「初めまして。フローリストの重森と申します。山やま村むらさまのご希望を全力で形にいたしますので、なんなりとお申し付けください」

　あいさつをして名刺を差し出す。

　こうした打ち合わせには新郎も同席することが多いが、仕事の都合で来られないケースもある。しかし、装花や衣装に関しては新婦の意見が尊重されることがほとんどなので、おそらく問題なく話を進められるだろう。

「それでは、よろしくお願いします」

　梓さんは私たちを残して去っていった。

「プランナーより山村さまのご希望をうかがっておりますが、優しい雰囲気で色味を抑えた感じがよろしいですよね」

「はい。両親はとにかく派手にと言うんですけど、あまり仰々しいのは好きじゃなくて」

「新郎さまは？」

　あとでもめてはまずいので、一応尋ねる。

「あの人、結婚式にはあまり興味がなくて。全部私の好きにすればいいと」

「そうでしたか」

　彼女の表情が曇ったので、聞くべきではなかったかもしれないと感じた。自由にできるのを喜ぶ新婦もいるけれど、彼女はふたりで一緒に進めたかったに違いない。

「それでは、山村さまのこだわりを全部つぎ込みましょう。ブーケもお任せいただけるとのことですが」

「はい、ぜひ」

　それから話は弾んだ。

　彼女が好む花を探り、白のバラをメインとして差し色に淡いオレンジの花を使おうと思い描く。

「それでは、次回までにメインテーブルとゲストテーブル、それぞれのイラストを描いてまいります。実際に使うお花の写真も用意してまいりますので、そちらを参考にしていただいて気に入らなければ変更も可能です」

　数時間だけ飾られる花でも、新郎新婦にとっては一生の思い出となる。必ずいいものにすると意気込みは十分だった。

「次は彼も来てくれると思います」

「楽しみにしております」

　彼女の表情が最初より柔らかくなっていてホッとした。




　打ち合わせが無事に済んだあとは、宮城グループの花を交換に向かった。

　今日は重役フロアの廊下の花を取り換えて、その他は水を入れ替え持ちをよくするために茎の水切りをする予定だ。

　廊下で作業を始めると、太一さんの声が聞こえた気がして顔を向ける。すると、宮城副社長と一緒に部屋から出てきた。

　仕事中に会うのはなんとなく照れくさい。副社長に頭を下げたあと作業を再開しようとしたら、「宝生さん」と声をかけられた。

「いつもお世話になります」

　宮城副社長と直接話をするのは初めてで、緊張で声が上ずる。すると隣に立つ太一さんは、頬を緩ませた。

「こちらこそ。紫陽花あじさいの花がきれいに開いていて美しいね」

「このお花に見える部分は実はがくなんですよ」

「花じゃないの？」

　副社長は目を丸くして、同じく驚いた様子の太一さんと顔を見合わせている。

「はい。これは〝装飾花〟と言いまして、いわゆる花は、この奥に」

　装飾花をよけて花を見せると、のぞき込んでくる。

「本当だ、あるね。初めて知ったよ」

「そうですよね。皆さんあまりご存じありません。こちらは、このがくの中心の色が濃く、グラデーション状に薄くなっていくのが特徴の〝万華鏡〟という品種になります」

「へぇ、勉強になるな」

　副社長が花の勉強をする必要はないけれど、興味を持ってもらえるのはうれしい。

「宝生さん。その〝俺の自慢の妻〟っていう顔、なかなかいいね」

　太一さんに視線を送った宮城副社長がニヤリと笑えば、太一さんは瞬きを繰り返している。

「そんな顔してませんよ？」

「そう？　しゃべりたいな。宝生さんがどれだけ奥さんにべた惚れだったか」

「やめてください！」

　こんなに慌てている太一さんを見たのは初めてだった。でも、副社長まで太一さんの気持ちを知っていたの？

「遅くなりましたが、ご結婚おめでとうございます。宝生さんなら間違いないですよ。長い付き合いの私が保証します」

「ありがとう、ございます」

「あぁ、もう。会議に遅れます」

「そうだった。それでは失礼します」

　珍しく顔を真っ赤にした太一さんは、副社長を促してエレベーターに向かった。彼は私にだけ見えるように、背中のうしろで手を振る。それがなんだか秘密のやり取りのようで、ドキッとした。




　その日は比較的早めに帰れたため、太一さんの好きなビーフシチューを煮込みながら、ふと思いついた山村さまの装花のスケッチをしていた。

　メインテーブルのイメージ図を描きながら、宮城副社長の『宝生さんがどれだけ奥さんにべた惚れだったか』という言葉を思い出した。

「そんなに？」

　副社長となにを話していたのかな。

　ひとりが好きだとこぼしていた太一さんだけど、副社長には心を開いているように見えた。おそらく、仕事でタッグを組むうちにそうした関係を築いていったのだろう。それに宮城副社長も御曹司らしいので、似たような境遇でわかり合えるのかも。

　山村さまも、幸せな新婚生活になるといいな。

　プランナーに話を聞いていると、挙式後すぐの新婚旅行でケンカをして入籍もせず別れてしまう人たちもいれば、教会に別の女性が乗り込んでくるというドラマのようなケースもあったとか。ひと口に〝結婚〟と言っても皆それぞれで、そのあとの人生がどうなるかなんて誰もわからない。

　私は電撃的に結婚を決めて太一さんのもとに嫁いだ。忙しさゆえすれ違いはあるけれど、心の結びつきは強く感じる。彼は私を大切にしてくれるし。

「愛してくれるもんね」とつぶやいた瞬間、圧力鍋が蒸気を噴き出し始めてびっくりしてしまった。




　二週間後。私はできあがった装花のスケッチを携えて、ローズパレスを訪ねた。

　挙式スケジュールの相談をしていた梓さんとバトンタッチして相談ブースに向かったが、息が止まった。

　新婦と一緒に来ていた新郎が、仕事を始めた頃に別れた元カレ、山村正まさ也やさんだったからだ。珍しい苗字でもないので、まさか彼だとは思わなかった。

　彼の顔を見た瞬間、別れたときのことが鮮明によみがえってきて胸が苦しくなる。

『お前は仕事と俺とどっちが大切なんだ。俺は真剣に結婚も考えてるのに、花の話ばかり。俺がどれだけ傷ついてるかわかってるのか？　花のことしかわからない欠陥人間だな』

　そう冷たく言い放たれて固まった。

　たしかにあの頃は、念願のフローリストになれて楽しくてたまらなかった。

　私にしてみれば、恋も仕事も頑張りたい時期だったけど、三つ年上の彼は私に大切にされていないと感じていたのだろうと今では理解している。けれども『欠陥人間』という言葉には深く傷つき、それから太一さんに出会うまでは、恋なんて考えもしなかった。

　苦い経験を思い出したくないのでできれば再会したくなかったが、これは仕事だ。

　新婦に余計なことを勘づかれないようにとっさに笑顔を作り、名刺を取り出した。

「初めまして。フローリストの重森です。装花とブーケを担当させていただきます。よろしくお願いします」

　同じように驚いた様子の彼は、私をじっと見つめたまま名刺を受け取る。

　私は「失礼します」と声をかけてからふたりの向かいの席に座り、大きく息を吸い込んでから話し始めた。

「早速ですが、先日奥さまから希望される装花のイメージをお聞きしまして、スケッチを持ってまいりました」

　冷静に！と自分に言い聞かせて言葉を紡ぐ。

　新婦は早速スケッチを手にして熱心にのぞき込んでいる。しかし正也さんはスケッチには目もくれず、私を凝視していた。

「ねぇ、正也さんも見て」

「おぉ」

　新婦が彼に話を振ると、ようやく視線を外してくれた。

「フローリストは他にもおりますので、お気に召さないようでしたら交代しますよ」

　自分から交代の提案をするなんて初めてだ。

　私たちはお客さまの要望を実現するのが仕事なので、提案した装花がイメージと違えば何度でも作り直す。そのため、装花が気に入らないという理由でフローリストが交代するケースはあまりない。しかし、今回ばかりはそのほうがスムーズに運ぶと思ったのだ。

「交代なんてとんでもない。私、すごく気に入りました。希望通り淡い感じに仕上げていただいていますし、このゲストテーブルのお花も素敵だわ」

「ありがとうございます」

　目もく論ろ見み通りに交代とはならなかった。仕事がうまくいったのにがっかりするなんて複雑だった。

「使う予定の花の写真もお持ちしました。こちらで完全に決定というわけではなく、今後決まってまいります披露宴会場の演出によって少しずつ変更を入れさせていただく予定です。もちろん、その都度ご確認いただきますので、ご安心ください」

　私は話をしながらふたりの前に小さなアルバムを出した。これには使う予定の花の写真をピックアップしてあり、いつもお客さまに提示している。

「こちらのような淡いオレンジとクリーム色、そしてベージュピンクのバラを交ぜて使おうと考えています」

「こんな色のバラがあるなんて知りませんでした」

「このベージュピンクのバラは、ブライダルの分野ではとても人気があるんですよ」

　新婦との話は盛り上がるものの、正也さんは口を閉ざしたまま。

　付き合っていた頃は私より話す人だったけど、彼女の前ではいつもこうなのか、それとも私がいるからなのか判断がつかない。私を拒否するならしてほしいのにその意思表示すらないため、なにを考えているのかまるでわからなかった。

　そのあとも、正也さんは新婦の話に相槌を入れるくらいで、自分の意見はまったく主張しない。

　結婚式に興味がない新郎もいるにはいる。しかし、彼は私の着る服にもあれこれ文句をつけたがるような人だったので拍子抜けした。

「それでは装花はこちらのイメージでお作りするということで、あとはブーケですね。ドレスはお決まりですか？」

「いえ、それがまだなんです。さっきも試着させてもらったんですけど、正也さんと意見が分かれて迷っていて。お色直しのドレスも決めないと」

「そうでしたか。一生に一度の晴れ舞台ですので、ぜひ悩んでください。奥さまならかわいく着こなされると思いますよ」

「ありがとうございます」

　新婦と話をしながら、ドレスについては口出ししているんだなと、考えていた。




　何事もなく接客は終わり、梓さんにあいさつをしたあとそそくさとローズパレスを立ち去った。

　ル・ブルジョンに戻って、せっせと水替えをしながら考える。

　まさか、元カレの結婚式の手伝いをするとは。

　新婦は幸せそうだったけれど、正也さんはあまり笑顔が見られず、新婦に質問されてもひと言ふた言返すだけ。結婚式の前は幸せの絶頂で、テンションが高い人が多いのに、弾んだ声ひとつ聞けなかった。

「私、だからか……」

　思いがけず私が現れたから、はしゃいだ姿を見せられなかったのか。そうだとしたら、やはり交代したほうがいいのかも。

　とはいえ、新婦は私の装花を気に入ったみたいだし、どうしたものか。正也さんと付き合っていたと知られて、もめごとになっても困るし……。

「重森、どうかした？」

「ん？　なんでもないですよ」

「けどお前、その辺のはさっきも水を替えてなかった？」

　西田さんの鋭いつっこみにハッとする。

「そうでしたっけ」

「うん。心ここにあらずだけど、ローズパレスでなんかあった？」

　彼の質問に目が泳ぐ。

「西田さん。もしかしての話ですけど……。私が請け負っている結婚式の装花、担当交代してくださいとお願いしたら、スケジュールに余裕はありますか？」

　奥さん身重だし、忙しくなると困るかな。

　彼はあれからすっかり元気を取り戻して、まだ生まれてもいないのに親バカ全開。赤ちゃんのエコー写真を持ち歩き、ことあるごとに眺めてニタニタしている。やっぱり素敵なパパになると思う。

「交代してくれって言われたの？」

「そうじゃないんですけど」

　さすがに理由は説明できない。

「だよなあ。重森の装花が気に入らないなんてよっぽどだし、今回は梓さんのプッシュもあったんじゃなかったっけ？」

「はい。新婦さんのイメージに、私の装花がぴったりだと」

「ならどうして……。まさか、新郎にセクハラされたとか？」

　声を大にする西田さんに慌てる。たしかに、過去にはとんでもない女たらしの新郎にしつこく誘われたプランナーもいて、西田さんもその話を承知している。

「あぁっ、違いますよ。ちょっと予定を詰めすぎてしまって。風邪でもひいたら困るな、なんて。あはは」

　冷や汗たらたらで嘘を並べてしまった。

　ごめんなさい、西田さん！

「そうか。働きすぎだぞ。万が一ヤバいときは手を貸すから、遠慮なく言ってこい」

「ありがとうございます」

　私は引きつる笑顔でお礼をしてから、再び作業を続けた。

　あちらから希望を出してくれない限り、担当交代は無理か。私を気に入ってくれているのに、こちらから断るのも失礼だ。それに、他のフローリストも皆それぞれ仕事を抱えているし、個人的事情で押しつけるわけにはいかない。

　フローリストはプランナーと違い、装花の部分だけ携わればいい。お互いに新しいパートナーと人生を歩いているわけだし、過剰に気にしないようにしよう。

　頑張るか。

　私は気合を入れ直した。




　翌週の土曜日。私はローズパレスに向かうことになった。

　本当なら休みのはずだったが、山村さまの次の打ち合わせが急きゅう遽きょ今日に変更になったのだ。

　こうした変更は時々あるし、いつもならなんでもない。しかし今日は、気を抜くと眉間にシワが寄ってしまう。

　行きたくないな……。

　正也さんの顔を見ると、どうしても欠陥人間と罵られたのを思い出すのだ。

　装花の仕事が大好きな私が、こんな感情を持つのは初めてだった。

「朝食はテーブルです。温めて食べてください。あとは……昨日郵便が来ていたのでそれもテーブルに。洗濯機が回ってますけど、乾燥までセットしてあるのでそのままで大丈夫です」

　出かける前に重い気持ちを払拭するために、思いついたことを次から次へとしゃべる。

「うん。ありがと」

　昨晩、午前一時を過ぎてから帰ってきた太一さんは、寝ぼけ眼まなこなのに私を見送りに立ってくれた。寝ていればいいと言っても、行ってらっしゃいのキスをすると譲らない。

「十二時くらいには帰ってこられると思います」

「ローズパレスだよね？　迎えに行くから終わったら電話して」

「疲れてるのにいいですよ」

　きっと朝食を食べたらまた寝るはずだ。

「疲れてるから、紬で癒されたいんだろ。昼飯は外で食おう」

「わかりました」

　彼の優しさに素直に甘えることにした私は、靴を履いてバッグを持った。

「紬、行ってらっしゃい」

　彼は私の腰をグイッと引き、触れるだけのキス……と思いきや舌まで入れてくる。

「ちょっ……」

「昨日抱けなかったし」

「毎日しなくても！」

　私が目を白黒させているのを楽しんでいる気がしなくもないけど。

「紬、表情が硬いぞ。いつもならもっと真っ赤になるのに」

「真っ赤ですよ？」

　あれっ。乗せられておかしなことを口走ったかも。

「そっか。真っ赤か……」

　肩を震わせる太一さんは、もう一度私の唇を覆う。今度は触れるだけの軽いキスだった。

「俺、花のことはさっぱりだけど、相談に乗るくらいはできるよ。今日のお前は、ちょっと変だ」

　まさか、不安な気持ちを見破られているとは思わなかった。

「変じゃないです」

「それじゃあ無意識？　俺の目を一度も見ないし、すごく饒舌なんだけど」

　たったそれだけで様子がおかしいと察したの？　彼が起きてきて、まだ十五分も経っていないのに。

「紬」

　彼は私の顎に手をかけ、視線を合わせる。

「花に相談するくらいなら、俺にして」

「……そうですね。でも、装花の件で頭がいっぱいだっただけです。もし困ったら、太一さんに聞いてもらいます」

「うん」

　彼はもう一度キスを落とすが、どこか心配げだった。

「行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　過去を引きずっていてはダメだ。太一さんが心配する。旦那さまが私を認めてくれているのだから、欠陥人間とさげすまれたことなんて気にしなければいい。フローリストとしての仕事を淡々とこなすだけ。

「よし」

　エントランスを出てからマンションを見上げる。太一さんが見ている気がしたからだ。

「行ってきます」

　高すぎて階層を数えることもままならないので、小声でもう一度告げてから歩きだした。




　ローズパレスに到着してすぐに、梓さんと簡単に打ち合わせを始めた。どうやら山村さまは別のプランナーと引き出物の相談をしているらしい。

「急にごめんなさい。助かったわ」

「お客さまのご要望ですから」

　梓さんが申し訳なさそうに手を顔の前で合わせるけれど、彼女も突然出勤になったのではないだろうか。

「ウエディングドレスはこれ、お色直しはこのドレスについさっき決まりました。ブーケのことはよくわからないとおっしゃっているんだけど……」

　ウエディングドレスはスカートがふわふわのプリンセスライン。カラードレスは、淡いピンク地に小花の刺し繍しゅうが施されたビスチェタイプ。こちらはＡラインだ。

「どちらのドレスもかわいらしい雰囲気ですので……。ウエディングドレスは白とグリーンのラウンド。披露宴はもう少し色味を入れたクラッチなんてどうでしょう」

「最近、クラッチが人気ね」

「そうですね。仰々しくなくてかわいらしいですから」

　クラッチブーケは茎を長く取りリボンで束ねたものだが、私たちが作るブーケはもちろん適当に束ねるわけではなく、全体の色のバランスや花の大きさなどを考慮する。しかしラウンドブーケのようにワイヤーなどを駆使して制作するものとは異なり、摘んだばかりの花を束ねたようなカジュアル感を演出できるからか、最近は人気が高い。

「モーヴ系のダリアあたりを使うと、華やかかつ洗練された雰囲気が出るかもしれません」

「いいわね。重森さん、提案してみて」

「わかりました」

　一応、いろんな写真は用意してきている。私は待っている間に、イメージに合いそうな写真を何枚か選んでおいた。

　引き出物の打ち合わせが終わったあとは、私の出番だ。

「失礼いたします」

　接客ブースに入りふたりの対面に座ると、正也さんが私に視線を送った。

「無事にドレスがお決まりになったようですね」

「はい。素敵なものばかりで迷ってしまって、プランナーさんに無理を言ってたくさん試着させていただきました」

　ドレスは女のあこがれだ。新婦のテンションが高い。

「決まったドレスの写真は拝見しました。奥さまによく似合いそうです」

「そんなことはいいから話を進めてもらえる？」

　唐突に正也さんが不機嫌な様子で口を挟む。

「申し訳ありません。ブーケのことはよくわからないとお聞きしておりますので、ドレスを拝見しましていくつか提案させていただきます。まずはウエディングドレスのときのブーケですが――」

　私が話し始めても、正也さんは心ここにあらずという感じでボーッとしたまま。新婦はそっけない正也さんの様子をうかがっているが、特になにか指摘するわけでもない。打ち合わせで新郎新婦の意見が合わずケンカになるケースもまれにあるものの、険悪な雰囲気で話しづらかった。

　けれども、そこは笑顔で話を進める。

「いいですね。どっちのお花がいいかなぁ」

「任せればいいんじゃない？　この人、プロなんでしょ？」

　新婦が悩み始めると、正也さんは冷たく突き放す。

「お任せいただいても構いませんが、あれこれ悩む時間もいい思い出になります。一生に一度の晴れ舞台ですので、奥さまの願いを叶えて差し上げませんか？」

　さすがに奥さまが不憫になって彼に提案すると、プイッと横を向いてしまった。

　なにをそんなに怒っているのだろう。私が担当だから？　だとしたら新婦に申し訳ない。

　とはいえ、どうしたらいいのかわからない私は、新婦と話を進めた。しかし、その途中でスマホに触れていた正也さんが立ち上がるので、新婦の顔が青ざめる。

「悪い。急な仕事の依頼だ。あとは任せるよ」

　彼はそう言い残して、そそくさと出ていった。

「ごめんなさい」

「いえっ。大丈夫ですか？」

　新婦が悲痛の面持ちなのが気の毒だ。

「はい。彼、本当は私と結婚したくないのかもしれません」

「そんなことは……」

　慰めようとしたけれど言葉が続かない。あんな態度をとられたら、誰だって不安になる。

「私たち、親同士が決めた結婚なんです。それでも彼は結婚を拒否しなかったし、少しは好いてくれていると思っていたんですけど」

　うっすらと涙を浮かべる彼女にハンカチを差し出す。

「失礼ですが、いつもこういう感じでいらっしゃるんですか？」

「どこかぎくしゃくしたところはありました。でも、恋愛結婚ではないのでそれが普通なのかなと思っていたんです」

　たしかに、出会ったばかりの頃なら、互いを知るのに多少の時間が必要だろう。私も最初は太一さんの気持ちがよくわからず、不安な日々を過ごしたのだし。

　けれども、結婚式の話し合いをしているこの時期に、このような態度なのはどうかと思う。

「結婚式の打ち合わせが始まってからはさらに不機嫌で。仰々しいことが嫌いなら式自体やめようかとも思ったんですけど、やっぱりドレスが着たくて。でも、このままならキャンセルしたほうがいいかもしれませんね」

　正也さんは迷いがあるまま具体的に話が進み始めて、腰が引けたのだろうか。それならそれで彼女と話し合えばいいのに。あんな態度はあんまりだ。

「キャンセルはもう少しお待ちになって、旦那さまとお話しになってはいかがでしょう。ドレスが着たいというお気持ちは、同じ女としてよくわかります。わかっていただけるといいのですが」

　私自身の結婚式は、太一さんの招待客のスケジュール調整が必要なので少し先になる。でも、彼は『好きなドレスを何着でも着ていいぞ』と常々話していて、私があこがれている気持ちを大切にしてくれる。さすがに彼女がかわいそうだった。

「そう、ですね」

「ブーケの件も、次回にしましょう。旦那さまがこうした話がお嫌いなら、打ち合わせは奥さまだけでも大丈夫ですし。プランナーを呼んでまいりますので少しお待ちください」

　ここから先は、よりふたりを知っている梓さんに任せたほうがいいと判断して席を立った。そして梓さんに今の一件を耳打ちすると目を丸くしている。

「そうだったの……。旦那さまが乗り気じゃないのはなんとなく感じてたけど、まさかそこまでとは」

　彼女は腕を組み、考え込んでしまった。

「奥さまが痛々しくて、お話を先に進められません。ブーケの打ち合わせは次回にということで」

「了解です。お休みに呼び出したのにごめんなさい」

「いえいえ。それでは失礼します」

　予定より二十分ほど早い十一時に、私はローズパレスをあとにした。




「太一さんに連絡しなくちゃ。寝てるかな……」

　ローズパレスから少し離れたところでスマホを取り出すと、スッと前に立ちふさがった人がいて顔を上げる。

「紬」

　私の名を呼んだのは、正也さんだった。

　仕事だったんじゃないの？

「なんでしょう」

「ちょっと話がある」

　彼は眉をひそめて私を見つめる。

「私は話なんてありません。失礼を承知で申しますが、奥さまをもっと大切にしてください。それでは」

　歩きだすと腕を引いて止められた。こんな現場を新婦に見られたらまずいのに、なにを考えているの？

「俺はあるんだ」

　このままでは解放してもらえそうにないと感じた私は、「わかりました」と返事をした。この先、挙式をどうするつもりなのか。そして、私が担当であることをどう考えているのか聞きたかったのもある。

「そこのカフェでいい？」

「はい。でも約束があったので電話を入れておいてもいいですか？」

「うん。先に行って待ってる」

　彼が店内に入っていくのを見送ったあと、スマホの画面に太一さんの電話番号を表示させる。

　どうやって話そう。仕事が押していて遅くなりそうだと嘘をつく？

　ううん、今朝、困ったら相談すると約束したじゃない。あれほど心配してくれる彼に嘘をついて正也さんとふたりで話をしたりできない。

　そう考えながらボタンを操作した。

『もしもし、紬。終わった？』

　ツーコールで出てくれた太一さんの声がハキハキしている。寝起きではなさそうだ。

「はい。でも、呼び止められてしまって――」

　私は正直に、今までのいきさつをかいつまんで話した。今回担当するカップルの新郎が元カレだったこともすべて。

『それで、変だったのか』

「黙っててごめんなさい。でも彼とはもうなんの関係もないし、仕事だからいつものようにすればいいと思っていたんです」

『……どこのカフェ？』

　しばらく考え込んだ彼が尋ねてくる。

「ローズパレスの裏通りにあるパンケーキが有名な……」

『あぁ、あそこか。俺も行く』

「いえ。ひとりで大丈夫です。自分で解決したいんです。終わったらまた電話を入れるので、今度は迎えに来てください」

　自分できちんと向き合わなければ、装花を担当できない。新婦にこれ以上悲しい思いをさせたくない。

『そっか。待ってる』

　彼は私の意見を尊重してくれた。

　電話を切ってから、深呼吸をして気持ちを整える。正也さんがなにを話すつもりなのかまるでわからない。もしかしたら私への悪態かもしれないし、装花の担当を代われと要求されるのかも。なんにせよ逃げても状況は悪くなるだけだと、足を進めた。

　店内に入ると、彼は一番奥の四人掛けの席にいた。もう注文を済ませていて、コーヒーとサンドウィッチが並んでいる。

「お待たせしました」

「うん。飯は？」

　メニューを差し出されて受け取る。

「私は飲み物だけで。山村さん、お仕事じゃないんですか？」

「なに、そのよそよそしい呼び方」

　だって、もう他人でしょ？と反論したかったものの、彼を怒らせずに話がしたいと考えて従った。

「それじゃあ正也さん」

「仕事は嘘。あんな打ち合わせ、かったるいだろ。そもそも式なんてしなくていいし」

　そんな言い方はひどいと思いながらも、平静を装う。そしてひと呼吸入れるために注文をしようと、ウエイトレスに軽く手を挙げて合図を送った。

「ブレンドを」

「承知しました」

　緊迫した空気が漂っているので、ウエイトレスの笑顔を見るとホッとする。

　それからしばらく沈黙が続いた。

「なんの用ですか？」

　彼が黙りこくったままなので、私から質問した。早く解放されたいからだ。

「まだフローリストやってるんだな」

「そうですね。天職なので」

「天職ね……」

　意味ありげにため息をつく彼は、コーヒーを口に運ぶ。やはり、私が彼ではなく仕事を選んだのを根に持っているようだ。

「まさか、紬が担当だとは。知ってて引き受けたのか？」

「そんなわけがありません。気に食わないなら降ろしてください。うちの店には他にもたくさんフローリストがいますので、すぐにでも交代します」

　そんなに不機嫌なら、即そうしてほしい。

「無理だろうな。由ゆ実みが気に入っているみたいだし」

　その答えを聞いてがっかりした。

　それから私も運ばれてきたコーヒーをのどに送る。この人と付き合っていて楽しい時間があったとは信じられないくらい、ここにいるのが苦痛だった。

「それでしたら、もう少し奥さまの話に耳を傾けては？」

「まだ入籍してないから、奥さまじゃない」

　それはわかっているけれど、ローズパレスではそういう接客をするのだ。むしろそう呼ばれるのを喜ぶお客さまが多いのに。

「わかりました。私や由実さんの提案に気に入らないところがありますか？」

「あるね。元カレに再会したのに眉ひとつ動かさず淡々と接客している紬が信じられない」

　私はあなたがなにを怒っているのかわからないわよ。

「昔のことは関係ないじゃない。結婚するんでしょ？」

「気が変わった。結婚はやめようと思う」

「そんな！」

　声が大きくなってしまい、口を押さえる。

「どうして？」

「俺がお前と別れて、どんな気持ちだったかわかる？」

　今さら昔の話を蒸し返すの？　振ったのはあなたよ？

「わかりません」

　由実さんのことをなんだと思っているのかと、私は腹を立てていた。

「仕事ばかりのお前に少し強く言えば退職すると思った。でも、お前はあっさり別れを選んで連絡すらよこさない。泣いてすがれば許したのに」

　あっさり別れを選んだ？　泣いてすがれ？　そもそも、どうして上から目線なの？

　このとき私は、正也さんとの別れを選択して心底よかったと思った。あの頃は彼の発言に打ちのめされて自分を責め、食事ものどを通らず体重が落ちるくらい悩んだのに。あの時間がもったいなかった。

「私はあなたより仕事が大切だった。それだけです」

　怒りで血管が切れそうだったが、ぐっとこらえて言葉を紡ぐ。

「は？」

　彼は不機嫌を隠さず、眉をひそめる。

　そういえば、いつもこうだった。気に入らないことがあるとあからさまに顔に出す彼にびくびくしていた。しかし恋は盲目とはよく言ったもので、それでも彼のことが好きだったのだ。

「お前のせいで、俺の人生計画はメチャクチャだ。あのとき、お前が仕事を辞めたら結婚するつもりだったのに」

　そんなことを今さら言われても困るだけだ。

「正也さんは由実さんという伴侶を見つけたでしょ？　私も結婚してるんです。昔の話を蒸し返してなんの意味があるの？」

「結婚してるのか？」

　彼の目が大きくなった。

「少し前に。仕事では重森姓を使っているだけ」

「相手はどんなヤツなんだよ。職業は？」

「外資系の会社で経営コンサルタントをしている人です」

　どうして彼に説明しなければならないのかとうんざりもしたけれど、この先も付きまとわれるのが嫌で明かした。適当に嘘をついていると思われたくなかったのだ。

「経営コンサルタント？　なるほど金持ちか」

　それ、どういう意味？　こんなひねくれた人だったっけ？

「そうね。彼は日々勉強を怠らない真面目な人で、クライアントからの信頼も厚いし、それなりの稼ぎはあるかと」

　正直なところ、いくら稼いでいるのかは知らない。それに将来の太平物産の社長なのだから、この先もお金には困らないだろう。でも私は、贅沢がしたくて太一さんと結婚したわけではない。

「金に目がくらんだか。どうせ、旦那も金にものを言わせるようなヤツなんだろう？」

　なにを勝手に決めつけているの？　私は太一さんが御曹司だからこそ結婚を躊躇したし、彼もまたそういう立場だから私に苦労させるかもしれないと心配していたくらいなのに。

「彼、ファミレスのハンバーグをすごくおいしそうに食べるの」

「は？」

「彼は大きな会社の跡取りです。でも、親のすねをかじるばかりなのが嫌で節約もして、学生の頃はたくさんバイトもしたって。今でも勉強を怠らず、朝から何紙もの新聞に目を通しているわ。努力して手に入れたものまでお金持ちだからで済まされるのは、私が悔しい」

　太一さんはなにも言わないけれど、〝恵まれた環境に生まれたから〟で済まされて、努力を見てもらえないこともあっただろう。それでも腐らず、成功している今でもまだ自分を高めようとする姿勢を私は尊敬している。

「主人をさげすむのは、私が許さない。由実さんを悲しませることしかできないくせに、大きな口を叩かないで」

　少し大きめの声で言い放ったせいか、近くの席の人たちの注目を浴びてしまった。しかし、我慢も限界だった。

「泣いてすがるほどの価値があなたにある？　どうしてそんなに性格が曲がっちゃったの？」

　別れたとき冷たい言葉を吐かれたとはいえ、ここまでひどい人ではなかったはずだ。

「お前のせいだろ!?」

「他人のせいにするの？」

　なんでこんな嫌な気分にならなければならないの？　今頃太一さんとランチを楽しんでいるはずだったのに。

「それで、いったい彼女になんの用だったんですか？」

　突然背後から声がして目を瞠る。振り向くと、眉尻を上げ視線を鋭くとがらせた太一さんが立っていた。

「俺にはまだ未練がある、よりを戻してくれ、とすがりつくおつもりですか？　みっともない。婚約者がいるのに最低ですね」

「あんた誰？　失礼だろ」

「失礼なのは私の妻に暴言を吐くあなたです。あなたとは違って曲がったことは絶対にしない彼女を穢けがすのはやめていただけますか？」

　目の前の彼が私の夫だと気づいた正也さんは、表情を曇らせる。

「彼女はあなたには高たか嶺ねの花すぎます。私も必死に彼女を落としましたから、暴言を吐いて支配したいだけのあなたには無理でしょう」

　太一さんは私の肩を抱き、余裕の笑みを浮かべた。

「女は力でねじ伏せて支配しても輝きを失うだけ。愛して輝かせるのが男の役目だ。私は今後、ますます彼女に愛を注ぐつもりです。あなたに出る幕などない。彼女の飲み物はこれで。紬、行こうか」

　太一さんはテーブルの上に一万円札を置いてから私を促す。

「待て……」

「悔しければ成功してから来い。金がどうとか、やっかまないくらいになってからね」

　鋭い声で一蹴した太一さんは、私の肩を抱いたままカフェをあとにした。




「太一さん、ごめんなさい」

「謝らなくていい。頼ってくれてうれしかったよ」

「いつ来たんですか？」

　どこから聞いていたの？　電話をしてからそんなに経ってないよ？

「実は近くの別のカフェで仕事が終わるのを待ってたんだ。紬が俺を褒めてくれたあたりかな」

　うわっ、恥ずかしい。でも、私が自分で対たい峙じしたいと訴えたから、ギリギリまで出てこなかったのかもしれない。

「そう、ですか……」

「なに照れてるんだよ。光栄だったよ」

　彼は私に優しい眼差しを向け、微笑む。私は本当のことを言っただけ。

「はい。でも、由実さんどうなるんだろう」

　正也さんは結婚をやめると口走っていたが、由実さんは彼の態度に不安を抱きつつも結婚式を楽しみにしているようだったのに。

「神のみぞ知るかな。このまま結婚に突き進んでも、破談にしても、その後の人生がどうなるかは自分次第だ。紬はあの人と別れてフローリストとして輝いただろ？」

　そっか。別れが悪いというわけでもないのか。彼との結婚を選ばなかったからこそ、太一さんとの幸せがある。

「輝いている紬を見て、俺は必死になったわけ」

「必死だなんて……」

　と言いつつ、彼がお見合いをセッティングしてくれたことや、百八本のバラでプロポーズしてくれたことを思い出していた。

「なにニタニタしてるんだよ」

「してませんよ？」

「いや、してた」

　私の頬を軽くつねり弾けた笑みを見せる太一さんは、やっぱり素敵な旦那さまだ。

「飯食ったら出かけよう」

「はい、どこに？」

「キャンプ」

「は？」

　準備をなにもしてないのに？

　キョトンとしていると、彼は黒のジープの前で足を止める。どうかしたの？と思っているうちにドアロックが解除された。

「明日、休みだろ？　準備は俺がしておいた。特上の牛肉買ってきたから焼いて食うぞ」

「ちょっと待って。この車は？」

　彼はセダン型のＢＭＷに乗っているのに。

「あれっ、話してなかったっけ。これも持ってるんだ。でも、ずっとキャンプに行けてなかったから駐車場で眠ってた。整備はしてあるから大丈夫」

　キャンプ用の車？

　あんぐり口を開けて彼を見ていると、クスッと笑われた。

「唯一の趣味だから、金にものを言わせてみた」

　そこも聞いてたんだ。

　しかし、自分で稼いだお金で好きなことをしているのだから誰も文句なんて言えない。しかも贅沢三ざん昧まいの暮らしという人でもまったくないし。

「スケールが違う……」

「そこは凝り性って言ってくれる？」

　助手席に乗り込もうとする私に、彼は目を細めながら手を差し出してくれた。相変わらずスマートだ。




　ひとりキャンプが趣味で、そのための車まで買ってしまう彼のキャンプ愛はすごかった。

　一時間ほど車を走らせて郊外のキャンプ場に到着すると、あっという間にテントを立てた。普段は料理も手伝う程度なのに、完全に主導権を握る。

　彼は香りがいいというナラ材の薪まきを使い、かなり厚みのある牛肉を焼いてくれた。

「なにこれ。メチヤクチャおいしい」

　レアに焼いて岩塩とコショウを振っただけなのに、高級レストランにも劣らないおいしさに感嘆のため息が出る。

「だろー。これが病みつきになるんだって。大自然の中で食べると、なんでもうまい」

　たしかに澄んだ空気を吸い、美しい景色を見ながら食べるお肉は最高だ。

　彼はチーズリゾットやエビのアヒージョまで作ってくれて、私はせっせと野菜を焼いていただけ。

「あぁ、幸せ」

　あんなに嫌なことがあったのに、もう心は幸福で満たされている。これも太一さんのおかげだ。

「俺も。ずっとひとりが好きだったけど間違いだった。紬と一緒が一番楽しい」

　お肉を口に運ぶ彼は穏やかな笑みを浮かべる。

「私も、太一さんと一緒にいられて楽しいです。結婚してよかった」

　まだまだ私たちふたりの人生は長い。この先、ケンカもするだろう。けれども、彼との結婚を後悔することだけは絶対にないと感じた。

「紬って、ナチュラルに俺を煽るよね」

「ん？」

「今日は声、我慢できる？」

　あっ、寝袋のことなんてすっかり頭から飛んでいた。

「し、しませんよ？」

「我慢しないの？　それは大胆」

「そのしないじゃない！」

　彼を肘でつっつくと、大きな声で笑われた。




　なんとか彼をなだめてエッチは勘弁していただけることになったが、食後は大きな石にふたり並んで腰かけて星空を見上げながら何度も優しいキスをされた。

「俺、今年いっぱいで会社を辞めようと思う」

「そっか……」

　修業のときは終わり、いよいよ太平物産で今までの経験を生かすことになるのだ。近いうちにそうなると感じていた私は、特に驚きもしなかった。

「まずは太平物産のどこかの部署に所属して、会社の全体を把握する。そのあと役員にという流れになると思う」

「はい」

　彼は私の頭を自分の肩に寄りかからせて、何度も髪を撫でる。

「宮城グループのパーティを見ただろう？　あんな世界が待っている。いろんな会社の上層部の人間との付き合いばかりになるし、紬にも顔を出してもらう機会もあると思う」

　先日、竹内さんの家で催されたパーティを思うと、うんざりした気持ちにもなる。しかし一方で、宮城副社長のような気さくで優しい人もいる。まだ出会ってもいない人のことを考えて胃を痛くしても無意味だ。

「作り笑いがうまくならなくちゃ」

「はははっ。まあ、多少はね。けど、紬はずっと紬のままでいてほしい。人として折れるべきでないと思ったときは、遠慮なく意見を主張して。それで付き合いが切れるなら、それだけの縁だったということ。俺は紬との絆きずなはなにがあっても切れないと思ってるけど」

　彼は私の顔をのぞき込み、頬を緩める。

　もちろん私もそう思ってる。太一さんと同じ時間を過ごせば過ごすほど、心の結びつきが強くなっていくのを感じる。

「はい。でも仕事はまずくないですか？」

「もちろん、ビジネスは駆け引きがあるから、ときには嘘も方便になる。でも、よくない縁にしがみつくつもりはない。今までも、不誠実な相手とはすっぱり手を切ってきたけどそれで困ったケースはないし、共倒れを回避した経験すらある」

　なるほど。彼の場合、取引額の大きさとか社会的影響とかより、誠実か不誠実かが重要なのだろう。人を見る目があるということなのかも。

「私は太一さんを信じてついていくだけです」

「ありがとう、紬」

　私の額に唇を押しつけて、彼は続ける。

「結婚前にも言ったけど、紬に苦労――」

　私は彼の口を指で押さえて遮った。

「太一さんと一緒なら、苦労もいつか喜びに変わります。太一さん、小さい頃から後継ぎとしての期待を背負わされて、苦しいこともあったんじゃないですか？　でも、それを乗り越えるために努力を重ねてきたから今があるんです。私、太一さんがただのお金持ちの坊ちゃんだったら結婚してませんよ？」

　私は庶民が性に合ってるもの。ただ、彼の努力を花開かせるための苦労なら喜んでする。それだけ人としての魅力がある人だから。

「そっか。頑張ったから最高の奥さんがここにいるのか」

「あれっ、私のハードルが上がってません？」

「気のせいじゃない？」

　とぼける彼は、「紬」と甘い声で私の名を呼び、もう一度口づけを落とした。




　ふたりキャンプは最高に楽しかった。充電できたからかその後の仕事も絶好調。

「重森、ヘルプ！」

　西田さんが私を呼んでいる。

「どうしました？」

「今日の挙式のブーケが間に合ってない。ブートニアのほうを手伝ってくれ」

　そういえば、希望の花がいつもの市場に入荷せず、別の市場まで足を延ばしたと聞いた。そのせいで時間が押しているようだ。

「了解です。イラスト見せてください」

　西田さんは私にイラストを渡して作業を続ける。

「重森なら間違いないから」

「ん？」

「一応、俺指名の仕事だけど、重森ならこの通りに仕上げる技術がある。お前にしか頼めないってこと」

　私を認めてくれたの？

「ありがとうございます！　このお礼はハンバーグランチで大丈夫ですよ」

「タダじゃないのかよ」

「当然です」

　なんて笑いながらも、西田さんには感謝している。ただの花好きの私をフローリストに育ててくれたのは紛れもなく彼だ。

「最近、生き生きしてるな」

「そうですか？」

　それは無自覚だ。

「うん。セレブ感が漂ってきて天てん狗ぐになるかと思いきや、大丈夫なのかとやきもきするほど前のままだし。自然体でいられるいい結婚したんだろうなと思って」

　そんな心配をしていたのか。本当の妹のように気遣ってもらえてありがたい。

「あはは。鼻が伸びてきたら、西田さんにへし折られそう」

「おぉ、スパーンといくから」

　彼がニヤリと笑うので、鼻を押さえた。

「早く式を挙げろよ。ル・ブルジョンの売り上げに貢献してくれ」

「あれっ、社割ききません？」

「ル・ブルジョンはあるところからはむしり取る主義なんだ」

「えー」

　彼はクスクス笑っているが、なかなか結婚式を挙げられない私を気遣ってくれているのはわかっている。

『西田さんに選ばれたお花なんだからね。自信を持って輝いてね』

　私は心の中で唱えながら、作業を進めた。




　その後、西田さんは別のフローリストと納品に向かった。私がバックヤードでバラの棘切りを始めると、ローズパレスの梓さんから電話が入った。

「お待たせしました、重森です」

『桐生です。重森さん、山村さまが結婚式を延期したいと言いだされたの。今、奥さまがおひとりで来られていて……』

　それを聞いた途端、肌が粟あわ立だつ。正也さんは本気で結婚をやめようとしている可能性がある。

「そうでしたか」

　梓さんと話しながら手が震えていた。由実さんの人生を私が台無しにしたのではないかと怖かったのだ。

『それで、重森さんと話がしたいとおっしゃっているんだけど、時間作れないかしら？』

　もしかして、私と正也さんの関係を耳にしたのかもしれない。そうでなければ、プランナーの彼女と話せばこと足りるはずだ。

「今日はバックヤードの仕事だけですので、多分大丈夫です。今からうかがいます」

『いつも無理を言ってごめんなさい。お願いします』

　電話を切ったあと、店長に許可をもらいローズパレスに向かった。しかし、由実さんに対して申し訳ないという気持ちで動揺を隠せない。

　私はワゴンを途中の公園の駐車場に停めて、太一さんに電話を入れた。仕事で飛び回っている彼はつかまらないと思っていたのに、意外にも三コールで出てくれた。

『紬？　珍しいな、どうした？』

「仕事中にごめんなさい。今、大丈夫ですか？」

『うん。長い会議が終わって休憩中。それで？』

　いつもと変わりない彼の声を聞いていたら少し落ち着いてきた。

「先日、カフェで会ったあの人の奥さまが、式を延期にしたいと式場に来られたって……。彼、本気で破談にしようとしているのかもしれせん」

『そうだったのか』

　彼はため息交じりの言葉を吐きだす。

「奥さまが私と話がしたいとおっしゃっていて、呼び出されたんです。私、夫婦になる人たちの幸せを祝うためにこの仕事をしているのに、真逆のことをしたんじゃないかと……」

　人生の新たな門出に花を添えるのが私たちフローリストの仕事なのに。

『責任を感じているのか？』

　自分でもよくわからない。でも、少なからず私の存在が影響していると思えば、怖くなる。

「わかりません」

『今回の延期、必ずしも残念なのかな？』

「えっ？」

『紬は、あの人と別れて後悔してる？』

「いえ、まったく」

　素直な気持ちを吐露すると、彼は電話越しにクスクス笑っている。

『すがすがしいね、その返事。どうしたらいいか、もうわかってるじゃないか』

「あ……」

『なんでも計画通りにことが運ぶのが正しいわけじゃない。人生の正解なんて誰にもわからないんだよ』

　正也さんと対峙したあと、太一さんは『結婚に突き進んでも、破談にしても、その後の人生がどうなるかは自分次第だ』と口にしていた。破談となっても、不幸と決まったわけじゃない。

「太一さんと話せてよかった」

『お役に立てて光栄です。お礼はベッドで期待してる』

「え！」

　目を白黒させていると、『行ってらっしゃい』と優しい声でささやかれて、完全に気持ちが整った。




　ローズパレスに到着すると、すぐに梓さんが飛んできた。

「重森さん、呼び出してごめんなさい。延期なんて……。こういう事態もなくはないんだけど」

　彼女は眉をひそめる。

「そう、ですね」

　担当したお客さまの挙式の延期は、私も一度経験がある。そのときは、披露宴の招待客についての意見の相違から大ゲンカに発展して、結局延期どころか別れてしまった。

「重森さんに会いたいと、強いご希望なの。今、奥の個室にいらっしゃるから」

「承知しました」

　私はスーッと息を吸い込んでから、由実さんのところに向かった。いつもはオープンになっている接客ブースを使っていたが、個室に案内したのは梓さんの計らいだろう。

「失礼します。ル・ブルジョンの重森です」

「どうぞ」

　声をかけると返事があり、ドアを開けた。すると、目を赤く腫らして放心した彼女が視界に飛び込んできて胸が痛くなる。

「山村さま、このたびはなんと言ったらいいのか……」

　どう声をかけるべきかわからず言葉を濁すと、彼女は神妙な面持ちで私を見つめて小さくため息をついた。

「どうぞ」

　勧められて椅子に座ると、彼女のほうから口を開く。

「あの……。もう、山村はちょっと」

　そうだった。山村は正也さんのほうの姓だ。破談になる可能性があるのに、彼の苗字で呼ばれるのは不愉快だろう。

「申し訳ありません。生いく島しまさま」

　彼女はどこまで聞いているのだろう。私を呼び出したくらいだから、正也さんが私の話に触れたのだろうけど。

　彼女から柔らかい雰囲気がスッと消え、眉尻が上がったため緊張が走る。

「正也さん……以前、結婚を考えたことがあったんですって」

　由実さんが鋭い視線を向けたまま話すので、その相手が私だと承知していると確信した。

「はい」

「でも破談になって、もう結婚はいいと思っていたところに、私との縁談が持ち上がったそうで。でも、重森さんと再会して、あなたを忘れられないと自覚したと言うんです」

　やはり全部聞いているんだ。

「山村さんと面識があったのを黙っていて申し訳ありません」

　私はテーブルにこすれるくらいの勢いで頭を下げた。私には正也さんへの気持ちは残っていないが、彼女が嫌な思いをしたことには違いないからだ。

「言えないですよね、そりゃ。この、泥棒猫！」

　鬼の形相でテーブルをドンと叩く彼女から辛辣な言葉をぶつけられて固まる。

　しかし、私のほうからなにかアクションを起こしたわけでもないし、正直、今さら昔の話を蒸し返されて迷惑している。

「たしかに以前、山村さんとお付き合いしておりましたが、別れて随分経ちますし、私に恋愛感情はありません。今回、担当になったのはたまたまで、他のお客さまと同じように対応させていただいたつもりです。ご結婚というお祝いに、わざわざ水を差すようなことはすべきでないとお話ししませんでした」

　唇を噛みしめる彼女に、なんとかわかってもらいたい。

「ふたりで会ったんじゃないの？」

「山村さんに待ち伏せをされて一度。ですが、別れた頃のことをなじられただけです。それに、私は結婚しておりまして、その場に主人も来てくれました」

「ご主人が？」

　正直に話すと、彼女は目を丸くする。

　私は太一さんがネックレスにしてくれた結婚指輪を彼女に見せた。これは彼がくれたあの日から肌身離さず持ち歩いている。

「実は挙式はまだなんですが、入籍したばかりでして、私は主人のことを愛しています」

「そう……」

　彼女は目を泳がせて、完全にトーンダウンした。

「それじゃあ、正也さんとのことは完全に過去の話ですか？」

「はい。そもそも仕事ばかりしていた私のほうが振られたんです。彼がその後どうしていたのかもまったく知りません」

　由実さんはそれきり黙り込み、険しい表情を見せる。

「山村さんは私に仕事を辞めてほしかったようですが、私はその道を選択しなくてよかったと思っています。別れたばかりの頃は、彼より仕事を選択したのは間違いだったんじゃないかと自分を責めました。ですが、フローリストの仕事は私の生きがいなんです」

　あのとき仕事を辞めて正也さんに寄り添っていたら、絶対に後悔したと思う。

「考え方が逆でした。相手に合わせて自分を変えるのではなく、今の自分を理解してくれる相手を見つけるべきだったと、主人に出会って気づいたんです」

　太平物産の後継ぎの妻ならば、普通の感覚からすればフローリストを辞めてくれと言われそうなものだ。忙しい夫を陰で支える奥ゆかしい妻というのが理想なのではないだろうか。

　けれども太一さんは、私の仕事に対する情熱を理解して応援してくれる。

「装花をご依頼いただいただけの一フローリストがこのようなことを申し上げるのは失礼かもしれませんが……。生島さま、どうかご自分のお気持ちともう一度向き合ってください」

　これまでの面会では、彼女は苦しそうに見えた。このまま正也さんとの結婚にしがみついていてもいいのか、もう一度考えてほしい。

　婚約までしたのだから結婚しなければと焦る気持ちは理解できる。しかし、体裁ばかりに気をとられて我慢していることがあるのなら、延期ではなく破談にしたほうがいい。それが一生続くのかもしれないのだから。

「……取り乱してごめんなさい」

「いえ」

　焼け木ぼっ杭くいに火がついたと思っていたのだから、取り乱して当然だ。

　私の話を聞いてうっすらと涙を浮かべた彼女は口を開く。その姿がどうにも痛々しくて、私まで苦しくなった。

「私……」

　とうとう大粒の涙を流し始めた由実さんは、体を震わせながら声を振り絞る。

「本当はこの結婚、すごく不安だったの。正也さんは式の打ち合わせにまったく興味がないし、デートに誘ってもくれない。連絡するのはいつも私から。結婚したくないんじゃないかって」

　打ち合わせに興味がなさそうなのは、はたから見ていてもわかった。けれど、婚約したのにデートの誘いすらなかったのか。

「でも、婚約までして引けなくて……」

　結婚は付き合うのとは違い、家族を巻き込んだ一大イベントだ。そう思うのが普通ではないだろうか。

「重森さんとの関係を聞いて、あなたと再会したせいでそっけないのかとすごく腹が立った。でも、冷静に考えたら、私たちの関係がギクシャクしているのは、ローズパレスに来る前からなのに」

　由実さんはハンカチで目頭をそっと押さえた。

「最近、仕事がうまくいってないみたいで、彼から愚痴をよく聞くようになったんですけど、それってあなたが悪いんじゃない？　責任を他の人に押しつけてない？と思ったことがたくさんあって」

　思いがけない話を始めた彼女は、私から視線を外してなにかを考えている。

　正也さんは仕事がうまく回らないから、余計に不機嫌なのだろうか。

　カーディーラーで営業をしている彼は、私に仕事を辞めさせて結婚しようとしていたくらいなのだから、仕事に対してプライドも自信もあっただろう。その大切な柱が折れてしまい、イライラしている可能性もある。

　だからといって、由実さんへの態度は許せるものではないけれど。

「もしかしたら今回も、重森さんのせいにして結婚から逃げたいだけなのかな」

　少なくとも、私と今の正也さんの間にはなんの関係もない。彼と話したときも、私への未練より愚痴をぶつけたかっただけだと感じた。別れたあとの人生が思うようにいかないのを、私が仕事を辞めなかったせいだと結論づけたがっているように見えた。

「それに彼、私を束縛したがるくせして自分は縛られたくない人なんですよね。もともと自由でいたい人なんです」

　私は無意識にうなずいていた。その通りだと思ったからだ。

　正也さんは、私がなかなか時間を合わせられないことにいらついていたものの、自分の都合は優先する人だった。私が忙しいのは事実だったので文句も言わなかったが、よくよく考えると〝俺は好きにするから、お前が俺に合わせろ〟ということだ。付き合っていた頃は気づけなかったけれど。

「わかっていたのに、私も重森さんのせいにしてしまいたかった。まさか、旦那さんまで巻き込んだなんて、失礼なことを。ごめんなさい」

　再び涙があふれてきた彼女を責められるわけがない。由実さんは苦しんだのだ。

「謝らないでください。私……山村さんがお客さまとして来られたときは、正直驚きました。できれば担当を降りたいと思ったほどです。ですが、私はフローリストです。生島さまが私を指名してくださったのに、私からお断りするのは失礼だと思いました」

　私が話しだすと、彼女はうなずきながら耳を傾ける。

「それに、私は今の主人が運命の人だと思っています。山村さんに未練がないからこそ、担当を続けるべきだとも考えました」

　胃が痛かったのは否定しないけど、未練があったらつらくて逃げ出していたはずだ。

「とても愛していらっしゃるんですね、ご主人のこと」

　恥ずかしい指摘をされたが、私は大きく首を縦に振った。

「主人の愛をひしひしと感じるんです。私は山村さんと別れたあと自分に自信がなくなってしまって、長く恋愛からも遠ざかっていました。ですが、主人がありのままの私を受け止めてくれるので、心が潤ってきて……また自信が持てるようになりました」

　太一さんがくれた言葉の数々が、正也さんに突きつけられた『欠陥人間』という強烈なひと言から救い出してくれた。

「そう、ですか。この結婚がダメになっても、私にもできるかな。そんな恋愛」

「もちろんですよ」

　これまで彼女はとても物腰柔らかで、梓さんからも朗らかで優しい女性だと紹介されている。きっとこの経験を糧にして前に進んでいけるだろう。

　私がそうだったように、彼女にも素敵な出会いがありますように。

　私は心の中で神さまにお願いをした。










俺の妻は極上の女　Ｓｉｄｅ太一




　紬から電話をもらったあと次の会議に入ったが、心配で彼女の顔が頭にちらついた。

　でも、自分の意見をしっかり持っている彼女のことだ。誠心誠意相手の女性とぶつかって理解してもらうはずだと思ったら、その後は仕事に没頭できた。

　俺の妻はそういう女なんだ。優しすぎるがゆえ、彼女自身が傷つくことがあるので支えてやらなければと思うときもあるが、難題を自分の力で乗り越えていく力を持っている。それも強い信念を持ち、間違っている事例から決して目をそらさないという、一本筋が通ったような生き方をしているからに違いない。

　とはいえ、どうなったか気になる俺は仕事を急いで仕上げて、いつもより早めの二十時に帰宅した。

「ただいま」

「おかえりなさい。早かったですね」

　よかった、いつもの紬だ。

「早くてうれしい？」

「えへへ」

　まずい。このはにかみ、かわいすぎるだろ。

　話を聞きたいのに、理性が崩壊しそうで慌てて自分を戒めた。

「ご飯できてますよ。今日はいいお肉を奮発してステーキにしちゃいました。着替えてきてください」

　彼女のテンションからすると、うまくいったに違いない。

「おぉ、楽しみ」

　俺はすぐ着替えて、リビングに向かった。

「このソース、手作り？」

「はい。玉ねぎのソースなんですけど、にんにくを効かせてあるんです。気に入ってもらえるといいな」

　もちろんだ。俺のために心を込めて作ってくれたものが、気に入らないわけがない。

「うん、いただきます」

　早速席に着き、手を合わせた。正面に座る彼女は、俺が食べるのをじっと見ている。きっとドキドキしながら俺の反応を待っているんだろうなと思うと、これまたかわいくて抱きしめたい気分だった。

「うまい。ちょっと甘みがあるのがいい。魚でも合いそうなソースだね」

「そうそう。万能ソースなんですよ。今度はお魚にしますね」

　彼女もホッとした様子で食べ始め、「このお肉、柔らかーい」と頬を押さえている。

　俺がコーンスープに手を伸ばすと、彼女はフォークを置いて話し始めた。

「今日はごめんなさい」

「いや、全然。頼ってくれてうれしかったよ」

　それは本当だ。紬は忙しくしている俺に負担をかけまいとしているのだろうけど、俺は経営コンサルタントである前に彼女の夫だ。悩みは共有して、ふたりで乗り越えていきたい。

「誤解も解けて、お相手の生島さんも前に進んでくださるんじゃないかと思います」

「そっか。さすがだな、紬は」

「私はなにもしてないですよ」

　どんな話をしたのかはわからないが、きっと率直に自分の意見をぶつけたのだろう。婚約者がいるのに過去の女を呼び出すなんて、まったく理解できない。紬も生島さんも、勝手な男に振り回されたのだ。

　俺たちがとやかく言えることではないけれど、婚約破棄にすべきだと感じる。ひとりの女に愛を注げないヤツに結婚する資格なんてない。

「あの人、女性が自分に従っているうちは機嫌がよくても、思い通りにならないと気に食わなくて怒りだすのかな。よく考えたら子供のままですね」

　冷静に分析できているのは、おそらく完全に心が離れている証拠。

「女を力ずくで支配しようとするのは、自分に自信がないからだろうな。言葉や暴力で縛りつけてもなんの意味もないと気づけない」

　紬は俺の言葉にうなずいている。

「もし女を縛っておけるとしたら……愛情でだけだ」

　彼女を見つめて漏らすと、彼女の目がキョロッと動いた。この照れる姿がたまらない。

「それで紬。お礼は忘れてないよね？」

「なんのことです？」

　頼られたのが光栄でもちろんお礼なんていらないのだが、彼女を抱くためのただの口実だ。

　まあ、口実なんてなくても抱くけどね。

「一緒に風呂に入ろうか」

　ブンブン首を振る彼女だけれど、せっかく早く帰れたのだし、たっぷり楽しむぞ。




　夕食の後片づけが済んだあとバスルームに誘うと、紬は真っ赤な顔をして拒否を示す。しかし抱き上げれば観念したのかしがみついてきた。

「恥ずかしいの？　もう隅々まで知ってるのに？」

「そういうことを言うから！」と口をとがらせているけれど、すぐに女の顔になるくせに。

　花に埋もれて無邪気に破顔するさまもたまらなく愛おしいが、俺にしか見せない色香漂う女の顔も、グッとくる。

　脱衣所で下ろして、彼女のカットソーに手をかけると「待って」と慌てふためいている。

「待てない。紬は俺の脱がせてよ」

「えっ？」

「たまには甘えたいんだ」

　ハキハキ意見を主張できるくせして、こういうことは照れまくってなかなかしてくれない。俺は自分のＴシャツを脱ぎ捨てたあと、紬の手をズボンのボタンに誘導した。

「なあ、脱がせて」

　そして耳元でささやくと、彼女はおそるおそる手を動かし始める。

　あぁ、耳まで真っ赤だ。かわいすぎる。

　ズボンが床に落ちたところでもどかしくなり、彼女の服を一気に脱がせてバスルームに連れ込み、シャワーを全開にした。

「紬」

　何度彼女の名前を呼んでも呼び足りない。もっともっと俺だけのものだとわからせてくれ。

「太一さん、恥ずかしいですって」

「ダメ。手、どかして？」

　必死に自分の体を隠そうとする彼女の手をはがして、壁に押しつけて拘束する。

「ん……」

　そして唇を重ねると、途端にこわばっていた体から力が抜けて色香を漂わせ始めた。

「紬。結婚式、挙げよう」

「式？」

「そう。待たせて悪かった。日程が整いそうなんだ。紬の誕生日、祝日だろ？」

　彼女の誕生日は九月二十三日の秋分の日。その日になんとしてもと、仕事や招待客の調整を繰り返し、ようやく目め処どがついた。

「ほんとに？」

「うん。紬、仕事休める？　そのあと新婚旅行にも行こう」

「いいの？」

「もちろん」

　結婚式も新婚旅行も早く実現したかっただろうに、忙しい俺に遠慮していたはずだ。そんな彼女をうんと喜ばせたい。

「ハネムーンベビー、頑張る？」

「……うん」

　以前、子供ができたときの責任について話したが、その責任を背負う覚悟はもちろんある。彼女との子供ができたらかわいくてたまらないだろうな。

「それじゃあ今日は、その練習」

「そんな練習はいらな――」

　俺はすぐさま彼女の口をふさぎ、白くみずみずしい肌に指を滑らせ始めた。




　その後の紬は、暇さえあれば自分の披露宴の装花のスケッチばかりしている。

　当日の装花やブーケの制作は、信頼する西田さんに託すという。さすがに準備で忙しい花嫁自身で作るのは難しそうだ。

　土曜の昼下がり。久々に休みが合った俺たちは、装花のスケッチを見ながらソファでコーヒーを楽しんでいた。

「はー」

「どうした？」

「こんな豪華な装花は初めてで……。それが自分の挙式だと思うと緊張してきました」

　太平物産関係の招待客が膨れ上がり、披露宴は五百人を超える規模になる。挙式は彼女が信頼を寄せるプランナーのいるローズパレスで行うが、披露宴会場が手狭なため、ホテル・アルカンシエルの一番大きな宴会場に移動して開くと決まった。

「親族だけでできればよかったんだけど、ごめんな」

　来年には太平物産に入ることが決定していて、俺の次期社長としてのお披露目のような場でもあるので、どうしてもビジネスが絡む。そのため、紬や彼女のご両親には申し訳ないと思っている。

「太一さんが謝る必要はないんですけど、ドレスの裾を踏んで転んだらどうしようとか考えてしまって」

「あはは」

　そんな心配をしているのか。

「だとしてもそれが紬じゃないか」

「ちょっ、一生に一度の晴れ舞台なんですから、変なフラグを立てないでください！」

「言いだしたのは紬だろ？」

　彼女と一緒にいると、こんな些さ細さいな会話も楽しくてたまらない。

　宮城さんがことあるごとに『結婚っていいだろ？』と俺に聞いてくるが、うなずくしかない。

　会社でも既婚者同士で結婚生活について話をする機会があり、自由がなくなって窮屈だという声がちらほら聞こえてくる。しかし俺は、紬に出会って落とすまでハラハラし通しだったからか、一緒にいられることこそが幸せだと感じている。

　皆、もう少しひとりの時間が欲しいと漏らすが、俺はもっとふたりの時間が欲しい。紬も忙しくしているので余計にそう感じるのかもしれないけれど。

　竹内さんの家でのホームパーティのあと、大沼にはきついお灸きゅうを据えてある。彼女は以前から、自分の立場や年収を鼻にかけるところがあり、クライアントの一部から苦情が出ていた。

　クライアントとはあくまでパートナーシップを結んでいるのであって、こちらが〝指導している〟という態度は厳禁だ。マネージャーになった今も、提携企業の役員と日々一緒に動いていると、教わることがたくさんある。その代わりに、俺たちコンサルタントは、第三者から見た改善案を示すというギブアンドテイクの関係であり、どちらが優位ということはない。それぞれ得意とする分野が異なるだけだ。

　当然、まだ駆け出しのアナリストである彼女が偉そうなことを物申せる立場にはないのだが、相手を見下すような態度が出るのが気になっていて、以前から注意は入れていた。が、今回は注意だけでなく、もう一度やったらこの仕事は向いていないという強い言い方をした。

　経営コンサルタントの仕事は、目に見えるものを売っているわけではないのに何億ものお金が動くし、俺たちの提案で企業が大成長を遂げるケースもある。だからこそ天狗になりがちなのだが、初心を忘れたら最後。その先には必ず失敗が待っている。失脚していった同僚を山ほど見てきた俺は、大沼が同じ道をたどる気がして仕方がないのだ。

　竹内さんには、後日パーティを抜けた事情を話した。そうしたら、紬をだました大沼は、竹内さんが進行中のとあるプロジェクトから外され、かなり落ち込んでいる。とはいえ、自業自得だ。ちなみに奥さまの態度についても平謝りされ、紬にもその旨を伝えてある。

「ドレス姿、楽しみだな」

「私も楽しみ！　でも、オーダーなんて贅沢で、やっぱり緊張します」

　彼女のドレスは有名なデザイナーのいるブランピュールに発注済み。初めて一緒に洋服を買いに行ったのが偶然にもそのショップだったが、紬は以前からあこがれていて、ここのドレスを着たいと思っていたとか。

　倹約家の彼女は当然のようにレンタルで探していたものの、彼女のためだけにあつらえた純白のドレスを纏った姿を拝みたいという俺のわがままを押し通した。

　おまけに和装も希望してある。って、俺のための挙式になっていないか心配になってきた。

「紬、ちっともお金使わないからなあ。こういうときはうんと奮発すればいいんだよ」

　彼女にカードを渡してあるが、食費や日用品のほかは、花束くらいしか買っていないようだ。その花束も、ル・ブルジョンで廃棄になる前のものをかわいそうだからと格安で購入してくるので大した額ではない。しかも、いつも部屋に花がある生活に癒されているのは俺のほうなので、彼女自身への投資は、ほぼしていないと言っていい。

　洋服でもなんでも好きなものを買えばいいのにと思うが、彼女はそうした欲があまりないのだ。好きな花が身近にあれば心が満たされているのだろう。

　それに気づいてからは、一緒に出かけたときに俺が洋服をプレゼントしたり、ちょっと敷居の高いレストランで食事をともにしたりしている。それも、俺のほうが楽しんでいる気がしなくもないのだが。

「太一さん、過保護なんだから」

「過保護にもなるだろ。こんなにいい女を奥さんにできたんだから」

　彼女の腰を抱き、頬にキスを落とす。すると彼女は俺に体を預けてきた。

「それじゃあ、甘やかされちゃおうかな」

　この甘え方、いつ覚えたんだ？

　メチャクチャかわいい彼女に、いつになく鼓動が速まる。

「思う存分甘やかされて。紬は俺だけのものだからな」

　俺がいくらでも甘やかしてやる。だから絶対に離れるな。

「はい」

　上目遣いで俺を見つめる彼女と視線が絡まると、どちらからともなく唇が重なった。










ブーケに幸福の報告を




　いよいよ挙式の日がやってきた。

　私たちの門出を祝うかのように空は晴れ渡り、太一さんと一緒に最高の気分でこの日を迎えられたのは、感慨深い。

「重森さん。ブーケが届きましたよ」

　ローズパレスの控室で髪を整えてもらっていると、私たちの挙式を担当してくれた梓さんがブーケを届けてくれた。

「わー、デザイン画通り」

　今日のブーケは西田さんにお願いした。バラやアネモネ、そしてライラックなどの花でパープルのグラデーションを作ってもらい、グリーンを多めに。お花畑をイメージしたクラッチブーケは、理想通りに仕上がっている。

　パープルをチョイスしたのは、太一さんの気品と高潔さを表したかったから。彼の胸に飾られるブートニアももちろんおそろいだ。

「西田さんは……？」

「アルカンシエルにすっ飛んでいかれましたよ。他の人に任せてはいられないって」

　それを聞いて頬が緩む。

　本当は西田さんたちにも参列してもらいたかった。けれども、装花をお願いできるのは、ずっと心をひとつにして頑張ってきたル・ブルジョンの仲間しかいないと思っていた。西田さんにその旨を打ち明けると、『当然だ。重森の式の装花を他の業者なんかにやらせるか』と鼻息を荒くして、ふたつ返事で引き受けてくれたのだ。

　私たちのお見合いをお膳立てしてくれた店長は出席者に名を連ねているが、テーブルが多いため総出で準備に走り回っている他の仲間たちは、そっと私の披露宴を見守ってくれると思う。

「髪に飾るお花も届きました。本当に素敵」

　梓さんが目を細める。

「ありがとうございます」

「私ね、重森さんのこと、装花の腕だけじゃなくて人としても尊敬してるの」

「えっ？」

　ずっと年上の彼女に、尊敬なんていう言葉をもらえるとは想定外でとても驚いた。

「私たちはお客さまの夢を現実にするのが仕事だけど、経験上それはよくないと思うこともあるじゃない？　うちの若いスタッフは、お客さまを怒らせるのが怖くて言わずに受け入れちゃうのよね。でも、重森さんは変更したほうがいいと思ったらきちんと説明して納得していただくでしょ？」

　たしかにそれはある。装花は会場やドレスなどとのバランスがとても重要なので、どうしても合わないと感じるときは写真で具体例を示しながら説明して、変更していただく。

「それって結局、お客さまのためじゃない。私も失敗しそうだと思うのに『いいですね』なんて絶対にごまかさない。それがプロだと思ってる。うちのスタッフは何度注意してもできないんだけど、重森さんは最初から自然とできてた。自分の仕事に誇りを持っている素敵な人だなと」

　仕事に誇りを……。一番うれしい言葉かもしれない。フローリストを続けてきてよかった。

「梓さんにそう言っていただけると、感激です」

「本日は世界一幸せな花嫁さまのために、精いっぱいサポートさせていただきます」

「よろしくお願いします」

　挙式をここに決めて間違いなかった。そう感じた瞬間だった。

　いつもより派手めの化粧を終え、ブーケと色味を統一した生花をアップにした髪に飾ってもらったあと、私だけのために作られたＡラインのドレスを身に纏う。

　柔らかい色味のアイボリーホワイトのドレスは、ロングトレーンがお気に入り。上半身はビスチェタイプになっていて、太一さんが肌を露出しすぎだと口をとがらせたものの、デザイナーが私は絶対に肩のラインを出したほうがいいと助言をくれたので、そうしてもらった。

　やはりプロの目は間違っておらず、結構似合っているんじゃないかと密かに思っている。

「新郎さまがいらっしゃいました」

　黒いタキシードを着こなした太一さんは、スタイルがいいせいかモデルのよう。彼は部屋に足を踏み入れると、一瞬目を見開いてから歩み寄ってきた。

「なんてきれいなんだ」

「そんな……」

　感嘆のため息交じりに褒められて、頬が上気していく。

　踏まれた花を買い取ってくれた優しい紳士がお見合い相手だと知ったときは、ひどく驚いた。しかし、それより衝撃だったのは、彼がとてつもなく社会的地位のある人だということ。だからこそ、あまりに住む世界が違うと悩んだ結婚ではあったが、悩んだとて彼と一緒に生きていくことはもうずっと前から決められていた運命だったような気がする。

　妻となった今でも、彼にふさわしいかと考えると自信はない。けれども、太一さんと一緒に生きていけるなら、これからどんな努力でもするつもりだ。

「紬が隣を歩いてくれるなんて、とんだ幸せ者だな、俺は」

　太一さんはすこぶる真面目な表情で言葉を紡ぐ。

「それを言うなら私です。太一さんの花嫁になれたなんて――」

　感極まったせいで、声が震えて続かない。

「紬」

　すると彼はそっと抱き寄せてくれた。

「全力で幸せにする。俺についてこい」

「はい」

　私が返事をすると、背中に回った手に力がこもった。




　教会での挙式は双方の両親と、宮城副社長に紹介してもらった男性と順調に交際を続けている加代さん、そして親戚や友達が参列してくれた。太一さんの会社関係の人たちもいるにはいるが、挙式はできるだけ身内だけでしたいと彼が説得してくれたおかげで、アットホームで落ち着いた雰囲気の中、滞りなく進む。

　ずっとネックレスにして肌身離さず持っていた結婚指輪は、今日は太一さんの手によって左手薬指に収まった。

　この日のためにハンドクリームを欠かさず塗ってきたのに、まだ傷だらけの手だったが、彼はこの手が好きだと言ってくれる。

「誓いのキスを」

　牧師さまに促された頃には、感動の涙が止まらなくなっていた。

　仕事を通して、何度も幸福の絶頂を目の当たりにしてきたけれど、これほど幸せだとは。まさに胸が震えるという経験をしている。

　私に視線を合わせて優しく微笑んだ太一さんは、ゆっくり近づいてきて熱い唇を重ねた。




　ローズパレスの教会の前には、階段がある。その階段をフラワーシャワーを浴びながら下りていく先に真っ白なリムジンが用意されていた。これに乗って披露宴会場のホテルまで移動するのだ。

　たくさんの拍手と温かなお祝いの言葉に感謝しながらゆっくりリムジンに近づいていくと、端のほうに由実さんがいるのに気がついた。

　来てくれたんだ……。

　実は一カ月ほど前、梓さんからふたりが正式に破談になったと耳打ちされた。そのとき、『重森さんの挙式の日程を聞かれたから、もしかしたらのぞきに来るかもね』と言われたのだが、本当に顔を出してくれるとは。自分の挙式の予定がなくなってつらい時期のはずなのに。

「太一さん、このブーケ差し上げてもいいですか？」

　車に乗り込む寸前に太一さんに尋ねると、彼は私の視線の先の由実さんに気づいたようだ。

　披露宴でのブーケは、装花に合わせて別のものを準備してもらっているので渡しても問題ない。

「誰？」

「生島さんです」

「そっか。もちろんいいよ。行っておいで」

　すぐに事情を察した彼は、私の背中を押してくれた。

　私が近づいていくと、由実さんは目を大きくして驚いている。

「来てくださったんですね」

「本日はおめでとうございます。ごめんなさい。こっそり見て帰るつもりだったのですが」

「いえ、うれしいです。これ、よかったらもらってください」

　ブーケを差し出したものの、彼女は恐縮しきりで首を横に振っている。

「とんでもない。私なんかが……」

「このブーケが生島さまのところに行きたいと言っているんです。私、花と会話をするのが得意なんですよ」

「重森さん……。ありがとうございます」

　ポロポロ泣きだした彼女は、ブーケを受け取ってくれた。

「私、あの人が『お前の態度が悪くて結婚する気が失せた』と私のせいにするので腹が立って、思いきりひっぱたいてしまいました」

　え！　まさかそんな展開になっていたとは。

「でも、すっきりしたんです。『それはこっちのセリフよ！』と言い返したら黙ってしまって、さようならしました。私もいつか重森さんにブーケを作ってもらえるように頑張ります」

「はい、お待ちしています」

　泣きながらも笑顔を作ってくれた彼女に頭を下げて、優しい表情で私たちを見守っていた太一さんのもとに戻った。

　リムジンに乗り込むと、太一さんが口を開く。

「彼女、なんか言ってた？」

「はい。おめでとうと。あとは……あの人が、うまくいかないことを彼女のせいにしたらしくて、ひっぱたいたって」

「やるなぁ、彼女。我が家の姫の助言のおかげかな？」

　彼は私を見つめて口の端を上げる。

「姫なんて思ってないでしょ？」

「思ってるよ。だってこんなにきれいじゃないか。ちょっとお転婆な姫だよね」

「お転婆はいらないでしょう？」

　抗議すると、彼は頬を緩めて私の手を握った。

「いるよ。俺はハラハラして目が離せなくなる。でもその強さが愛おしくて、ますます虜になるんだ。紬の思うつぼ」

「思うつぼって」

　私が太一さんを転がしているみたいな言い方はよして。私はいつだってあなたに翻弄されているのに。

「無自覚で俺を振り回す姫には、お仕置きしないと。俺がどれだけ紬を愛しているのか、そろそろわかって」

　突然真顔になった彼は、私の顎にそっと手を添えて唇を重ねた。

　わかってるのに。あなたの一途な愛に縛られて、もうどこにも行けないのに。

「わかってます。でも、私の愛もそろそろ自覚してください」

　私の気持ちもわかってもらいたくて漏らすと、彼は目を見開いて驚いている。

「まずいな。やっぱり紬の思うつぼだ。俺もようやく花を超えられたかな」

　クスッと笑う彼は、もう一度熱いキスを落とした。




　アルカンシエルに到着して正面玄関から入ると、ドレス姿だからかホテルの宿泊客の注目を浴びてしまった。中にはスマホのカメラを向ける人までいて、ぎこちない笑顔を作るのに必死にならなければならなかった。

　とはいえ、「きれいね」とか「おめでとう」とか、まったく知らない人からの祝福に胸が熱くなり、改めて幸福を噛みしめる。

　そのあと、控室で化粧直しをしてもらい、披露宴会場に向かった。

　先ほどの挙式とは異なり、大半を太平物産の会社関係者が占めるので粗相は許されない。そのため、緊張で息が苦しい。

「紬、大丈夫か？」

「はい」

　私の異変に気づいた太一さんが心配げに顔をのぞき込んでくるが、これほどの緊張感に包まれたのは初めてで、頭が真っ白になってしまう。

　どうしよう。段取りを覚えたはずなのに、思い出せない。

「まず、左のテーブルから……」

「俺が全部リードするから、お前はニコニコしているだけでいい。あっ、転びそうになったら俺の腕を引っ張って道連れにしろ。一緒にひっくりかえるのもいい思い出じゃないか？」

　そんなことができるはずもない。でも、失敗しても気にするなと言っているのだとわかった。

「わかりました。全力で引っ張ります」

「マジか……」

　彼が肩を震わせるので、ようやくカチカチに固まっていた表情筋が緩みだす。

「重森」

　そこに、西田さんが私のブーケを持ってきてくれた。

「上出来だろ。今までで最高の出来だ」

「ありがとうございます。さすが西田さん」

「まあ、重森のデザインだけどさ」

　ペロッと舌を出す彼から、胡こ蝶ちょう蘭らんに似たデンファレという花をメインにしたブーケを受け取る。

　披露宴では色打掛にお色直しするため、テーブルの上の装花は少し和を意識したものになっている。それに合わせたブーケを準備してもらった。

「宝生さん、本日はル・ブルジョンで大量の花を、そして高嶺の花をお買い求めくださりありがとうございました」

　次に西田さんは、太一さんに向かって腰を折る。

　高嶺の花って、私のこと？

「とんでもない。高嶺の花は、一生大切にします」

　太一さんまで乗っからないでよ。

「よろしくお願いします。重森は、私たちの自慢の後輩です。返品は受け付けませんよ」

「もちろんです」

　西田さんの兄のような言葉に、目頭が熱くなる。

「装花、完璧にしておいたから。あとは重森が輝くだけ」

「西田さん……」

「今日だけは天狗になるのを許す」

　いつもの調子の西田さんと話していたら、自然と笑顔になれた。

「そろそろお願いします」

　ホテルのスタッフに促された私たちは、彼に頭を下げてから披露宴会場の扉の前に立った。

　大きく深呼吸して気持ちを整える。

　近い将来会社を背負う太一さんの妻として認められなければならないという緊張で卒倒しそうではあるけれど、太一さんが私を選んでくれたと思えば、顔も上がる。

「それでは」

　係の人が扉を開けると、強いライトの光と招待客の迫力にひるみそうになる。しかし同時に大きな拍手が沸き起こり、感動を覚えた。

「行こうか」という太一さんの落ち着いた声にうなずき、彼の腕をしっかり握る。そして背筋を伸ばして一歩踏み出した。

　私たちはこの先ずっと、こうして生きていくのだ。しっかりと手をつないで、互いを支え合いながら一歩一歩進んでいく。

　間違いなく太一さんは、社会的には雲の上の人。しかし、プライベートでは私を甘やかす最高の旦那さま。

　大企業の上層部であろう人たちを前にしても、堂々とした立ち居振る舞いでゆっくり歩みを進める彼は、時折私の様子をうかがうように視線を合わせてにっこり微笑む。だから私も落ち着いていられた。

　会場の装花は、私の予想を上回る素晴らしい出来だった。私がデザインしたもの以外にも追加で飾られている花があって驚いたが、これはきっとル・ブルジョンの仲間からの祝福の証だ。

　いつもは陰から見守る立場だけれど、いざ主役となり会場に立つと、こうして新郎新婦の門出に彩りを添えられることが感慨深い。やはりフローリストは素敵な仕事だと認識を新たにした。

『私、幸せになるね。ううん、もう幸せ』

　手元のブーケに心の中で報告してから太一さんを見上げると、彼はとびきり優しい笑顔で私を包み込む。

「愛してる」

　そして私にしか聞こえないような小声でつぶやくので、目を丸くした。しかし、私も伝えたいことはただひとつだ。

「私もあなたを愛してます」
















特別書き下ろし番外編










小悪魔な彼女　Ｓｉｄｅ太一




　紬と挙式をしてから半年。

　桜が開花し、街にはたくさんの花々があふれるようになってきた。そのせいか、紬の笑顔がいっそう弾けているように感じられて俺もうれしい。

　俺はアドバンスファームを退職して、太平物産の生活産業に関わる部署で働いている。この部署ではＭ＆Ａが盛んに行われていて、今までの経験が早速役に立っている。

　現在は、アメリカのとある食品会社の買収案件の指揮を執っているが、経営コンサルタントとして働いていた頃よりは時間に余裕がある。なぜならコンサルは、状況が厳しいときに相談を持ちかけられて、短期間で結果を出すことを求められる事例が多いからだ。そもそも、自社の力でなんとかなるなら呼ばれない。

　そのため睡眠時間を削って働くのが当たり前だったが、今はそれほど切迫した状況ではないため、紬との時間を多く取れるようになっていた。

「ただいま」

「おかえりなさい！」

　二十時前に帰宅できると体力的にも楽だ。玄関の錠を解除して声をかけると、紬がフライ返し片手に飛び出してきたので笑ってしまった。

「あ……」

　自分の手のフライ返しに気づいた彼女は、バツの悪そうな顔をして背中のうしろに隠す。でも、今さらだろ。

「またやっちゃった」

「いいんだよ。お前はなにをしてもかわいいんだから」

　俺は彼女の腕を引き、唇を重ねた。行ってきますとおかえりのキスは、絶対だ。

　毎日繰り返しているのにちっとも慣れず、いちいち頬を赤らめる姿が愛おしくて、結婚というものの幸せを噛みしめている。

「今日は、ローストビーフですよ。着替えてきてください」

　上機嫌な彼女は、くるっと俺に背を向けて慌ただしくキッチンに戻っていった。

　俺も着替えてからリビングに向かうと、新しい花が生けられている。

「これ、なんていう花だっけ？　見たことはあるんだけど」

　カチャカチャ音をさせながら食器を出し始めた彼女に赤い花について尋ねると、一旦手を止めて近づいてくる。

「これは、アネモネです。この花びらに見える部分はがくなんですよ」

「あれっ？　それ、前にも聞いた気が……」

「あぁ、紫陽花ですね」

　彼女に言われて、宮城さんと一緒にレクチャーを受けたのを思い出した。

「花って奥深いな」

「でしょう？　虜になっちゃう」

　実に楽しそうに話す彼女の腰を抱くと、紬はキョトンとしている。

「虜になるのは俺にして」

「あ……。はい」

　恥ずかしそうに目を泳がせる彼女は、「お料理冷めそう」とキッチンに戻っていった。

　ベッドの上では官能的な表情を見せるくせして、これくらいで照れるなんて。

「手伝うよ」

「もう大丈夫ですから、座っててください」

　手際よく料理をテーブルに運び始めた彼女に声をかけたが、いつもの返事。忙しい俺を少しでも休ませようとしていると知っているので、素直に従いスマホを手にした。

　アネモネ……。

　そして、アネモネの花言葉を検索する。

「メールですか？」

「ううん。これ」

　テーブルにローストビーフを置いた彼女にスマホの画面を向けると、はにかんで視線をそらす。

「花言葉は君を愛する、か。俺が紬に贈らないといけないな」

　彼女は花言葉にも精通していて、当然赤いアネモネについても知っているはずだ。

「ありがとうございます。でも、私の気持ちです」

　そう言い残して離れていく彼女のうしろ姿を呆然と眺めていた。

　私の気持ち、と言ったよな？

　たったそれだけのことでニヤける俺は、すっかり彼女の虜だ。

　でも、いつもは店の売れ残りを安く購入してくるので、様々な花が交ざっているが、グリーンを散らしてあるとはいえ今日は赤いアネモネばかり。今調べたところでは、アネモネには白や青といった色もあるようだけど、赤だけ売れ残ったのだろうか。

「お待たせしました」

　彼女は次から次へと料理を運んでくる。

　ローストビーフから始まり、ホタテとアボカドのサラダにアクアパッツァ風スパゲッティ。そしてガレットに彼女の得意なラタトゥイユもある。

「今日、豪華じゃない？」

　いつもたくさんの品数を用意してくれるが、今日は特に多いような。

「まだあるんですよ」

　にっこり微笑む彼女は、なんとホールケーキを運んできた。これも手作りのようだ。

「あ……」

「忘れてたでしょう？　お誕生日、おめでとうございます！」

　久しく誰かに祝ってもらった記憶がないためすっかり頭から飛んでいたが、今日、三月二十日は俺の誕生日だった。

　それじゃあ、あのアネモネも売れ残りではなく花言葉を知っていて購入してきたに違いない。

「紬、ありがとう。すごくうれしい」

「ろうそく、消してもらえますか？」

「もちろん」

　彼女はケーキにろうそくを立てたあと火をつけ、部屋を暗くした。そして、誕生日の歌まで歌ってくれる。なんてかわいいんだ。

　息を吹きかけてろうそくを消すと、大きな拍手までもらえた。

　温かい家庭で育ったんだろうなと感じる紬のサプライズに、胸がいっぱいになる。

　照明を明るくしたあと、食事の開始だ。彼女がいつも通り対面に座ろうとするので、腕を引いて隣に引き止めた。

「どうしたんですか？」

「今日は甘えていい？」

「甘える？」

　特別な日なのだから、少しくらいいいだろう？

「うん。ケーキ、食べさせてほしいな」

　俺のおねだりに一瞬目を丸くした紬だったが、すぐに笑顔でうなずきフォークを手にする。

「切らずにホールでいっちゃいましょうか。こういうの、ちょっとあこがれなんです」

「いいね」

　彼女はホールケーキに直接フォークを入れて、俺の口の前に差し出す。俺はそれをパクリと頬張った。

「うまー。スポンジもふわふわ」

　特別甘いものが好きというわけではないが、彼女手作りのケーキは格別だ。

「次は紬」

「私も？」

　驚いているけど当然だろ。

「はい、あーん」

　今度は俺がフォークを手にして、彼女の口に入れる。

「おいし」

　この恥じらう姿がたまらない。

「あっ、そうだ」

　紬は思い立ったように席を立ち、部屋の隅に置いてあった紙袋を持ってきて、リボンのかかった箱を取り出した。

「プレゼントです。気に入ってもらえるとうれしいんですけど」

「ありがとう。開けていい？」

　箱の中身は、シルバーのカフリンクスだった。

　きっと自分の給料で買ってくれたんだろうな。

「うれしいよ。ありがとう、紬」

　すっかり忘れていたというのに、最高の誕生日になった。

「それと、ね？」

　なぜかもじもじする彼女は、もうひとつ包みを手にする。

「それもくれるの？」

　コクリとうなずく彼女から受け取り、リボンをほどいて開けると、透明のケースに赤いバラの花が詰まっていた。

「造花？」

「入浴剤タイプのバスペタルなんです」

　入浴剤？

「このまま浮かべてもいいし、お湯を勢いよく入れると泡風呂になるみたいで。それで……、い、いっし……。なんでもない」

『一緒』と言おうとしたな？　ふたりで入ろうと誘ってる？

　耳まで真っ赤にして顔を背けた紬の肩を抱き、耳元に口を寄せる。

「泡にしたら、紬の体が見えなくなるだろ。このまま浮かべて入ろう」

　何度か紬と一緒に入浴した経験はあるが、恥ずかしがる彼女を連れ込むのは簡単ではない。だから、紬からの提案なんてかなりテンションが上がる。

　ハネムーンベビーを期待したが、残念ながらできなかった。今日も頑張るしかないな。

「風呂、入れてこよう」

「お料理冷めちゃうから、あ、あとで」

　頬を上気させているくせに、無情にもオアズケを食らわせる彼女は、天然なのか小悪魔なのか。

「そう、だよな」

　なぁ、紬。お前のみずみずしい肌を想像するだけで、もう反応してるんだけど。どうするんだよ、これ……。入浴剤を出すタイミング、間違ってないか？

「さぁ、いただきましょう」

「う、うん」

「どうかしました？」

　俺の様子が変だと気づいたのか、真剣な表情で尋ねてくる。

「なんでもない。ローストビーフもうまそうだ」

　冷静を装うのがこれほどつらいとは。

　俺をこんなふうにするのは紬だけだ。

　俺の最愛の人は、やっぱり小悪魔かもしれない。




ＥＮＤ










あとがき




　一途な御曹司・太一と、植物オタク・紬のお話はいかがでしたでしょうか。太一は紬に出会った瞬間、ビビッと来たんでしょうか。ひたすら一途に攻めまくりました。これが〝運命の恋〟というものだったかもしれません。

　周囲に花のある生活は素敵ですよね。私もうん年前は自分の部屋に飾っていましたが、もう最近はさっぱり。紬のように花への強い愛情がなかったので、水揚げもまともにしなかったなぁ。かわいそうに。花を飾って驚いたのは、切り花が意外に日持ちするということ。二、三日の寿命だと思っていたのですが、かなり持ちます。花の種類にもよりますが、一週間以上は咲いていたイメージが。（季節によります）多分、水揚げなど適切な処理をしてあげればもっと長く花を見せてくれるはずなので、皆さんも花のある生活はいかがですか？　私も近所に花屋さんがオープンしたようなので、のぞきに行こうと思っています。

　この作品を書くためにいろいろと花言葉を調べていたのですが、よいものもあれば悪いものもあります。作中に出てきたアネモネは、全体的には〝恋の苦しみ〟というあまりうれしくない意味がありますが、赤いアネモネは〝君を愛する〟になります。他にはスノードロップ。これは別の作品でも触れたのですが、〝あなたの死を望みます〟という意味が。その反面、〝希望〟という意味もありますので、気の持ちようでしょうか。どうしてそういう意味を持つようになったかを調べていくと、なかなかおもしろいですよ。私はきれいならなんでもいいのですが、誰かに贈る際には少し気をつけてみるといいかもしれません。スノードロップを贈られたら、どっち？と緊張が走るかも……。

　番外編を新婚旅行で書こうと考えていたのですが、発売日頃、世界がどうなっているのか予測がつかず、ステイホームに。ですが、ふたりの甘々なその後をのぞいておきました。今年はおそらくどの方も不安を抱える毎日だと思いますが、花を愛でながら、紬の潔さにスカッとしていただけたら幸いです。







佐倉伊織
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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